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仝
曲―-＝ーロ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
土
地
利
用
計
画
策
定
に
お
け
る
住
民
参
加
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

は
じ
め
に

1
章
地
方
自
治
と
都
市
計
画
の
歴
史

第

1
節

ヨ

ー
ロ

ッ
パ
人
の
入
植
と
地
方
自
治
制
度
の
始
ま
り

1
項
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約

2
項
一
八
四
―
一
年
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法

|

バ

ラ

の

始

ま

り

3
項
一
八
四
六
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法

ー
バ
フ
と
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス

第

2
節
地
方
自
治
制
度
の
発
展
と
自
治
体
に
よ
る
都
市
計
画
の
始
ま
り

1
項
一
八
五
二
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法

I

プ

ロ
ヴ
ィ
ン
ス
制
度
の
確
立

一
八
七
六
年
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法

説

2
項

目

次

柴

田

直

子
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ー

タ
ウ
ン
と
シ
テ
ィ
と
都
市
計
画

3
項
一
八
七
六
年
カ
ウ
ン
テ
ィ
法
|
|
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
始
ま
り

4
項
特
別
目
的
の
自
治
体
の
増
加

i

委
員
会
・
協
議
会

第

3
節
都
市
化
と
都
市
計
画
制
度
の
発
展

1
項
改
革
派
政
権
の
下
で
の
自
治
体
再
編
の
試
み

ー
国
と
自
治
体
と
の
対
立

2
項
保
守
派
政
権
の
下
で
の
自
治
体
再
編
の
試
み

ー
国
と
自
治
体
と
の
対
立

3
項
都
市
化
に
よ
る
自
治
体
の
役
割
の
拡
大

4
項

一
九
二
六
年
タ
ウ
ン
計
画
法

第

4
節
地
方
自
治
と
都
市
計
画
へ
の
住
民
参
加
の
始
ま
り

1
項
第
一
次
労
働
党
内
閣
と
自
治
体
再
編
に
お
け
る
住
民
参
加

2
項
一
九
五
三
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法

3
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
自
治
体

(A
R
A
)
の
設
立

4
項
一
九
七
四
年
地
方
自
治
法

5
項
一
九
七
七
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法

第

5
節

小

括

2
章
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定
体
制
の
確
立

第

1
節

一

九

九

一

年
資
源
管
理
法
の
制
定

第

2
節
一
九
八
九
年
と
二

0
0
二
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正

1
項

一
九
八
九
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正

2
項

二

0
0
二
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正

第

3
節

二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
概
要

1
項

二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
目
的

2
項
二
層
制
の
地
方
自
治
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3
項
自
治
体
の
執
行
体
制
と
運
営

4
項
住
民
の
参
加
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

第

4
節
一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
概
要

1
項

一

九

九

一
年
資
源
管
理
法
の
目
的

2
項
一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
構
成

3
項
広
域
計
画
・
地
域
計
画
の
策
定
と
階
層

第

5
節

二

0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定

1
項
広
域
計
画
・
地
域
計
画
の
策
定
の
流
れ

2
項
計
画
案
作
成
前
の
住
民
と
の
協
議

3
項
計
画
案
作
成
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
ま
で
の
住
民
の
参
加

4
項
ヒ
ア
リ
ン
グ
ヘ
の
住
民
の
参
加

5
項
環
境
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て

第

6
節

二

0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
策
定
過
程
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

1
項
一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
へ
の
評
価
と
二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
へ
の
評
価

2
項

二

0
0
0年
代
前
半
の
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
策
定
過
程
へ
の
評
価

3
項

二

0
0
0
年
代
前
半
の

3
法
体
制
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

4
項

二

0
0
0
年
代
前
半
の

3
法
体
制
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
点

3
章
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定
体
制
の
変
容

第

1
節

二

0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正

1
項
一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
改
正

2
項

二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
改
正

3
項

二

0
0
三
年
陸
上
交
通
管
理
法
の
改
正

第

2
節

二

0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正
へ
の
評
価
と
そ
の
他
の
問
題
点

4
章

二

0
1
0
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
設
立

第

1
節
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
設
立
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1
項

ス

ー

パ

ー
シ
テ
ィ
設
立
の
背
景

2
項

二

0
0
九
年
地
方
自
治
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
）
法
の
制
定

第

2
節

オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
制
度

1
項

オ

ー

ク

ラ
ン
ド
市
の
執
政
体
制

2
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
制
度
へ
の
評
価

第

3
節

オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
計
画

1
項

オ

ー

ク
ラ
ン
ド
市
の
計
画
の
競
合

2
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
の
根
拠

3
項

二

0
―
二
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
の
策
定
と
内
容

4
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
計
画
2
0
5
0
の
策
定

5
章
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

第

1
節

オ

ー

ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
構
成
と
内
容

1
項

オ
ー
ク
ラ
ン
ド

・ユ

ニ
タ
リ
ー
計
画
の
構
成

2
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
内
容

3
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
策
方
針
文
書

4
項

オ

ー
ク
ラ
ン
ド

・
ユ
ニ

タ
リ
ー
計
画
の
策
定
の
背
景

第

2
節

オ

ー
ク
ラ
ン
ド
・

ユ
ニ

タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程

1
項

オ

ー

ク

ラ
ン
ド

・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
に
お
け
る
市
の
役
割

2
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
の
流
れ

3
項
住
民
と
の
協
議
に
よ
る
計
画
案
の
作
成

4
項
計
画
案
と
資
源
管
理
法
三
二
条
に
も
と
づ
く
報
告
書
と
公
表

5
項
書
面
に
よ
る
意
見
提
出

6
項
書
面
に
よ
る
意
見
の
再
提
出

7
項
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
・
専
門
家
会
議
・
調
停

8
項
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
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9
項
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
勧
告

10
項
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
勧
告
に
関
す
る
市
議
会
の
議
決

11
項
環
境
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て

12
項
市
議
会
に
よ
る
議
決
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
施
行
ま
で

第

3
節
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
に
お
け
る
参
加
の
変
容

1
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
過
程
の
評
価

2
項

二

0
0
0年
代
後
半
以
降
の
土
地
利
用
計
画
策
定
過
程
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

結
び
に
代
え
て
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の
体
制
が
確
立
し
た
と
い
わ
れ
る
。

(1
)（
2
)
 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
国
全
体
を
対
象
と
す
る
総
合
的
な
国
土
計
画
の
枠
組
み
は
存
在
し
な
い
と
い
わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
土
地
利
用
計
画
制
度
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

1
9
9
1
)
 

一
九
九

一
年
に
制
定
さ
れ
た
資
源
管
理
法

(
R
e
s
o
u
r
c
e
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 A
c
t
 

で
あ
る
。
自
然
的
資
源
及
び
物
的
資
源
の
持
続
可
能
な
管
理
の
全
国
的
推
進
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
こ
の
法
律
を
中
心
と
す

る
法
体
制
の
も
と
で
、
自
治
体
ご
と
に
作
成
さ
れ
る
地
域
的
ま
た
は
広
域
的
な
土
地
利
用
計
画
が
、
国
土
計
画
の
要
と
な

っ
て
い
る
。

一
九
八

0
年
代
以
降
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
進
め
ら
れ
た
公
的
部
門
改
革
の
流
れ

の
中
で
確
立
し
た
。
こ
の
改
革
は
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段
と
し
て
個
別
的
な
規
制
的
手
法
や
補
助
金
な
ど
に
よ
る
誘
導
的
な
手
法
で
は

な
く
、
自
主
的
な
あ
る
い
は
市
場
原
理
を
活
用
し
た
非
規
制
的
な
手
法
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら
、
新
公
共
経
営
論

(
N
e
w
Public M
a
n
,
 

a
g
e
m
e
n
t
)

と
称
さ
れ
る
理
論
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
ぎ
た
。
中
で
も
、
実
施
に
係
る
具
体
的
な
権
限
の
多
く
を
現
場
で
あ
る
自
治
体
に

(3
)
 

付
与
し
、
住
民
参
加
に
よ
る
計
画
策
定
を
徹
底
し
た
資
源
管
理
法
は
、
制
定
当
初
よ
り
大
い
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
二

0
0
0
年
代
前
半

に
は
、
資
源
管
理
法
に
加
え
て
地
方
自
治
法
等
の
関
連
す
る
法
律
の
連
携
に
よ
り
、
住
民
の
主
体
的
な
参
加
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
策
定

し
か
し
、
資
源
管
理
法
の
制
定
か
ら
三
0
年
近
く
が
経
過
し
た
現
在
、

は
変
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
。
本
稿
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
資
源
管
理
法
が
、

二
0
0
0
年
代
の
前
半
に
住
民
参
加
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
策
定
体
制
を
確
立
し
評
価
さ
れ
た

二
0
0
0
年
代
後
半
に
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
、
計
画
策
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
変

更
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
行

っ
た
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
特
に
、
こ
の
時
期

の
法
制
度
改
革
を
典
型
的
に
示
す
と
思
わ
れ
る
、

資
源
管
理
法
を
中
心
と
す
る
こ
の
体
制
は
、

は
じ
め
に

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
公
的
部
門
の
改
革
の
方
向
性
に

二
0
一
六
年
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
「
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画

(U
n
i
t
a
r
y
P
l
a
n
)
」
の
策
定



117 ニュージーランドの土地利用計画策定における住民参加のガバナンス (201) 

討
す
る
。
つ
づ
い
て

2
章
に
お
い
て
は
、

過
程
と
、
こ
れ
に
際
し
て
行
わ
れ
た
地
方
自
治
法
及
び
資
源
管
理
法
の
法
改
正
に
注
目
す
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画

（以
下
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
）
と
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
国
全
体
か
ら
見
て
も
、
そ
の
自
然
資
源
の
豊
富
さ
は
大
き
な

を
構
成
す
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
い
て
、
二

0
1
―
―
一
年
か
ら
策
定
を
始
め
二

0
一
六
年
に
完
成
し
た
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
く
土
地
利

用
計
画
で
あ
る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
と

っ
て
も
、

魅
力
で
あ
り
重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
の
発
達
と
移
民
に
よ
っ
て
近
年
人
口
を
急
激
に
上
昇
さ
せ
て
い
る
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
市
に
と
っ
て
は
、
購
入
可
能
な
住
居
の
確
保
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
ま
た
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

系
の
住
民
と
先
住
の
民
族
で
あ
る
マ
オ
リ
の
人
々
に
加
え
て
、
非
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
の
人
々
の
移
住
が
近
年
増
加
し
た
こ
と
は
、

ン
ド
市
に
価
値
観
が
多
様
で
複
雑
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
り
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
価
値
観
と
対
立
す
る
利
害
の
中
で
最
大
規
模

の
土
地
利
用
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
住
民
参
加
を
特
徴
と
し
た
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
く
計
画
策
定
過
程
は
、
ど
の
よ
う
に
運
用

本
稿
は
、
二

0
0
0
年
代
後
半
に
行
わ
れ
た
法
改
正
に
よ

っ
て
、
二

0
0
0
年
代
前
半
に
確
立
し
た
住
民
参
加
に
よ
る
計
画
策
定
過
程

可
能
な
資
源
の
管
理
」
の
両
立
や
「
住
民
の
多
様
な
価
値
観
の
尊
重
」
を
迫
ら
れ
る
中
で
試
み
た
こ
の
計
画
策
定
は
、

大
都
市
を
抱
え
る

日
本
の
土
地
利
用
計
画
の
策
定
過
程
に
対
し
て
多
く
の
示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
以
下
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
ま
ず
l
章
に
お
い
て
、

体
制
を
理
解
す
る
た
め
に
、
そ
の
体
制
の
土
台
と
も
な

っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
、
都
市
計
画
及
び
住
民
参
加
の
制
度
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
り
立
ち
か
ら

一
九
八

0
年
代
に
至
る
ま
で
の
発
展
の
道
筋
を
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
歴
史
か
ら
抜
き
出
し
て
検

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
と
こ
の
法
律
を
中
心
と
し
て

二
0
0
0
年
代
前
半
に
形
成
さ
れ
た
土

が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
し
か
し
同
時
に
、

オ
ー
ク
ラ

二
0
0
0
年
代
前
半
に
資
源
管
理
法
の
下
で
確
立
し
た
計
画
策
定
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
大
の
都
市
が
「
経
済
的
な
必
要
性
」
と
「
持
続

さ
れ
、
ま
た
は
変
更
さ
れ
た
の
か
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
最
大
都
市
圏
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地
利
用
計
画
策
定
の
体
制
を
法
律
の
規
定
か
ら
説
明
す
る
。

3
章
で
は
こ
の
計
画
策
定
の
体
制
が
、
法
改
正
に
よ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ

う
に
変
化
し
た
の
か
を
改
正
さ
れ
た
規
定
を
手
掛
か
り
に
分
析
す
る
。

4
章
に
お
い
て
は
、
筆
者
が
二

0
一
八
年
二
月
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
を
訪
問
し
行
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
等
に
も
と
づ
き
、
二

0
1
0

年
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
設
立
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

5
章
に
お
い
て
は
同
様
に
籠
者
が
行
っ
た
調
査
に
も
と
づ
き
、

ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
け
る
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
の
過
程
を
具
体
的
に
示
し
、
本
稿
の
関
心
で
あ
る
二
0
0
0年
代
後
半
に
お
け
る
計
画

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
を
中
心
と
す
る
土
地
利
用
計
画
策
定
の
体
制
の
土
台
を
築
い
た
、

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
治
は
、

マ
オ
リ
の
部
族
は
、
部
族
ご
と
に
海
や
川
、
山
な
ど
の
自
然
の
地
形
な
ど
に
よ
っ
て
他
か
ら
隔
た
れ
た
地
域
に
分
か
れ
て
暮
ら
し
て
い
た

と
い
う
。
こ
れ
ら
の
部
族
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
血
筋
に
よ

っ
て
決
め
ら
れ
た
部
族
の
長
に
よ

っ
て
統
率
さ
れ
、
問
題
が
生
じ
た
場
合
は

(4
)
 

部
族
会
議

(tribe
c
o
u
n
c
il
)

に
お
い
て
全
員
一
致
で
決
定
を
行
っ
て
い
た
。

一
方
、
現
在
に
つ
な
が
る
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
の
制
度
は
、

第

1
節

1
項

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
が
植
民
を
行
う
以
前、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
入
植
と
地
方
自
治
制
度
の
始
ま
り

の
地
方
自
治
、
都
市
計
画
及
び
住
民
参
加
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
る
。

本
章
に
お
い
て
は
、

1
章

地
方
自
治
と
都
市
計
画
の
歴
史

策
定
体
制
の
変
容
と
そ
の
示
唆
す
る
も
の
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

マ
オ
リ
の
伝
統
と
は
別
に
発
展
し
た
。

一
八
四

0
年
に
イ
ギ

マ
オ
リ
の
部
族
に
よ
る
集
落
の
形
成
か
ら
始
ま
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

二
0
一
六
年
の
オ
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リ
ス
と
マ
オ
リ
の
人
々
と
の
間
で
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、
条
約
の
第
二
条
に
も
と
づ
い

て
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
立
法
権
及
び

(5
)
 

統
治
権
を
得
、
第
三
条
に
も
と
づ
い
て
マ
オ
リ
の
人
々
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
市
民
権
を
享
受
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
移
住

者
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
渡

っ
て
く
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
以
降
、

ス
ト
リ
ク
ト
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ

、
特
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
移
住
者

が
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
移
住
者
は
も
と
も
と
都
市
生
活
を
し
て
い
た
も
の
が
多
く
、
地
域
に
お
け
る
自
治
を
求
め
た
と
い
う
。
ニ
ュ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
を
求
め
る
こ
れ
ら
の
住
民
と
地
方
自
治
制
度
の
合
理
化
を
求
め
る
政
府
と
間

(6
)
 

の
相
克
の
中
で
確
立
し
て
い

っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
の
入
植
を
見
越
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
省

(t
h
e
C
o
l
o
m
a
!
 Office
)
植
民

地
総
督
は
、
の
ち
に
最
初
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
民
地
総
督
と
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ブ
ソ
ン
に
、

『我
々
の
い
わ
ゆ
る
植
民
地
を
デ
ィ

、
。ヽ
）
ッ
シ
ュ
に
分
割
す
る
宣
言

(P
r
o
c
l
a
m
a
t
i
o
n
)
』
を
発

゜

ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
、
タ
ウ
ン
、
タ
ウ
ン
シ

ッ
フ

ノ

ー

す
る
こ
と
を
指
示
し
た
。
こ
れ
は
、
可
能
な
限
り
す
べ
て
の
地
域
的
事
項
を
実
施
さ
せ
る
た
め
の
ミ
ュ
ニ
シ
パ
リ
テ
ィ
政
府
と
デ
ィ
ス
ト

リ
ク
ト
政
府
の
設
置
を
促
進
す
る
内
容
で
あ

っ
た
。
し
か
し
初
期
に
お
け
る
地
方
自
治
の
制
度
に
は
試
行
錯
誤
が
続
い
た
。

一
八
四
二
年
、
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法

(
M
u
n
i
c
i
p
a
l
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
s
 O
r
d
i
n
a
n
c
e
 1
8
4
2
)

が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
初
め
て

(
7
)
 

の
近
代
的
な
地
方
自
治
制
度
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
白
人
に
よ
る
開
拓
地
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
を
公
選
に
よ
る
代
表
者

(8) 

に
行
わ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
人
口
が

2
千
人
以
上
の
す
べ
て
の
地
域
は
バ
ラ

(b
o
r
o
u
g
h
)
と
な
り
、
バ
ラ
に
は
住
民
に
よ

る
議
会

(council)

が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
議
会
の
構
成
員
は
選
挙
で
選
ば
れ
た
が
、
選
挙
権
は
土
地
の
所
有
者
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ

て
の
男
性
住
民
に
与
え
ら
れ
た
。
レ
イ
ト
税
の
設
定
、
道
路
の
建
設
、
井
戸
の
掘
削
、
下
水
道
及
び
刑
務
所
の
建
設
、
若
し
く
は
火
災
や

ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
締
結
の
前
年
、

2
項

一
八
四
二
年
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法

l

バ
ラ
の
始
ま
り

ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
方
自
治
は
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能
を
停
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

3
項

(9) 

ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
防
ぐ
た
め
の
規
制
権
限
を
自
治
体
に
付
与
し
、
地
域
の
問
題
に
関
す
る
決
定
を
住
民
に
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
自
治
を
求
め
る
植
民
地
住
民
と
イ
ギ
リ
ス
本
国
と
の
間
で
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
緊
張
を
緩
和
す
る
た
め
の
策
で
あ
っ
た

(10
)
 

と
い
う
。
さ
ら
に
当
時
、
植
民
地
政
府
が
置
か
れ
て
い
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
以
外
の
地
域
で
は
、
政
府
の
管
理
が
行
き
届
い
て
お
ら
ず
、
こ

(11
)
 

れ
も
住
民
の
不
満
の
一
因
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し

一
八
四
二
年
、
こ
の
法
律
に
も
と
づ
き
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
初
め
て
設
立
さ
れ
た

自
治
体
で
あ
る
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
・
バ
ラ
は
、
翌
年
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
て
し
ま
い
、
こ
の
法
律
自
体
も
自
身
の
権
限
の
縮

小
を
懸
念
し
た
植
民
地
政
府
に
よ

っ
て
廃
止
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
省
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
の
植
民
地
議
会
の
議
員

を
任
命
す
る
こ
と
で
住
民
の
自
治
へ
の
欲
求
を
満
た
そ
う
と
し
た
が
、
任
命
さ
れ
た
議
員
た
ち
は
住
民
の
代
表
と
し
て
は
機
能
せ
ず
、
程

(12) 

遠
い
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

一
八
四
六
年
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
憲
法
I

バ
ラ
と
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス

一
八
四
六
年
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法

(t
h
e
N
e
w
 Ze
a
l
a
n
d
 C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 A
c
t
 1
8
4
6
)

を
制
定
し
た
。

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ラ
に
相
当
す
る
地
域
自
治
体

(territorial
a
u
t
h
o
n
t
i
e
s
)
と
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
と
呼
ば
れ
る
広
域
自
治
体

(re,

(13
)
 

gional authorities)

を
設
置
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
プ

ロ
ヴ
ィ
ン
ス
議
会
は
行
政
官
と
任
命
に
よ
る
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
た
め
植
民
地
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
い
ま
ま
一
八
四
八
年
に
は
機

一
八
五
一
年
に
は
議
会
を
も
つ
自
治
体
と
し
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
を
設
立
す
る
試
み
も
な
さ
れ
た

(14
)
 

が
、
こ
れ
も
、
議
員
の
不
慣
れ
や
都
市
部
と
農
村
部
と
の
対
立
な
ど
を
理
由
に

1
年
も
も
た
な
か
っ
た
。
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一
八
五
二
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
制
度
の
確
立

一
八
五
二
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
よ
っ
て
再
び
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
憲
法

(the
N
e
w
 Ze
a
l
a
n
d
 C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 A
c
t
 1
8
5
2
)

が
制

(15
)
 

定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
自
治
を
行
う
た
め
の
制
度
を
確
立
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
自
治
の
単
位
と
し
て
、
入
植

ニ
ュ
ー
プ
リ
マ
ス
、

ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
、
ネ
ル
ソ
ン
、

初
期
か
ら
の
開
拓
地
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
、

(16
)
 

所
に
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
政
府
を
設
置
し
た
。
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
に
は
、
公
選
に
よ
る
議
会

(
p
r
o
v
m
c
1
a
l
council)
及
び
議
会
か
ら
独
立
し
た
公

カ
ン
タ
ベ
リ
ー
及
び
オ
タ
ゴ
の

6
か

選
の
長
官

(
s
u
p
e
r
i
n
t
e
n
d
e
n
t
)

が
お
か
れ
た
。
植
民
地
省
に
よ
る
拒
否
権
な
ど
の
制
約
下
に
お
か
れ
て
は
い
た
が
、
関
税
、
土
地
、
地
域

(17
)
 

開
発
、
教
育
、
移
民
政
策
に
つ
い
て
、
よ
う
や
く
植
民
地
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
整
っ
た
と
い
え
る
。

プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
議
会
は
、
当
初
は
住
民
に
よ
る
自
治
機
関
と
し
て
地
方
議
会
の
代
わ
り
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

な
ど
の
自
治
体
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
、

り
身
近
な
地
域
単
位
で
の
自
治
を
求
め
る
要
求
は
止
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
議
会
は
条
例
で
協
議
会

(
b
o
a
r
d
)
や
バ
ラ

(18
)
 

一
八
六
七
年
ま
で
に
は

21
の
バ
ラ
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
。
自
治
体
の
中
で
は
、
道
路
、
橋

梁
、
水
路
、
フ
ェ
リ
ー
及
び
市
場
の
開
発
担
当
者
が
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
内
の
機
関
を
整
理
す
る
た
め
に
、

(19
)
 

一
八
六
七
年
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法

(M
u
n
i
c
i
p
a
l
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 A
c
t
 1
8
6
7
)

が
制
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
法
律
は
同
時
に
、
自
治
体
に
、

(20
)
 

公
共
ガ
ス
の
運
営
、
図
書
館
、
競
技
場
、
慈
善
施
設
な
ど
を
運
営
す
る
権
限
を
付
与
し
た
。

こ
の
こ
ろ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
住
民
の
大
半
は
マ
オ
リ
の
人
々
で
あ
り
、
移
住
者
は
食
糧
の
供
給
を
マ
オ
リ
の
人
々
に
依
存

の
売
却
問
題
を
め
ぐ
っ
て
北
島
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
移
住
者
と
マ
オ
リ
の
人
々
と
の
対
立
が
生
じ
、
こ
れ
は
戦
争
に
ま
で
発
展
し
た
。

し
て
い
た
と
い
う
。

1
項

マ
オ
リ
は
貿
易
産
業
で
も
栄
え
て
い
た
。
し
か
し
、

マ

一
八
六

0
年
ご
ろ
に
な
る
と
か
ね
て
よ
り
対
立
が
あ
っ
た
土
地

第

2
節
地
方
自
治
制
度
の
発
展
と
自
治
体
に
よ
る
都
市
計
画
の
始
ま
り

よ
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オ
リ
は
敗
北
し
、
国
レ
ベ
ル
の
議
会
で

4
つ
の
議
席
を
得
た
も
の
の
土
地
を
没
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
頃
か
ら
移
住
者
の
優
位
が
決

(21
)
 

定
的
と
な
っ
て
い
っ
た
。

り
人
口
を
急
増
さ
せ
た
オ
タ
ゴ
や
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
を
除
く
、
そ
の
他
の
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
は
、
次
第
に
財
政
難
に
よ
り
機
動
力
を
失
い
、
か

(22
)
 

え
っ
て
社
会
経
済
発
展
の
妨
げ
と
な
り
始
め
た
か
ら
だ
と
い
う
。
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
制
度
が
廃
止
さ
れ
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
を
政
治
の
中
心
と
す

(23
)
 

る
中
央
へ
の
権
限
の
集
権
が
進
ん
だ
一
方
、
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
の
権
限
の
多
く
は
、
地
域
へ
と
引
き
継
が
れ
て
い

っ
た
。

一
八
七
六
年
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法
I

タ
ウ
ン
と
シ
テ
ィ
と
都
市
計
画

一
八
七
六
年
に
制
定
さ
れ
た
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法

(
M
u
n
i
c
i
p
a
l
C
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
 A
c
t
 1
8
7
6
)
 

ら
に
前
進
さ
せ
て
、

一
八
七
六
年
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
法

(
C
o
u
n
t
i
e
s
A
c
t
 1
8
7
6
)

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
金
鉱
の
発
見
に
よ

は
、
地
域
自
治
体
に
関
す
る
制
度
を
さ

タ
ウ
ン
と
シ
テ
ィ
に
関
す
る
制
度
を
全
国
で
統

一
し
た
。
レ
イ
ト
税
の
納
税
者
は
、
首
長
を

1
年
に

1
度
、
議
員
を

3
年
に

1
度
、
選
挙
で
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
議
会
の
選
挙
制
度
は
い
わ
ゆ
る
等
級
選
挙
制
度
で
、

レ
イ
ト
税
納
税
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の

資
産
の
大
き
さ
に
応
じ
て
最
大
で

5
票
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
男
性
の
財
産
所
有
者
と
女
性
の
財
産
所
有
者
と
の
間
で
は
投
票
権

(24) 

の
区
別
は
な
か
っ
た
。

一
八
七
六
年
の
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
確
立
し
た
地
域
自
治
体
に
都
市
計
画
を
行
わ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
お
い

(25) 

て
、
都
市
計
画
の
歴
史
の
上
で
も
大
き
な
意
味
を
も
つ

。
こ
こ
で
定
め
ら
れ
た
規
制
権
限
の
範
囲
は
広
く
、
道
路
幅
か
ら
下
水
道
、

(26
)
 

ー
サ
ン
ス
規
制
に
ま
で
至
っ
た
。
こ
の
法
律
以
前
は
、

2
項

結
局
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
制
度
は
、

一
八
七
五
年
に
制
定
さ
れ
た
タ
ウ
ン
計
画
規
制
法

(Plans
of T
o
w
n
s
 R
e
g
u
l
a
,
 

tion A
c
t
)
が
、
道
路
の
幅
か
ら
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
屎
尿
廃
棄
の
た
め
の
土
地
提
供
ま
で
、
計
画
さ
れ
る
市
街
地
の
レ
イ
ア
ウ
ト
基

準
を
国
王
の
下
で
定
め
て
い
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
土
地
の
売
買
及
び
利
用
は
国
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ

ニュ
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こ
と
が
あ
っ
た
。

J¥ 

の
規
制
を
民
間
の
土
地
開
発
に
適
用
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
失
敗
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
こ
で
一
八
七
六
年
法
は
、
都
市
構
造
を
発
展
さ

(27) 

せ
る
過
程
に
お
い
て
、
裁
定
者
で
か
つ
管
理
者
と
し
て
の
役
割
を
地
域
自
治
体
に
担
わ
せ
た
初
め
て
の
法
律
と
な
っ
た
。

一
八
七
六
年
カ
ウ
ン
テ
ィ
法
は
、
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
制
度
を
廃
止
し
た
う
え
で
農
村
部
を
63
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
分
割
し
た
。
カ
ウ

ン
テ
ィ
は
、
従
前
か
ら
の
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
道
路
委
員
会
の
区
域
を
基
準
と
し
、
こ
の
域
内
で
設
置
さ
れ
て
い
た
協
議
会
や
委
員
会
と
呼

(28) 

ば
れ
た
特
定
の
目
的
の
た
め
の
小
規
模
自
治
組
織
を
吸
収
合
併
し
て
つ
く
ら
れ
た
多
機
能
の
自
治
体
で
あ
っ
た
。
実
は
、
入
植
初
期
で
あ

っ
た
一
八
四

0
年
代
、
開
拓
者
た
ち
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
発
的
に
道
路
委
員
会

(
r
o
a
d
b
o
a
r
d
)

な
ど
の
公
共
の
事
業
を
行
う
自

治
組
織
を
設
置
し
、
ま
た
地
域
の
道
路
、
水
道
設
備
、
下
水
道
、
橋
梁
の
建
設
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
に
レ
イ
ト
税
を
徴
収
す
る

一
八
四
五
年
の
公
共
道
路
工
事
法

(
P
u
bl
ic
R
o
a
d
s
 a
n
d
 W
o
r
k
s
 O
r
d
m
a
n
c
e
 1
8
4
5
)

は
、
こ
れ
ら
の
公
共
事
業
委
員
会

を
正
式
な
自
治
体
の
機
関
と
認
定
し
、
幹
線
道
路

(hi
g
h
w
a
y
)

の
維
持

・
補
修
や
他
の
公
共
事
業
を
行
う
た
め
の
レ
イ
ト
税
の
設
定
・
徴

収
を
、
こ
れ
ら
不
動
産
の
所
有
者
及
び
占
有
者
を
公
選
の
メ
ン
バ

ー
と
す
る
理
事
会

(
b
o
a
r
d
of c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
s
)

に
行
わ
せ
た
。

七
五
年
ま
で
に
は
、
こ
の
よ
う
な
小
規
模
で
財
源
も
限
ら
れ
た
自
治
組
織
が

300
ほ
ど
設
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、

(29
)
 

に
よ
る
吸
収
合
併
は
強
制
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
特
別
目
的
の
自
治
組
織
は
依
然
と
し
て
増
加
を
続
け
た
。

一
八
七
六
年
カ
ウ
ン
テ
ィ
法
の
下
で
、

カ
ウ
ン
テ
ィ
は
条
例
の
制
定
、

カ
ウ
ン
テ
ィ

レ
イ
ト
税
の
課
税
、
公
共
事
業
の
実
施
、
道
路
建
設
へ
の
補
助

金
の
支
給
、
慈
善
施
設
や
図
書
館
、
美
術
館
等
の
支
援
な
ど
の
権
限
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
納
税
者
が
求
め
る
電
気
や
水
道
、

害
獣
・
害
虫
や
雑
草
の
駆
除
な
ど
の
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
サ
ー
ビ
ス
を
管
理
運
営
す
る
に
は
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
で
は
規
模
が
小
さ
す

ぎ
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
中
に
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
道
路
委
員
会
が
行
っ
て
い
た
道
路
管
理
以
外
の
業

一
方

3
項

一
八
七
六
年
カ
ウ
ン
テ
ィ
法
ー

カ
ウ
ン
テ
ィ
の
始
ま
り
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1
項

第

3
節
都
市
化
と
都
市
計
画
制
度
の
発
展

12
の
教
育
委
員
会

(e
d
u
c
a
t
io
n
b
o
a
r
d
)

が
設
立
さ
れ

は
関
係
の
な
い
単
位
で
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

自
治
体
数
の
増
加
に
は
、
主
に

2
つ
の
理
由
が
あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
第

1
は
、
住
民
に
関
す
る
も
の
で
、
住
民
が
身
近
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
問
題
解
決
を
望
む
傾
向
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第

2
は
、
国
の
補
助
金
制
度
に
よ
る
も
の
で
、
自
治
体
は
国
か
ら

よ
り
多
く
の
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
、
機
能
ご
と
に
小
規
模
の
自
治
組
織
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
助
金
の
対
象
団
体
を
増
や
そ

(31
)
 

う
と
し
て
い
た
と
い
う
。

特
別
目
的
の
自
治
体
は
小
規
模
な
も
の
か
ら
広
域
の
も
の
ま
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

19
世
紀
後
半
ご
ろ
か
ら
人
口
が
増
加
す
る
に
つ

れ
て
非
都
市
的
な
バ
ラ
が
多
く
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
か
つ
て
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
政
府
が
行
っ
て
い

た
健
康
、
教
育
、
上
水
道
設
備
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
を
補
う
た
め
の
特
別
目
的
の
組
織
が
地
域
と

一
八
七

0
年
代
に
は
、
地
域
自
治
体
の
行
わ
な
い
仕
事
を
行
わ
せ
る
た
め
に

(32
)
 

港
湾
委
員
会
や
既
存
の
道
路
委
員
会
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
特
別
目
的
の
自
治
体
も
設
立
さ
れ
た
。

一
八
七
七
年
に
は
、
教
育
に
関
す
る

一
八
八
五
年
に
は
、

28
の
病
院
委
員
会

(h
o
s
p
it
a
l
b
o
a
r
d
)

が
設
置
さ
れ
、
こ

れ
ら
を
士
台
と
し
て
国
の
病
院
制
度
も
確
立
し
た
。
他
に
も
土
地
排
水
、
河
川
管
理
、
上
水
道
管
理
な
ど
を
行
う
組
織
が
設
置
さ
れ
た
と

(33) 

改
革
派
政
権
の
下
で
の
自
治
体
再
編
の
試
み
ー

|
国
と
自
治
体
と
の
対
立

4
項
特
別
目
的
の
自
治
体
の
増
加
ー

委
員
会
・
協
議
会

(30) 

務
を
行
わ
な
い
も
の
も
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。
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さ
れ
、

一
八
九
五
年
、
国
は
カ
ウ
ン
テ
ィ
を

15
か
ら

20
団
体

一
八
九

0
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
改
革
的
な
自
由
党
に
よ
る
政
府
が
成
立
し
た
。
自
由
党
政
権
は

一
九

一
0
年
ま
で
続
い
た
が

(34
)
 

特
に
最
初
の

10
年
間
の
活
動
は
活
発
で
あ
り
、
当
時
確
立
し
た
制
度
の
多
く
が
一
九
八

0
年
代
ま
で
引
き
継
が
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
改
革
の
中
に
は
、
広
大
な
土
地
の
細
分
化
を
促
進
す
る
法
律
、
よ
り
多
く
の
移
住
者
の
小
規
模
農
場
購
入
を
手
助
け
す
る
法
律
、
エ

場
の
労
働
条
件
を
規
制
す
る
法
律
な
ど
が
あ
っ
た
。
ま
た
労
使
間
の
強
制
仲
裁
制
度
、
高
齢
の
貧
窮
者
に
年
金
を
支
給
す
る
制
度
が
設
立

一
八
九
三
年
に
は
男
女
平
等
の
普
通
選
挙
制
度
が
確
立
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
国
民
は
、
世
界
に
先
駆
け
て
社
会
保
障
制
度

(35
)
 

を
実
現
し
た
国
、
世
界
の
「
社
会
改
革
の
実
験
室
」
と
し
て
の
自
負
を
抱
い
て
い
た
と
い
う

地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
は
一
八
九

0
年
に
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
、
地
域
自
治
体
の
数
を
減
ら
し
規
模
を
大
き
く
し
た
上

で
自
治
体
へ
権
限
を
移
譲
し
て
い
く
と
い
う
自
治
体
再
編
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

に、

地
域
自
治
体
を

12
団
体
と
す
る
方
向
で
、
そ
の
境
界
を
決
定
す
る
た
め
に
地
方
自
治
会
議

(L
o
c
al
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 Co
m
m
issions) 

を
国
に
設
置
す
る
旨
を
定
め
た
地
方
自
治
法
案
を
策
定
し
た
。
し
か
し
、
十
分
な
政
治
的
支
持
が
得
ら
れ
ず
、
同
様
の
計
画
を
翌
年
と

(36) 

翌
々
年
に
も
試
み
た
が
叶
わ
ず
、
こ
の
改
革
は
失
敗
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

当
時
の

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
農
業
が
国
の
生
産
の
大
半
を
占
め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
農
村
部
の
個
人
主
義
的
で
保
守
的
な
大
規
模

農
場
経
営
者
及
び
農
業
従
事
者
が
、
都
市
部
の
労
働
者
に
対
し
て
優
位
に
た
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
農
村
部
の
人
々
は
、
都
市
の

発
展
に
も
労
働
組
合
な
ど
の
制
度
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
輸
入
農
機
具
が
入
手
し
や
す
い
自
由
貿
易
を
支
持
す
る
た
め
、
国
内
製

造
業
を
助
成
す
る
た
め
の
関
税
に
も
批
判
的
で
あ
っ
た
。

一
九
―
二
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
農
村
部
の
人
々
及
び
保
守
的
な
人
々
が
支
持
す

(37) 

る
改
革
党
が
優
位
に
立
ち
、
政
権
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
自
治
体
の
数
は
、

113
団
体
、

一
九

―
二
年
に
は
、
人
口
が

100
万
人
の
と
こ
ろ
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
が

115
団
体
、
バ
ラ
が

タ
ウ
ン
ボ
ー
ド
が
56
団
体
、
病
院
委
員
会
が

37
団
体
、
河
川
委
員
会
が
38
団
体
、
港
湾
委
員
会
が

32
団
体
、
消
防
委
員
会
が
20
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3
項
都
市
化
に
よ
る
自
治
体
の
役
割
の
拡
大

2
項

団
体
、
ウ
サ
ギ
委
員
会
が

3
団
体
、
路
面
電
車
委
員
会
が

2
団
体
、
そ
し
て
ウ
サ
ギ
防
御
フ
ェ
ン
ス
委
員
会
が

1
団
体
、
設
置
さ
れ
て
い

(38
)
 

た
と
い
う
。

保
守
派
政
権
の
下
で
の
自
治
体
再
編
の
試
み
1

国
と
自
治
体
と
の
対
立

一
九

―
二
年
、
改
革
党
の
政
府
は
、
地
方
自
治
制
度
を
管
理
す
る
た
め
の
地
方
自
治
協
議
会

(L
o
c
al
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 B
o
a
r
d
)
を
国
に

設
置
し
、
病
院
、
慈
善
事
業
、
公
衆
衛
生
、
教
育
、
港
湾
、
幹
線
道
路
、
橋
梁
、
河
川
、
排
水
、
上
水
を
責
務
と
す
る

24
の
プ
ロ
ヴ
ィ
ン

ス
政
府
を
設
立
す
る
こ
と
を
定
め
た
法
案
（
地
方
自
治
法
案
:
L
o
c
al
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t
 B
ill 1
9
1
2
)

を
提
出
し
た
。
こ
の
大
規
模
な
改
革
案

は
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
と
バ
ラ
の
う
ち
い
く
つ
か
を
合
併
さ
せ
、
道
路
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
と
道
路
委
員
会
を
廃
止
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。

こ
の
法
案
は
、
こ
の
政
権
下
で
は
成
立
せ
ず
同
様
の
法
案
が
新
し
い
政
権
下
で
も
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
自
治
体
の
議
員
た
ち
は
、
こ

の
法
案
が
自
治
体
か
ら
権
限
を
奪
い
、
権
力
を
首
都
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
集
中
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
強
く
反
発
し
た
。
こ
の
法
案

(39
)
 

は
、
そ
の
後
大
幅
に
書
き
換
え
ら
れ
た
も
の
の
、
結
局
成
立
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

自
治
体
の
再
編
が
進
ま
な
い
一
方
で
、
社
会
保
障
制
度
の
充
実
し
た
理
想
的
な
国
と
し
て
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
評
判
は
多
く
の
移

住
者
を
招
ぎ
、

一
八
九

0
年
か
ら
一
九
二
0
年
代
に
か
け
て
、
都
市
部
は
大
い
に
成
長
し
た
。
特
に
北
島
は
著
し
い
発
展
を
み
せ
た
と
い

う
。
南
島
か
ら
北
島
へ
の
移
住
が
見
ら
れ
、
若
者
が
農
村
か
ら
都
市
へ
流
入
す
る
現
象
も
見
ら
れ
た
。

一
九
―

一
年
に
は
人
口
の

4
分
の

(40
)
 

1
以
上
が

4
大
都
市
に
集
中
し
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
が
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
最
大
の
都
市
へ
と
成
長
し
て
い
た
。

都
市
に
お
い
て
は
、
公
衆
衛
生
上
の
関
心
か
ら
上
下
水
道
の
整
備
が
重
要
な
業
務
と
な

っ
た
。
こ
の
時
代
に
は
、
図
書
館
や
他
の
レ
ク
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レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
等
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
の
提
供
が
社
会
問
題
を
緩
和
す
る
、
と
い
う
考
え
方
も
支
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

一
部
を
地
域
自
治

体
が
提
供
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
上
下
水
道
に
加
え
て
公
園
、
図
書
館
ま
た
は
水
泳
プ
ー
ル
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

で
あ

る
。
公
営
住
宅
、
運
動
場
、
美
術
館
、
動
物
園
な
ど
の
広
範
囲
の
公
営
施
設
を
運
営
す
る
自
治
体
、
魚
市
場
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
）
、
ダ
ム

と
水
力
発
電
所
（
ダ
ニ
ー
デ
ン
市
）
の
よ
う
に
公
営
企
業
を
運
営
す
る
自
治
体
も
あ

っ
た
。

一
方
、
農
村
部
の
自
治
体
の
中
に
は
人
口
が
少
な
い
が
故
の
厳
し
い
財
政
難
に
見
舞
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。
都
市
部
の
規
模
の
大

き
い
自
治
体
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

(41
)
 

た
め
で
あ
る
。

レ
イ
ト
税
に
よ
る
歳
入
が
は
る
か
に
少
額
で
あ
っ
た

広
域
を
管
轄
す
る
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
主
た
る
事
業
は
、
道
路
や
河
川
ま
た
は
港
湾
の
管
理
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
施
設
は
財
産

へ
の
レ
イ

卜
税
と
政
府
に
よ
る
補
助
金
、
道
路
事
業
や
下
水
道
事
業
な
ど
の
特
別
目
的
の
公
債
な
ど
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
。
財
政
力
の
低
い
力

ウ
ン
テ
ィ
に
と
っ
て
は
、
こ
の
時
代
に
自
動
車
の
利
用
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
道
路
建
設
・
管
理
事
業
の
負
担
の
増
加
は
厳
し
い

(42
)
 

も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
。

都
市
化
に
よ

っ
て
生
じ
る
問
題
の
解
決
方
法
と
し
て
、
本
国
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
20
世
紀
初
頭
に
は
専
門
性
の
高
い
都
市
計
画
が
誕

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
若
い
国
で
あ
っ
た
た
め
、
当
初
、
都
市
計
画
は
ま
だ
必
要
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
狭
い
地
域
に
住
宅
が
敷
き
詰
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
土
地
の
利
用
目
的
が
混
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
河
川
や
飲
み
水
が

汚
染
さ
れ
、
腸
チ
フ
ス
な
ど
の
流
行
に
も
見
舞
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
シ
テ
ィ
の
健
康
委
員
会
が
肥
溜

め
の
設
置
を
禁
止
し
、
清
掃
業
者
が
屎
尿
の
回
収
を
す
る
こ
と
を
定
め
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
都
市
生
活
の
質
が
大
い
に
向
上
し
た
。
こ

生
し
て
い
た
。

一
方

4
項

一
九
二
六
年
タ
ウ
ン
計
画
法
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(43) 

の
よ
う
な
経
験
か
ら
計
画
と
政
府
に
よ
る
介
入
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い

っ
た
と
い
う

一
八
九

0
年
代
に
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
田
園
都
市
改
革
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
都
市
に
影
響
を
与
え
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
都
市

に
人
口
が
集
中
し
、
生
活
環
境
が
悪
く
な
る
こ
と
で
労
働
人
口
が
減
少
し
経
済
を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
へ
の
危
惧
か
ら
、
大
都
市
地
域
か
ら

人
々
を
郊
外
の
田
園
都
市
へ
移
動
さ
せ
る
と
い
う
運
動
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。

徐
々
に
田
園
都
市
運
動
と
都
市
計
画
運
動
が
起
こ
り
始
め
た
。
こ
の
運
動
の
働
き
か
け
に
よ
り
、

が
作
成
さ
れ
た
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
の
権
限
が
制
約
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
た
自
治
体
が
、
ロ
ビ
イ
ン
グ
を
行
い
法
案
の
通
過
を
阻
止

(44
)
 

し
た
と
い
う
。

一
九
一

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も

一
九
0
0
年
代
に
な
る
と
、

一
年
タ
ウ
ン
計
画
法
案
は
失
敗
に
終
わ

っ
た
が
、
都
市
計
画
を
求
め
る
運
動
は
減
速
す
る
こ
と
な
く
、
土
地
利
用
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
や
住
宅
の
密
集
の
軽
減
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
健
康
的
な
都
市
が
作
れ
る
こ
と
を
説
き
、
地
方
ご
と
の
都
市
計
画
協
議
会
の
設
立
に
貢

一
九
一
九
年
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
政
府
は
、
「
ス
ラ
ム
街
に
健
康
に
生
活
で
き
な
い
環
境
を
作
り
だ
し
て
し
ま
っ
た
本
国
イ
ギ

リ
ス
の
間
違
い
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
理
由
で
タ
ウ
ン
計
画
会
議
を
開
催
し
た
。
健
康
的
な
郊
外
へ
人
々
を
移
動
さ
せ
る

(45
)
 

か
、
計
画
に
よ

っ
て
都
市
を
改
革
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
と
い
う
。

一
九
二
六
年
、
タ
ウ
ン
計
画
法

(T
o
w
n
,
P
l
a
n
n
i
n
g
A
c
t
 1
9
2
6
)

は
、
こ
の
よ
う
に
都
市
計
画
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
く
る
中
で
制
定

さ
れ
た
。
都
市
の
成
長
が
偶
然
に
左
右
さ
れ
る
現
状
を
克
服
す
る
た
め
に
、
こ
の
法
律
は
、
人
口

l
千
人
以
上
の
バ
ラ
に
タ
ウ
ン
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。
計
画
の
対
象
と
な

っ
た
の
は
、
道
路
の
利
用
や
建
物
の
建
築
可
能
地
区
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
指
定
、
保

養
・
娯
楽
の
た
め
の
土
地
の
保
存
、
上
下
水
道
な
ど
の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
歴
史
的
関
心
の
対
象
物
の
保
護
等
で
あ
っ
た
。
当
時
は

ま
だ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
が
、
こ
の
法
律
は

「あ
る
区
域
を
、
排
他
的
に
ま
た
は
第

一
義
的
に
特
定
の
目

(46
)
 

的
ま
た
は
分
類
さ
れ
た
目
的
に
供
す
る
よ
う
指
定
す
る
」
こ
と
を
認
め
た
も
の

で
あ

っ
た
。

献
し
た
。

一
九

―一

年
に
は
タ
ウ
ン
計
画
の
法
案
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(L
o
c
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 

住
民
が
多
く
の
意
思
決
定
の
機
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、

ヽ
こ
｀
｀
、
、

っ
て

v
t
カ

こ
の
法
律
の
下
で
設
置
さ
れ
る
タ
ウ
ン
計
画
委
員
会

(
T
o
w
n
P
l
a
n
n
i
n
g
 B
o
a
r
d
)
は
、
関
連
す
る
政
府
の
官
僚
の
他
、
建
築
家
協
会
や

自
治
体
連
合
の
代
表
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
委
員
会
は
、

の
法
廷

(tribunal)

タ
ウ
ン
計
画
の
決
定
に
関
す
る
争
い
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
独
立

(47) 

の
先
駆
と
も
な
っ
た
。
し
か
し
こ
の
法
律
は
大
恐
慌
の
た
め
に
実
施
が
で
ぎ
な
か
っ
た
。

第
一
次
労
働
党
内
閣
と
自
治
体
再
編
に
お
け
る
住
民
参
加

一
九
三
五
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
が
勝
利
し
、
初
め
て
の
労
働
党
政
権
が
誕
生
し
た
。

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
輸
出
品
価
格
が
暴
落
し
、
失
業
者
数
は
急
増
し
た
。
主
要
な
都
市
で
は
暴
動
も
お
こ
り
政
治
に
対
す
る
不
信
感
が
高
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
中
で
失
業
者
を
中
心
と
し
て
、
資
本
主
義
体
制
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
人
々
が
増
え
始
め
た
。

ン
ド
に
お
い
て
は
、
も
と
も
と
社
会
全
体
に
平
等
主
義
が
浸
透
し
て
い
た
た
め
、
労
働
者
の
た
め
の
社
会
主
義
政
党
の
確
立
の
基
礎
条
件

が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
一
九
三
五
年
に
政
権
を
と
っ
た
労
働
党
も
、
社
会
主
義
思
想
の
色
合
い
の
少
な
い
穏
健
派
人
道
主

(48
)
 

義
者
の
集
団
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
新
政
権
は
、

新
た
な
社
会
立
法
を
打
ち
立
て
て
い
っ
た
。
こ
の
中
で
、
地
域
自
治
体
と
特
別
目
的
の
自
治
体
と
の
合
併
を
進
め
る
た
め
の
政
策
も
（
自

(49
)
 

治
体
の
望
み
と
は
裏
腹
に
）
次
々
と
講
じ
ら
れ
て
い
っ
た
。

一
九
三
二
年
よ
り
政
府
は
、
省
庁
間
委
員
会
を
設
置
し
、
自
治
体
の
よ
り
効
果
的
な
構
造
を
検
討
す
る
た
め
の
地
方
制
度
の
調
査
を
行

第
4
節

1
項

一
九
三
六
年
に
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
数
を

3
分
の

2
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
地
方
自
治
（
合
併
枠
組
み
）
法
案

(50
)
 

(
A
m
a
l
g
a
m
a
t
i
o
n
 S
c
h
e
m
es) 
Bill 1
9
3
6
」
を
提
出
し
た
。
こ
の
法
律
は
、

3
年
に

1
回
の
選
挙
だ
け
で
は
な
く

自
治
体
再
編
と
都
市
計
画
へ
の
住
民
参
加

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
輸
出
品
価
格
が
持
ち
直
し
始
め
る
と
そ
の
波
に
乗
っ
て

レ
イ
ト
税
納
税
者
に
合
併
案
を
覆
す
投
票

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

一
九
三
0
年
に
は
大
恐
慌
に
襲
わ
れ
、

ニ
ュ
ー
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が

2
項

一
九
五
―
―
一
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法

一
九
五
三
年
、
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法

(
T
o
w
n
a
n
d
 

一
般
的
に
も
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
既
存

一
九
四
九
年
の
総
選
挙
で
は
国
民
党
を
選
ん
だ
。
新
政
権
に
よ
っ
て
地

権
を
留
保
し
た
。
こ
の
投
票
権
は
い
っ
た
ん
利
用
さ
れ
る
と
提
案
さ
れ
た
計
画
の
半
分
を
覆
す
こ
と
が
で
き
た
。
地
域
の
あ
り
方
に
関
す

る
住
民
の
参
加
は
、
拒
否
権
と
い
う
形
で
制
度
の
中
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
、
自
治
体
の
境
界
線
に

変
更
を
加
え
る
よ
う
な
改
革
を
難
し
く
し
た
。
第

2
次
世
界
大
戦
に
関
心
が
奪
わ
れ
る
中
で
こ
の
法
案
は
し
ば
ら
く
放
置
さ
れ
て
い
た

(51
)
 

一
九
四
四
年
に
再
絹
の
枠
組
み
が
更
新
さ
れ
た
。

一
九
四
六
年
に
な
る
と
労
働
党
政
権
は
、
地
方
自
治
体
の
再
編
成
と
合
併
に
つ
い
て
勧
告
を
行
う
広
い
権
限
を
付
与
さ
れ
た
地
方
政
府

会
議

(
L
o
c
a
l
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
s
)

を
設
置
し
た
。
こ
の
会
議
は
政
府
の
任
命
す
る
委
員

2
名
と
自
治
体
の
代
表

2
名
か
ら
構

成
さ
れ
る
独
立
委
員
会
で
あ
り
、
地
方
自
治
体
の
設
立
・
改
廃
、
境
界
線
の
調
整
に
つ
い
て
の
枠
組
み
を
作
成
す
る
こ
と
を
責
務
と
し
た
。

し
か
し
戦
時
中
の
官
僚
政
治
と
統
制
に
う
ん
ざ
り
し
た
国
民
は
、

(52
)
 

方
政
府
会
議
の
権
限
は
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

第

2
次
世
界
大
戦
以
降
、
都
市
計
画
が
都
市
生
活
の
質
の
向
上
に
役
立
つ
こ
と
が
、

の
大
都
市
の
郊
外
に
、

田
園
都
市
の
構
想
に
も
と
づ
く
広
い
公
園
な
ど
の
ス
ペ
ー
ス
を
残
し
た
、
核
家
族
向
け
の
公
営
住
宅
が
建
設
さ
れ

た
。
第

2
次
世
界
大
戦
の
影
響
で
、

一
九
二
六
年
タ
ウ
ン
計
画
法
に
も
と
づ
く
タ
ウ
ン
・
ス
キ
ー
ム
を
完
成
さ
せ
た
の
は

37
団
体
に
過
ぎ

な
か
っ
た
が
、
都
市
部
こ
そ
計
画
に
よ
っ
て
改
善
さ
れ
る
と
の
信
念
か
ら
、

(53
)
 

C
o
u
n
t
r
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 A
c
t
 1
9
5
3
)

が
制
叩
宍
疋
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
初
め
て
全
て
の
自
治
体
に
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ス
キ
ー
ム

(district
s
c
h
e
m
e
)
に
よ
っ

て
土
地
の
利
用
に
つ
い
て
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
ス
キ
ー
ム
に
も
と
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
条
例
や
計
画
地
図
は
、
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3
項

一
九
五

0
年
代
半
ば

一
九
五
七
年
か
ら
一
九
六

0
年
の

土
地
利
用
だ
け
で
な
く
、
交
通
や
公
園
、
公
共
事
業
の
管
理
や
ニ
ュ

ー
サ

ン
ス
の
統
制
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
法

律
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
自
治
体
が
作
成
し
な
い
場
合
は
国
が
自
治
体
の
費
用
で
そ
の
自
治
体
の
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
な

ど
、
国
が
強
い
監
督
権
を
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
次
に
、

（こ
れ
は
徐
々
に
判
明
し
た
こ
と
で
あ

っ
た
が
）
内
容
が
専
門
技
術
的
で
あ
っ

た
た
め
利
用
が
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
申
請
者
と
自
治
体
の
間
に
あ
っ
て
双
方
を
支
援
す
る
タ
ウ
ン
プ
ラ
ニ
ン
グ

・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
と
い
う
専
門
職
が
登
場
し
た
点
は
興
味
深
い
。
ま
た
、
紛
争
の
解
決
や
自
治
体
の
不
当
あ
る
い
は
違
法
な
行
為
に
よ
っ
て
財
産

権
を
侵
害
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
る
人
々
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
異
議
申
立
て
委
員
会

(T
o
w
n
a
n
d
 

C
o
u
n
t
r
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 A
p
p
e
a
l
 B
o
a
r
d
)
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
私
有
財
産
保
護
の
視
点
や
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
構

(54
)
 

造
に
お
い
て
、
こ
の
制
度
は
そ
の
後
の
プ
ラ
ニ
ン
グ
の
原
形
と
な
っ
た
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
自
治
体

(
A
R
A
)
の
設
立
ー

広
域
行
政
の
ニ
ー
ズ

自
治
体
の
再
編
に
お
け
る
住
民
の
参
加
の
問
題
は
、
国
に
と
っ
て
大
き
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
た
。

第

2
次
労
働
党
政
権
は
、
自
治
体
に
対
す
る
最
初
の
主
要
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
調
査
報
告
は
、
次
の
政
権
に
代
わ
っ
て
す
ぐ
に

公
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
の

1
項
目
は
、
「
自
治
体
の
再
絹
に
つ
い
て
地
方
政
府
会
議
が
行

っ
た
勧
告
を
ど
の
範
囲
ま
で
納
税
者
た
ち
の
投

票
が
阻
止
で
き
る
か
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
住
民
の
投
票
と
い
う
直
接
民
主
主
義
の
下
で
示
さ
れ
る
偏
狭
な
地
域
主
義
を
ど
う
克
服
す
る

(55) 

か
が
課
題
と
な

っ
て
い
た
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
再
編
の
必
要
性
が
地
域
主
義
を
上
回
っ
た
の
が
、
後
に
詳
し
く
取
り
上
げ
る
現
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
前
々
身
で
あ

る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府
の
設
立
で
あ

っ
た
。
最
大
都
市
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
周
域
で
は
人
口
が
増
加
し
、

に
は
都
市
レ
ベ
ル
に
至
っ
て
い
た
。
都
市
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
広
域
的
な
判
断
を
要
す
る
よ
う
な
開
発
、
例
え
ば
港
湾
の
イ
ン
フ
ラ
整
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4
項

広
域
政
府
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
始
ま
る
一
方
で
、

一
九
七

0
年
代
に
な
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
草
の
根
の
活
動
も
活
発

備
な
ど
が
望
ま
れ
て
い
た
が
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
設
立
さ
れ
て
き
た
特
別
目
的
の
地
域
自
治
組
織
が
再
編
に
反
対
し
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
開

(56
)
 

発
は
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
人
口
増
加
に
よ
る
下
水
道
や
ご
み
収
集
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
が
過
重
と
な
り
、

一
九
六
二
年
、
国
会
は
、
広
域
的
な
事
業
を
担
当
す
る
自
治
体
を
設
立
し
、
そ
れ
に
既
存
の
特
別
目
的
の
自
治
組
織
が
持
っ
て
い
た
機

能
を
受
け
継
が
せ
る
と
と
も
に
、
領
域
内
の

32
の
自
治
体
と
カ
ウ
ン
テ
ィ
と
の
協
働
で
広
域
事
業
を
行
わ
せ
る
と
す
る
提
案
を
行

っ
た
。

(57) 

一
九
六
三
年
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府
法

(
A
u
c
k
l
g
d
R
e
g
i
o
n
a
l
 A
u
t
h
o
r
i
t
y
 A
c
t
 1
9
6
3
)

が
制
定
さ
れ
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府

(58
)
 

(
A
u
c
k
l
a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 A
u
t
h
o
r
i
t
y
)
が
、
こ
の
国
の
最
大
の
都
市
圏
で
機
能
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府
が
管
理
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
上
下
水
道
、
公
共
交
通
、
広
域
道
路
、
地
域
計
画
、
移
民
防
衛
、
国
際
空
港
、
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
後
、
他
の
地
域
で
も
広
域
政
府
が
設
立
さ
れ
た
た
め
、

20
世
紀
後
半
に
は
、
以
前
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
自
治
組
織
の
機
能
の
ほ
と
ん
ど

(59
)
 

が
広
域
政
府
か
中
央
政
府
の
権
限
の
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
自
治
体
も
国
も
組
織
化
さ
れ
た
強
固
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
政
策
的
な
要
求
に
応
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
も
関
係
し
て
シ
テ
ィ
と
タ
ウ
ン
は
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
方
向
で
機
能
を
拡
大
し
、

全
国
的
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
も
形
成
さ
れ
た
。
退
職
者
用
住
宅
、
保
育
所
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
(60
)
 

イ
セ
ン
タ
ー
、
公
園
な
ど
が
設
立
さ
れ
、
自
治
体
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
福
祉
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
つ
な
が
り
を
密
接
に
し
始
め
た
と
い
う
。

一
九
七
四
年
地
方
自
治
法

個
々
の
自
治
組
織
で
は
担
い
き
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
し
ま
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
支
援
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
な

第

2
次
世
界
大
戦
に
よ
る
領
域
内
の
被
害
が
少
な
か

っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
戦
後
、
イ
ギ
リ
ス
を
相
手
と
す
る
貿
易
で
経
済
を

つ
ぃ
に
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発
達
さ
せ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で

一
九
七
二
年
の
総
選
挙
で
の
勝
利
に
よ
り
、

第

3
次
労
働
党
内
閣
が
成
立
し
た
。
こ
の
政
権

は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
兵
力
の
引
き
上
げ
、
中
華
人
民
共
和
国
の
承
認
、
発
展
途
上
国
へ
の
援
助
の
強
化
な
ど
外
交
に
励
む

一
方
で
、
内

政
に
お
い
て
も
マ
オ
リ
の
人
々
と
の
関
係
を
見
直
す
た
め
に

一
九
七
五
年
に
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
裁
判
所
法
を
可
決
さ
せ
る
な
ど
新
た
な
取
(61
)
 

一
九
七
四
年
に
地
方
自
治
法

(T
h
e
L
o
c
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 A
c
t
 1
9
7
4
)

を
制
定
し
た
。

一
九
七
三
年
の
時
点
で

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
に
お
け
る
自
治
体
の
数
は

669
と
な
り
、
こ
の
う
ち

243
が
地
域
自
治
体
で
あ

っ
た
。

九
七
四
年
地
方
自
治
法
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
を

22
の
広
域
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
広
域
自
治
体
を
設
置
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て、

都
市
部
の
自
治
体
と
し
て
の
バ
ラ
と
タ
ウ
ン
、

農
村
部
の
自
治
体
と
し
て
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
と
い
う
従
前
の
区
別
も
な
く
な

っ
た
。
広
域
自

治
体
は

2
タ
イ
プ
が
あ
り
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
と
ウ
ェ
リ
ン
グ
ト
ン
な
ど
の
広
域
自
治
体
は
公
選
の
議
会
を
も
つ
自
治
体
で
あ

っ
た
が
、
そ

の
他
の
広
域
自
治
体
は
公
選
の
議
会
を
も
た
ず
、
地
域
自
治
体
が
共
同
で
設
置
す
る
自
治
体
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
議
会
は
公
選
の
議

員
で
は
な
く
、
領
域
内
の
各
地
域
自
治
体
か
ら
任
命
さ
れ
た
議
員
た
ち
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
広
域
的
な
判
断
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
議
会
の
任
務
は
、
広
域
計
画
と
民
間
防
衛
の

2
点
の
み
で
あ

っ
た
が
、
今
後
よ
り
多
く
の
事
務
を
行
う
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

(62
)
 

こ
の

一
九
七
四
年
法
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
特
別
目
的
の
自
治
体
の
乱
立
は
終
焉
を
迎
え
た
。

一
九
七
四
年
法
は
、
住
民
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
住
民
投
票
を
請
求
す
る
際
に
必
要
な
有
権
者
数
の
要
件
及
び
自
治
体
の
再
編
案
を
覆

す
た
め
に
必
要
な
投
票
数
の
要
件
を
厳
格
化
し
た

一
方
で
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

の
規
定
を
お
き
、
高
ま
る
住
民
参
加
へ
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
協
議
会
は
自
治
体
に

(63
)
 

は
不
人
気
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
国
の
機
関
と
し
て
は
、
中
央
に
設
置
さ
れ
た
地
方
政
府
会
議
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。

組
み
を
行

っ
た
。
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
は
、
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住
民
参
加
の
点
で
は
、

家
的
重
要
事
項
(
m
a
t
t
e
r
of national i
m
p
o
r
t
a
n
c
e
)
を
定
め
る
改
正
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

(64
)
 

一
九
五
三
年
法
は
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
七
七
年
タ
ウ
ン

・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法
は
、
計
画
策
定
過
程
を
よ
り
合
理
化
か
つ
単
純
化
し
、
国
家
的
重
要
事
項
を
拡
大
し
、
広

域
計
画
を
強
化
し
た
。
こ
の
と
き
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
資
源
の
賢
明
な
利
用
と
管
理
」
や

「物
的
、
文
化
的
、
社
会
的
環
境
の
保
全
、

保
護
及
び
促
進
」
な
ど
が
新
た
な
規
制
領
域
と
し
て
加
わ
っ
た
一
方
で
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ス
キ
ー
ム
を
策
定
す
る
自
治
体
は
、
国
か

ら
の
認
可
を
得
な
く
て
も
よ
く
な
り
、
計
画
の
書
き
方
や
実
施
の
手
段
は
自
治
体
ご
と
に
多
様
化
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
自
治
体
は
、
公

(65
)
 

共
事
業
の
指
定
手
続
な
ど
に
お
い
て
も
よ
り
柔
軟
性
を
得
た
。

(consul ta t
1
o
n
)
に
お
い
て
、
自
ら
の
意
見
を
表
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
反
対
意
見
を
述
べ
る
権
利
は
、
反
対
者
が
他
の
一

般
市
民
よ
り
大
き
な
影
響
を
直
接
的
に
受
け
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
制
約
は
、

て、

一
九
七

0
年
代
に
登
場
し
た
公
益
目
的
の

一
九
七
七
年
、
大
規
模
な
見
直
し
に
よ
っ

一
九
七

0
年
代
に
な
る
と
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
を
受
け
、
イ
ギ
リ
ス
が
欧
州
共
同
体

(
E
C
)
に
加
入
し
た
結
果
イ
ギ
リ
ス
市
場

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
影
響
を
受
け
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
経
済
は
低
迷
し
始
め
た
。
国
民
党
政
権
が

一
九
七
五
年
に
再
開
し
、
新

し
い
地
方
自
治
省
の
大
臣
は
地
方
政
府
会
議
の
権
限
を
縮
小
し
た
た
め
、
そ
れ
以
降
十
年
間
に
わ
た

っ
て
地
方
の
再
編
成
は
行
わ
れ
な
か

こ
の
中
で
、
先
に
見
た
一
九
五
三
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法
(
T
o
w
n
a
n
d
 C
o
u
n
t
r
y
 Pl
苔
n
i
n
g
A
c
t
 1
9
5
3
)

の
改
正
が
行
わ
れ

た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
こ
の
法
律
に
つ
い
て
は
欠
陥
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
欠
陥
を
修
正
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
い
く
つ

か
の
法
改
正
が
行
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば

一
九
七
三
年
に
行
わ
れ
た
法
改
正
は
、
都
市
の
拡
大
か
ら
農
業
地
域
を
保
護
す
る
な
ど
の
国

っ
た
。

5
項

一
般
市
民
も
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
・
ス
キ
ー
ム
の
策
定
の
際
に
行
わ
れ
る
住
民
協
議

一
九
七
七
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法
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っ
た
の
か
を
、
法
制
度
と
そ
の
運
用
に
着
目
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

理
法
及
び
地
方
自
治
法
が
ど
の
よ
う
に
制
定

・
改
正
さ
れ
、

二
0
0
0
年
代
前
半
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
計
画
策
定
の
体
制
を
確
立
し
て
い

本
章
で
は

一
九
八

0
年
代
以
降
の
公
的
部
門
改
革
に
お
い
て

2
章

住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定
体
制
の
確
立

民
参
加
制
度
の
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
た
。
こ
れ
ら
か
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
入
植
初
期
か
ら
自
治
へ
の
要
求
が
強
く
、
ま

(68
)
 

た
住
民
の
参
加
の
習
慣
と
高
い
自
治
意
識
の
土
壌
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
数
回
に
わ
た
っ
て
試
み
ら
れ
た
自
治
体
の
再
編
に

よ

っ
て
、
包
括
的
な
目
的
に
対
応
で
き
る
規
模
と
能
力
を
備
え
た
自
治
体
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

本
章
で
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
入
植
以
降
、

(66
)
 

住
民
団
体
を
手
続
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

低
迷
し
た
経
済
を
支
え
る
た
め
、

一
九
七
九
年
の
時

一
九
七
九
年
に
は
い
わ
ゆ
る
シ
ン
ク

・
ビ
ッ
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
T
h
i
n
k
B
i
g
 Project)
と
し
て
知

ら
れ
る
、
全
国
開
発
法

(
N
a
t
i
o
nal
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
 A
c
t
 1
9
7
9
)

が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
下
で
は
国
家
的
利
益
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
計
画
策
定
手
続
を
加
速
化
し
、
異
議
申
立
て
や
上
訴
の
手
続
を
制
限
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。

(67
)
 

点
で
は
、
そ
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
の
ち
の
資
源
管
理
法
へ
の
改
正
の
先
駆
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
地
方
自
治
制
度
、
都
市
計
画
制
度
及
び
住

第

5
節

小

括

ン
グ
法
廷

(
P
la
n
n
i
n
g
T
r
i
b
u
n
a
l
)

と
名
を
改
め
て
存
続
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
土
地
利
用
計
画
に
大
き
く
か
か
わ
る
資
源
管

一
九
五
三
年
法
で
設
立
さ
れ
た
紛
争
処
理
機
関
は
、
プ
ラ
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れ
ら
を
踏
ま
え
て
政
府
は
、

か
に
し
た
。
こ
の
過
程
で
、

政
府
は
、
多
く
の
法
律
—
—

水
、
大
気
、
鉱
物
、
地
熱

資
源
管
理
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、

＿
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
制
定

一
九
八
四
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
が
政
権
を
獲
得
し
、
第

4
次
労
働
党
内
閣
が
成
立
し
た
。
こ
の
政
権
の
メ
ン
バ

ー
と
な
っ
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
の
行
財
政
改
革
を
学
ん
だ
若
い
世
代
で
あ
り
、
彼
ら
は
新
自
由
主
義
の
考
え
方
の
下
で
、
現
在
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
経
済
・
社
会
制
度
の
土
台
と
な
る
よ
う
な
様
々
な
改
革
を
進
め
て
い
っ
た
。

一
九
九

一
年
に
資
源
管
理
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
天
然
資
源
は
、

複
数
の
法
律
に
よ
る
複
雑
な
制
度
の
も
と
で
保
護
さ
れ
て
い
た
。
資
源
ご
と
に
異
な
る
省
庁
が
管
轄
し
規
制
に
一
貫
性
が
な
い
一
方
、

1

(69
)
 

つ
の
省
が
資
源
の
保
護
と
開
発
と
い
う
方
向
性
の
異
な
る
政
策
を
同
時
に
扱
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
混
乱
が
あ
っ
た
。
ま
た
住
民
へ
の
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
も
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
政
府
は
ま
ず
、

一
九
八
六
年
に
環
境
省

(
M
ini
stry
for t
h
e
 E
n
v
i
r
o
n
m
ent)
、

一
九
八
七
年
に
保
全
省

(
D
e
p
a
r
t
m
e
n
t
of C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
)
を
設
立
す
る
こ
と
で
各
省
の
役
割
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
―
二
月
に
は
、
国

(70
)
 

内
の
資
源
管
理
に
関
す
る
制
度
と
地
方
自
治
に
関
す
る
制
度
を
包
括
的
に
改
正
す
る
旨
の
宣
言
を
発
表
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
天
然
資
源
に
関
す
る
規
制
、
騒
音
な
ど
の
公
害
に
関
す

る
規
制
、
さ
ら
に
一
九
七
七
年
タ
ウ
ン

・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る
規
制
ー
ー

の
見
直
し
を
行
い
、
そ
れ
に
よ
っ

て
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
|

|
資
源
利
用
の
許
可
を
得
る
た
め
の
手
続
が
複
雑
で
コ
ス
ト
が
か
か
る
、
各
規
制
法
が
土
地
、
空
気
、
水
な

ど
の
資
源
同
士
の
つ
な
が
り
を
認
識
し
て
い
な
い
、
環
境
へ
の
影
響
（
結
果
）

こ
の
法
案
で
示
さ
れ
た
、

一
九
八
八
年
五
月
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
独
自
の
先
駆
的
な
資
源
管
理
制
度
は
、

で
は
な
く
活
動
へ
の
規
制
と
な
っ
て
い
る
等
ー

を
明
ら

(71
)
 

マ
オ
リ
の
人
々
の
利
益
や
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
が
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
い
う
問
題
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ

(72
)
 

78
の
法
律
を
整
理
統
合
し
た
包
括
的
な
改
正
案
で
あ
る
資
源
管
理
法
案
を
公
表
し
た
。

(73
)
 

日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
も

第

1
節
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都
市
計
画
に
関
す
る
一
九
七
七
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法
は
こ
れ
に
よ
っ
て
全
面
的
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
関
連
し

て
、
こ
の
時
期
に
、
全
国
道
路
委
員
会

(National
R
o
a
d
s
 B
o
a
r
d
)

と
都
市
輸
送
会
議

(
U
r
b
a
n
T
r
a
n
s
p
o
r
t
 Council)

が
廃
止
さ
れ
、

新
し
い
計
画
・
資
金
調
達
等
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
、

(76
)
 

が
制
定
さ
れ
た
。

九
一
年
一

0
月
＿
日
に
施
行
と
な
っ
た
。

一
九

一
九
九

0
年
の
総
選
挙
ま
で
に
完
了
で
き
な
い
ま
ま
労
働

重
要
な
特
徴
は
、
「
持
続
可
能
性
の
原
則
」
を
お
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
現
在
で
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
自
然
的

ま
た
は
物
的
資
源
、
固
有
の
森
林
及
び
漁
業
の
管
理
の
た
め
の
包
括
的
な
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
の
関
心
で
あ
る
、
自
治
体

へ
大
幅
な
権
限
の
移
譲
や
、
非
規
制
的
で
住
民
の
主
体
的
な
参
加
に
も
と
づ
く
計
画
策
定
体
制
の
制
度
化
は
、
こ
の
時
代
の
潮
流
を
示
す

(74
)
 

も
の
で
あ
っ
た
。

法
案
の
発
表
後
、
こ
の
法
律
の
重
要
な
部
分
が
大
規
模
な
市
民
参
加
を
認
め
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を
反
映
し
て
、
政
府
は
法
案
を
め
ぐ

っ
て
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
の
利
益
団
体

・
個
人
と

の
間
で
協
議
を
行

っ
た
。
こ
の
協
議
過
程
で
、
法
案
に
対
し
て
住
民
か
ら
提
出
さ

れ
た
意
見
は
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
同
様
の
手
続
の
中
で
も
最
多
で
あ
る

3
千

500
件
に
も
上
っ
た
と
い
う
。
意
見
の
中
に
は
、
よ
く
知
ら

れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
間
~
」
に
対
す
る
批
判
も
あ
っ
た

。

そ
こ
で

「持
続
可
能
な
剛
~
」
と
修
正
さ
れ
、
社
会
的
·

(75
)
 

経
済
的
な
考
慮
を
排
除
し
た
「
持
続
可
能
な
管
理
」
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ス
テ
ム
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
意
見
が
多
数
で
あ
っ
た
た
め
に
立
法
手
続
が
想
定
よ
り
長
引
き
、

党
は
選
挙
で
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
。
次
に
政
権
に
つ
い
た
国
民
党
に
と
っ
て
は
、
資
源
管
理
法
案
は
両
価
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

新
政
府
は
、
資
源
管
理
法
案
へ
の
修
正
勧
告
を
行
う
た
め
の
審
査
チ
ー
ム
を
即
座
に
設
け
た
。
こ
の
チ
ー
ム
は
短
期
間
の
間
に
多
く
の
修

正
を
法
案
に
加
え
、
よ
う
や
く
資
源
管
理
法
は
可
決
に
至
っ
た
。
こ
う
し
て

3
年
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
資
源
管
理
法
は
制
定
さ
れ
、

一
九
八
九
年
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
交
通
法

(T
r
a
n
sit
N
e
w
 Ze
a
l
a
n
d
 A
c
t
 1
9
8
9
)
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一
九
七
四
年
地
方
自
治
法
の
一
九
八
九
年
改
正

地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
も
時
期
を
同
じ
く
し
て
包
括
的
な
改
革
が
行
わ
れ
た
。
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
自
治
体
の
再
絹
に
つ
い

て
は
、
地
方
政
府
会
議
へ
の
改
革
に
よ

っ
て
会
議
の
勧
告
権
限
の
強
化
が
図
ら
れ
、
住
民
や
レ
ン
ト
納
税
者
が
会
議
の
決
定
を
拒
否
す
る

に
な
る
、

に
は
過
半
数
の
票
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
八
九
年
、

(77
)
 

86
の

一
般
目
的
の
た
め
の
自
治
体
が
成
立
し
た
。

850
の
自
治
体
が
再
編
さ
れ
、
資
源
管
理
法
の
実
施
を
支
え
る
こ
と

新
し
い
自
治
体
の
構
造
は
、
新
自
由
主
義
的
な
考
え
方
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ま
で
自
治
体
で
は
、
選
挙
に
よ

っ
て
選
ば
れ
た
首
長
と
議
員
と
が
日
々
の
実
務
か
ら
長
期
政
策
の
策
定
ま
で
を
切
り
回
す
中
で
、
行
政
を
担
当
す
る
タ
ウ
ン
・
ク
ラ
ー
ク

や
イ
ン
フ
ラ
を
担
当
す
る
技
術
職
な
ど
の
自
治
体
の
職
員

(p
a
i
d
e
m
p
l
o
y
e
e
s
)
を
監
督
し
て
き
た
。
し
か
し
、

よ

っ
て
、
公
選
の
議
員
た
ち
は
政
策
の
策
定
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
り
、
任
命
に
よ
る
首
席
行
政
官

(c
h
ief
e
x
e
c
u
tiv
e
 officer)
が
自
治

体
職
員
の
雇
用
主
と
な

っ
た
。
自
治
体
の
中
の
企
業
的
な
機
能
は
他
の
活
動
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
公
営
企
業
と
し
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
に

(78
)
 

も
な
っ
た
。

住
民
に
近
い
地
域
レ
ベ
ル
に
お
か
れ
た
地
域
自
治
体
に
つ
い
て
も
広
域
レ
ベ
ル
に
お
か
れ
た
広
域
自
治
体
に
つ
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ

リ
テ
ィ
を
高
め
る
た
め
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
の
レ
ベ
ル
の
自
治
体
も
年
次
計
画

(a
n
n
u
al
 plan)

に
よ
っ
て
自
治
体
の
活
動
や
支
出
案
を
事
前
に
計
画
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
年
次
計
画

を
策
定
す
る
際
に
は
住
民
と
協
議
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
法
律
の
中
に
詳
細
な
住
民
協
議
手
続
が
規
定
さ
れ
た
。

資
源
管
理
法
の
定
め
る
土
地
利
用
計
画
で
も
、
地
方
自
治
法
の
定
め
る
住
民
協
議
手
続
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

資

第

2
節

1
項 ＿
九
八
九
年
と
二

0
0
二
年
の
地
方
自
治
法
の
改
正

一
九
八
九
年
の
改
革
に
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源
管
理
法
と
地
方
自
治
法
は

一
体
と
な
っ
て
計
画
策
定
過
程
へ
の
住
民
参
加
を
促
進
す
る
枠
組
み
を
作
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

仕
組
み
は
大
い
に
注
目
さ
れ
、

二
0
0
二
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ

っ
て
完
成
す
る
。

一
九
七
四
年
地
方
自
治
法
の

二
0
0
二
年
改
正

一
九
八
九
年
に
行
わ
れ
た
一
九
七
四
年
地
方
自
治
法
へ
の
改
正
か
ら

10
年
経
過
し
た
一
九
九
九
年
、
労
働
党
連
立
内
閣
は
、
計
画
策
定

と
参
加
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
資
源
管
理
法
や
地
方
自
治
法
を
始
め
と
す
る
い

(79
)
 

く
つ
か
の
法
律
の
見
直
し
を
始
め
た
。
二
0
0
0年
の
終
わ
り
、
地
方
自
治
に
関
す
る
政
策
方
針
の
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
政
府
は
こ
れ
に

一
九
七
四
年
地
方
自
治
法
(
-
九
八
九
年
改
正
）
を
廃
止
し
、
地
方
自
治
法
を
全
面
的
に
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。
二

0
0

一
年
に
は
協
議
文
書
が
公
開
さ
れ
、
市
民
や
利
害
関
係
者
の
意
見
の
聴
取
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
ぎ
作
成
さ
れ
た
地
方
自
治
法
案

は
二

0
0
一
年
ニ

―月
に
議
会
に
提
出
さ
れ
、

二
0
0
二
年
ニ
―
月
に
二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
と
し
て
可
決
さ
れ
た

月
一
日
か
ら
施
行
）。

制
定
に
は
お
よ
そ

2
年
間
が
費
や
さ
れ
、
そ
の
間
、
自
治
体
や
環
境
選
択
委
員
会
か
ら
の
法
案
修
正
を
勧
告
す
る
報

(80
)
 

告
書
な
ど
も
提
出
さ
れ
た
。

一
九
八
九
年
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
交
通
法
も
改
正
さ
れ
て
二

0
0
三
年
陸
上
交
通
管
理
法

(
L
a
n
d
T
r
a
n
s
p
o
r
t
 M
a
n,
 

a
g
e
m
e
n
t
 A
c
t
 2
0
0
3
)

と
な
り
、

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
、

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
、
及
び

二
0
0
-
――年
陸
上
交
通
管
理
法
の

3
法
が

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
で
行
わ
れ
る
土
地
利
用
計
画
を
管
理
す
る
枠
組
み
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
時
期
に
、

し
た
が
い
、 2

項

（二

0
0
三
年
七
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二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
目
的

二
0
0
0
年
代
始
め
に
完
成
し
た
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
特
有
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
た
め
に
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
制
度
は
、
英
米
法
系
の
地
方
自
治
制
度
に
属
す
る
。
そ
の
権
限
の
起
源
は
既
に
見
て
き
た

一
八
七
六

年
の
ミ
ュ
ニ
シ
パ
ル
法
人
法
と
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
方
自
治
体
が
か
つ
て
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、

間
、
自
治
体
の
権
限
を
個
別
の
法
律
に
よ
る
授
権
に
依
存
し
て
お
り
、
授
権
さ
れ
た
権
限
を
超
え
た
自
治
体
の
行
為
は
権
限
躁
越

(ultra

v
i
r
e
s
)
 
の
原
則
に
違
反
す
る
た
め
無
効
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
の

1
つ
目
の
特
徴
は
、
こ
の
原
則
を
変
更
し
た
点
で
あ
る
。
二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
は
、
自
治
体
に
、
法

律
が
制
限
を
設
け
て
い
な
い
限
り
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
「
一
般
的
な
能
力
」
を
付
与
し
た
。
こ
の
点
か

ら
見
て
も
、
二

0
0
二
年
法
は
地
方
自
治
制
度
を
大
き
く
改
革
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
第
一

0
条
は
、
「
自
治
体
」
の
目
的
を
、

「①

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
、

的
な
地
域
の
意
思
決
定
と
行
動
を
可
能
に
す
る
こ
と
、

②

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
、
経
済
的
、
環
境
的
、
文
化
的
福
祉
を
現
在
及
び
将

(81) 

来
に
わ
た
っ
て
促
進
す
る
こ
と
」
と
定
め
た
。
そ
し
て
自
治
体
は
「
そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
ま
た
は
事
業
の
実
施
、

(82) 

取
引
を
開
始
す
る
た
め
の
完
全
な
能
力

(full
c
a
p
a
c
i
t
y
)

を
有
す
る
（
―
二
条
二
項
①
）
」

こ
と
と
し
た
。
こ
う
し
て
、
自
治
体
は
「
完
全

な
権
利
、
権
限
、
特
権

(full
n
g
h
t
s
,
 p
o
w
e
r
s
 a
n
d
 p
n
v
1
l
e
g
e
s
)
を
付
与
」
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
が
「
自
治
体
の
目
的
」
を
こ
の
よ
う
に
定
め
る
理
由
は
、
「
こ
の
法
律
」
自
体
の
目
的
が
第
三
条
に
定
め
る
よ

法
の
特
徴
か
ら
簡
単
に
見
て
お
き
た
い
。

第

3
節

1
項 二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
概
要

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
長
い

二
0
0
二
年
地
方
自
治

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
の
、
民
主

（
―
二
条
二
項
②
）
。
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う
に
、
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
多
様
性
を
認
め
る
民
主
的
で
効
果
的
な
自
治
体
を
設
立
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
た
め
で

あ
る
。
こ
の
法
律
は
、
こ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
、

(
a
)
自
治
体
の
目
的
を
表
明
し
、

(
b
)
自
治
体
が
実
施
す
る
活
動
を
選
択
し
、

ま
た
は
そ
の
活
動
を
実
施
す
る
際
の
方
法
を
選
択
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
権
限
を
規
定
し
、

(
C
)

自
治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
ア

カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
促
進
し
、

(
d
)
自
治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
、
経
済
的
、
環
境
的
、
文
化
的
福
祉
を
促
進
す
る
上
で
幅
広

(83) 

い
役
割
を
果
た
し
、
持
続
可
能
な
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
る
た
め
の
規
定
を
定
め
る
、
と
し
て
い
る
。

(d
)
項
は
、
後
述
す
る
と
お
り
、

そ
の
後
何
度
か
改
正
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

二
0
0
二
年
の
制
定
当
時
、
自
治
体
の
幅
広
い
役
割
が
認
識
さ
れ
、
「

4
つ
の
福
祉
」
が
こ
こ

二
層
制
の
地
方
自
治

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
体
は
原
則
と
し
て
二
層
制
を
と
っ
て
お
り
、
自
治
体
の
数
は
二

0
一
九
年
現
在
で
広
域
レ
ベ
ル
に
お
か
れ

た
広
域
自
治
体

(regional
council)

が
11
団
体
、
地
域
レ
ベ
ル
に
お
か
れ
地
域
自
治
体

(t
e
r
n
t
o
n
a
l
council)
と
も
呼
ば
れ
る
シ
テ
ィ

(c
ity council)

ま
た
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト

(district
council
)

が
61
団
体
あ
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て

一
層
制
を
と
る
ユ
ニ
タ
リ
ー
が

6

団
体
あ
り
、
す
べ
て
合
わ
せ
る
と

78
団
体
と
な
る
。

デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト

(District
council)
は
、
複
数
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
タ
ウ
ン
か
ら
成
り
、
郊
外
の
エ
リ
ア
に

50
団
体
が
あ

る
。
シ
テ
ィ

(C
i
t
y
council)
は
都
市
部
の
自
治
体
で
あ
り
、
現
在

11
団
体
あ
る
。
集
水
域
が
広
域
自
治
体
の
境
界
と
な
っ
て
い
る

一
方、

(84) 

地
域
自
治
体
の
境
界
は
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
の
利
害
を
考
慮
し
た
上
で
決
め
ら
れ
て
い
る
。

ユ
ニ
タ
リ
ー
と
は
、
広
域
自
治
体
の
権
限
を
付
与
さ
れ
た
地
域
自
治
体
で
あ
る
。

市
や
ギ
ス
ボ
ー
ン
市
が
あ
る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
―

1
0
1
0
年
に
、

2
項

で
示
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

ユ
ニ
タ
リ
ー
で
あ
る
自
治
体
に
は
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド

7
つ
の
地
域
自
治
体
と

1
つ
の
広
域
自
治
体
の
合
併
に
よ
っ
て
設
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立
し
た
ユ
ニ
タ
リ
ー
で
あ
る
が
、
第

4
章
で
み
る
よ
う
に
、
市
長
の
権
限
や
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の
設
置
な
ど
い
く
つ
か
の
点
で
他
の
自
治

(85
)
 

体
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
の
執
行
体
制
と
運
営

自
治
体
に
は
議
会
と
首
長
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
公
選
職
は

3
年
に

1
度
の
選
挙
で
選
ば
れ
る
。
自
治
体
の
執
行
体
制
は
現
在

ま
で
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
現
在
は
、
広
域
自
治
体
の
議
会
は

6
人
か
ら

14
人
、
地
域
自
治
体
の
議
会
は

6
人
か
ら
30
人
で
構
成
さ
れ
て
い

（
平
均

11
人）
。
議
員
は
個
々
の
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
が
全
体
の
奉
仕
者
と
さ
れ
る
。
典
型
的
に
は
、
議
員
は
毎
月
会
議
を
開
催

(86) 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
選
好
、
こ
れ
ま
で
の
決
定
、
国
の
方
針
な
ど
に
も
と
づ
い
て
意
思
決
定
を
行
う
。

議
会
は
、
自
治
体
の
日
常
業
務
を
指
揮
す
る
た
め
の
首
席
行
政
官

(C
h
i
e
f
E
x
e
c
u
t
i
v
e
)

を

5
年
を
上
限
と
す
る
任
期
で
任
用
す
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
体
で
は
す
べ
て
の
事
務
職
員
と
管
理
職
員
は
首
席
行

政
官
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
全
国
で
自
治
体
の
職
員
は
お
よ
そ

3
万
人
と
さ
れ
る
が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
職
員
が
お
よ
そ

8
千
人
で
あ

(87) 

る
の
に
対
し
て
カ
イ
コ
ウ
ラ

(
K
a
i
k
o
u
r
a
)
市
の
職
員
は

30
人
で
あ
る
よ
う
に
自
治
体
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。

自
治
体
の
下
に
は
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ー
ド

(local
c
o
m
m
u
m
t
y
 b
o
a
r
d
)
ま
た
は
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド

(local
b
o
a
r
d
,
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
の
み
設
置
）
が
お
か
れ
る
。
ボ
ー
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自
治
体
の
選
挙
区
と
は
異
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
選
挙
区
分
の

(88) 

選
挙
で
選
ば
れ
る
。
こ
れ
ら
は
法
人
格
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
、
地
域
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
法
律
ま
た
は
そ
の
領
域
を
管
轄
す

る
自
治
体
か
ら
委
任
さ
れ
て
い
る
範
囲
で
権
限
及
び
義
務
を
有
す
る
。
す
で
に
見
た

一
九
八
九
年
の
地
方
自
治
制
度
改
革
の
過
程
で
地
方

自
治
会
議
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、

(89) 

が
存
在
す
る
。

二
0
一
六
年
の
統
計
で
は
、
都
市
部
と
農
村
部
を
合
わ
せ
た
全
国
で
お
よ
そ

llO
団
体

（
但
し
、
そ
の
後

2
年
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

。

し、 る

3
項
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二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
は
、
住
民
の
参
加
を
保
障
し
、
非
常
に
透
明
性
の
高
い
制
度
を
通
じ
て
自
治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
の
ア
カ

ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
担
保
し
て
き
た
。
地
方
自
治
法
の
六
編
「
計
画
、
決
定
、

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

a
n
d
 accountability)
」
で
は
、
す
べ
て
の
決
定
に
適
用
さ
れ
る
義
務
と
し
て
、
代
替
案
を
立
て
検
討
す
る
義
務
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
見
解

と
選
好
を
考
察
す
る
義
務
、
後
で
詳
し
く
見
る
「
住
民
協
議
原
則
」
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

自
治
体
の
政
策
過
程
に
お
い
て
住
民
が
参
加
す
る
機
会
は
、
年
次
計
画
の
策
定
過
程
や
長
期
計
画
の
策
定
過
程
に
も
み
ら
れ
る
。

0
二
年
地
方
自
治
法
は
自
治
体
の
義
務
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
年
次
計
画
だ
け
で
は
な
く
長
期
計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
た
。
長
期
計
画

は
10
年
以
上
の
会
計
年
度
を
含
む
財
政
計
画
で
あ
り
、
自
治
体
の
活
動
を
説
明
す
る
。
二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
は
、
長
期
計
画

(
L
o
n
g
,

(90
)
 

t
e
r
m
 council c
o
m
m
u
n
i
t
y
 plan)

の
目
的
を
、

①
自
治
体
の
活
動
内
容
を
記
述
し
、

②
自
治
体
の
地
域
ま
た
は
広
域
の
目
標
を
記
述
し
、

③
自
治
体
の
資
源
に
つ
い
て
統
合
的
な
意
思
決
定
と
調
整
を
行
う
こ
と
規
定
し
、

③
自
治
体
の
決
定
と
活
動
に
長
期
的
な
焦
点

(focus)

(91
)
 

を
定
め
、
そ
し
て
、
④
自
治
体
の
地
域
に
対
す
る
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
基
礎
を
規
定
す
る
こ
と
と
定
め
る
。
そ
し
て
、
こ
の
長
期
計

画
を
作
成
す
る
際
及
び
修
正
す
る
際
に
、
自
治
体
が
同
法
の
定
め
る
「
特
別
協
議
手
続
」
を
採
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
。

二
0

年
次
計
画
に
つ
い
て
は
、

①
当
該
年
度
予
算
案
及
び
当
該
年
度
の
年
次
計
画
に
か
か
わ
る
資
金
調
達
に
つ
い
て
、
そ
の
も
た
ら
す
影
響

を
記
す
こ
と
、
②
自
治
体
の
長
期
計
画
に
記
載
さ
れ
た
、
財
務
諸
表
及
び
資
金
調
達
に
よ
る
影
響
に
関
す
る
記
述
へ
の
変
更
を
記
す
こ
と
、

③
自
治
体
に
よ
る
統
合
的
な
決
定
と
リ
ソ
ー
ス
の
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
計
画
を
補
完
す
る
こ
と
、

④

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す

る
自
治
体
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
寄
与
す
る
こ
と
、

⑤
自
治
体
が
行
う
活
動
に
つ
い
て
の
費
用
と
財
政
措
置
に
関
す
る
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
市
民
が
参
加
す
る
機
会
を
拡
大
す
る
こ
と
、
と
定
め
る
。
年
次
計
画
策
定
に
つ
い
て
も
、
同
法
の
定
め
る
「
特
別
協
議
手
続
」
が
用

4
項
住
民
の
参
加
と
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

名、

l
a
n
n
m
g
,
decision,making, 
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い
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
長
期
計
画
を

3
年
ご
と
に
評
価
す
る
サ
イ
ク
ル
、
年
次
計
画
と
年
次
報
告
の
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
確
立
し
た
。

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
概
要

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
目
的

(92
)
 

一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
資
源
管
理
法
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。
資
源
管
理
法
は
二

0
0
0年
代
半
ば
以
降
段
階
的
に

改
正
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
改
正
を
含
ま
な
い
、

二

0
0
0年
代
半
ば
以
前
の
制
度
に
つ
い
て
見
る
。

ま
ず
、
目
的
か
ら
見
て
い
き
た
い
が
、
資
源
管
理
法
の
目
的
は
、
実
は
二

0
0
0年
代
後
半
の
改
正
に
よ

っ
て
も
変
更
さ
れ
て
お
ら
ず
、

五
節
一
項
の
定
め
る
と
お
り
、
「
自
然
的
・
物
的
な
資
源
に
つ
い
て
持
続
可
能
な
管
理
を
促
進
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
「
持
続
可
能
な
管
理
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
身
の
健
康
と
安
全
の
た
め
に
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
福
祉
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
そ
の
限
度
で
、
自
然
的
・
物
的
な
資
源
の
利
用
、
開
発
及
び
保
護
を
管
理
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

(
a
)
将
来
世
代
の
予
見
可
能
な
必
要
性
に
合
理
的
に
適
合
す
る
よ
う
に
、

：
・
・
：
自
然
的
・
物
的
資
源
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
、

(
b
)
大
気
、

水
、
土
砂
及
び
生
態
系
に
つ
い
て
生
命
の
維
持
に
必
要
な
容
量
を
維
持
す
る
こ
と
、

(
C
)

環
境
に
係
わ
る
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
環
境
へ

の
悪
影
響
を
回
避
、
改
善
及
び
緩
和
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

資
源
管
理
法
は
そ
の
成
り
立
ち
か
ら
も
、
第
一
義
的
に
は
生
物
や
天
然
資
源
ま
た
は
自
然
環
境
を
中
心
的
な
課
題
と
し
て
お
り
、
そ
の

(93) 

た
め
都
市
環
境
に
つ
い
て
は
十
分
に
言
及
し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
同
法
五
節
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文
言
、
「
物
的
な
資
源

(
p
h
y
s
i
c
a
l
 r
e
s
o
u
r
c
e
)
」
は
、
律
呼
物
、
道
路
、
公
園
、
公
共
空
地
な
ど
を
指
す
と
も
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
人
口
の

87
％
が
居
住
し
て
い
る
都
市
部
の
物
的
資
源
に
つ
い
て
も
、
こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
と
き
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
福
祉
を
ど
の
よ
う
に
提
供
す
る
の
か
の
判
断
は
大
い
に
個
々
の
自
治
体
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

次
に
、

第

4
節

1
項



145 ニュージーランドの土地利用計画策定における住民参加のガバナンス (229) 

る
規
定
を
よ
り
詳
細
に
見
る
。

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
構
成

資
源
管
理
法
は
大
き
く

2
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
計
画
の
策
定
の
部
分
と
実
施
の
部
分
で
あ
る
。
計
画
策
定
は
政
策
を
形
成
す
る

プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
様
々
な
度
合
い
で
の
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
が
要
求
さ
れ
る
。
計
画
の
実
施
（
計
画
の
管
理
）

ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
申
請
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
中
心
で
あ
る
。
土
地
の
利
用
や
分
割
な
ど
の
活
動
が
、
こ
の
計
画
に
定
め
ら
れ
た
規
則
に
適

合
し
な
い
土
地
、
水
、
そ
の
他
の
資
源
に
対
す
る
利
用
を
含
む
場
合
、
自
治
体
か
ら
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
そ
れ
を
行
う
こ
と
が
で
き

例
え
ば
、
資
源
管
理
法
九
条
一
節
は
、
「
何
人
も
全
国
環
境
標
準
に
違
反
す
る
方
法
で
土
地
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
定
め
、
そ
の

あ
と
に
、
「
た
だ
し
、
そ
の
使
用
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
な
い
」
と
し
、
「

(
a
)
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン

(95
)
 

ト
に
よ
っ
て
明
示
的
に
許
可
を
得
て
い
る
場
合
、

(
b
)
本
法
一

0
条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
活
動
で
あ
る
場
合
、
：

と
す
る
。
同
様
に
、
九
条
二
節
は
、
「
何
人
も
広
域
の
規
則
に
違
反
す
る
方
法
で
土
地
を
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
使
用
が

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
し
て
、

(
a
)
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
明
示
的
に
許
可
を

得
て
い
る
場
合
、

(
b
)
本
法
二

0
条
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
活
動
で
あ
る
場
合
、
・
:
（
以
下
省
略
）
・
：
」
と
す
る
。
九
条
三
節
は
、
地
域

の
規
則
に
つ
い
て
同
様
の
定
め
を
お
く
。
本
研
究
目
的
の
計
画
策
定
に
お
け
る
住
民
の
参
加
で
あ
る
た
め
、
以
下
で
は
計
画
策
定
に
関
す

な
い
。
そ
の
許
可
が
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
で
あ
る
。

2
項

(94
)
 

に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

よ
、
リ
ソ
ー

9

,

＇ 

（
以
下
省
略
）

・:」
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計
画
策
定
に
つ
い
て
資
源
管
理
法
は
、
国
、
広
域
自
治
体
、
地
域
自
治
体
と
い
う

3
つ
の
層
の
政
府
に
そ
れ
ぞ
れ
役
割
と
責
任
を
分
担

さ
せ
て
い
る
。

広
域
計
画
・
地
域
計
画
の
策
定
と
階
層

二
0
0
0
年
代
前
半
の
制
度
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
国
の
責
務
は
、
全
国
政
策
方
針
文
書

(
N
a
t
i
o
n
a
l
P
o
l
i
c
y
 State, 

(96
)
 

m
e
n
t
s
)
、
全
国
環
境
標
準

(N
a
t
i
o
n
a
l
E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l
 S
t
a
n
d
a
r
d
s
)
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
沿
岸
政
策
方
針
文
書

(N
e
w
Z
e
a
l
a
n
d
 

(97
)
 

C
o
a
s
t
a
l
 P
o
l
i
c
y
 S
t
a
t
e
m
e
n
t
s
)
 ~
t束
｛
疋
ナ
ソ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

全
国
政
策
方
針
文
書
の
目
的
は
、
国
家
的
重
要
性
を
持
つ
事
項
に
関
す
る

政
策
枠
組
み
（
目
標
と
政
策
方
針
）
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
、
都
市
開
発
の
収
容
力
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
30
年
間
成
長
で
き

る
だ
け
の
住
宅
用
地
と
商
業
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
。
全
国
環
境
標
準
は
、
水
質
や
大
気
の
質
な
ど
特
定
の
問
題
に
つ

(98
)
 

い
て
処
理
す
る
技
術
的
な
基
準
を
定
め
て
い
る
。

広
域
自
治
体
の
責
務
は
、
広
域
政
策
方
針
文
書

(
R
e
g
i
o
n
a
l
P
o
h
c
y
 S
t
a
t
e
m
e
n
t
s
)
、
こ
の
文
書
に
も
と
づ
く
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
成
長
管

(99
)
 

理
の
対
象
や
方
法
に
つ
い
て
記
載
す
る
広
域
計
画

(
R
e
g
i
o
n
a
l
P
l
a
n
)
、
及
び
広
域
沿
岸
計
画

(R
e
g
i
o
n
a
l
C
o
a
s
t
a
l
 P
l
a
n
)
を
策
定
す
る
こ

(100) 

と
で
あ
る
。
広
域
自
治
体
は
、
こ
れ
ら
の
下
で
自
然
的
・
物
的
資
源
を
統
合
的
に
管
理
す
る
た
め
に
目
標

(objectives)
、
政
策
方
針

(IOI
)
 

(
p
o
li
c
ies
)
、
手
法

(
m
e
t
h
o
d
s
)

を
実
施
し
、
広
域
的
見
地
か
ら
領
域
内
の
資
源
を
管
理
す
る
。

地
域
自
治
体

（
シ
テ
ィ
と
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
）
の
役
割
は
、
自
治
体
と
し
て
の
任
務
を
果
た
す
際
に
、

0
0
二
年
地
方
自
治
法
、

二
0
0
三
年
陸
上
交
通
管
理
法
、
及
び
そ
の
他
の
法
律
に
も
と
づ
く
権
限
を
統
合
的
に
行
使
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
地
域
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
土
地
の
利
用
、
開
発
及
び
保
護
の
影
響
を
統
合
的
に
管
理
す
る
た
め
の
目
標

(o
b
j
e
c
t
i
v
e
s
)
、
政
策
方
針

(policies)
、
手
法

(m
e
t
h
o
d
s
)
を
実
施
す
る
。

ま
た
広
域
自
治
体
と
連
携
し
て
自
然
災
害
に
対
応
し
、
ま
た

(102
)
 

は
土
地
の
分
割
を
統
制
す
る
。

ユ
ニ
タ
リ
ー
は
、
地
域
自
治
体
と
広
域
自
治
体
の
両
方
の
機
能
を
合
わ
せ
た
機
能
を
果
た
す
。

3
項

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
、

二
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見
て
い
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に

3
つ
の
層
に
異
な
る
役
割
を
分
担
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
源
管
理
法
は
、
分
離
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
作
り
出
し
て
い

る
。
同
時
に
、
制
度
の
一
貫
性
を
担
保
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
階
層
的
に
配
置
す
る
こ
と
で
広
域
的
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保

(103
)
 

す
る
。
広
域
自
治
体
が
定
め
る
広
域
政
策
方
針
文
書
は
、
国
の
定
め
る
全
国
政
策
方
針
文
書
を
具
体
化
・
実
現
す
る
も
の
と
し
て
策
定
さ

れ
、
広
域
計
画
や
地
域
計
画
は
、
広
域
政
策
方
針
文
書
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
自
治
体
の
策
定
す
る
地
域

計
画
は
広
域
自
治
体
の
策
定
す
る
広
域
計
画
と
矛
盾
の
な
い
よ
う
策
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
広
域
自
治
体
は
潜
在
的
に
地
域

（阻
）

自
治
体
に
対
す
る
監
督
機
能
を
も
つ
。
こ
の
階
層
的
な
役
割
関
係
の
中
で
国
（
環
境
省
）
の
役
割
は
、
自
治
体
の
行
う
管
理
を
支
援
し
、

広
域
計
画

・
地
域
計
画
の
策
定
の
流
れ

本
節
で
は
、
資
源
管
理
法
の
も
と
で
二

0
0
0
年
代
前
半
に
確
立
し
た
土
地
利
用
計
画
策
定
の
過
程
を
、
手
続
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て

説
明
し
て
い
く
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

二

0
0
0
年
代
前
半
に
一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
、

二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
、

年
陸
上
交
通
管
理
法
の

3
法
に
よ

っ
て
確
立
さ
れ
た
、
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
策
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
手
続
で
、
住
民
は
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
参
加
を
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
0
0
三

次
章
以
下
で
説
明
す
る
二

0
0
0
年
代
後
半
以
降
の
参
加
と
比
較
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
は

二

0
0
0年
代
前
半
の
手
続
に
も
と
づ
く

地
域
計
画
及
び
広
域
計
画
策
定
の
過
程
を
、
特
に
、
住
民
に
提
供
さ
れ
る
情
報
（
参
加
の
機
会
に
つ
い
て
、
政
策
の
内
容
に
つ
い
て
）
、
住

民
の
参
加
の
質
（
参
加
資
格
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
機
会
、
期
間
の
長
さ
、
手
段
、
意
見
の
政
策
へ
の
反
映
）
、
異
議
申
立
て
制
度
に
着
目
し
て

1
項

第

5
節

二
0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定

必
要
な
立
法
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
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(105
)
 

ま
ず
は
、
資
源
管
理
法
の
附
則

一
の
定
め
る
正
式
な
計
画
策
定
の
流
れ
を
確
認
す
る
。

m自
治
体
は
「
計
画
案
」
を
作
成
す
る
た
め
に
ま
ず
「
計
画
案
の
素
案
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
利
害
関
係
者
等
と
協
議
を
行
う
。

②
自
治
体
は
、
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
て
「
計
画
案
」
を
作
成
す
る
。

③
自
治
体
の
議
会
が
こ
れ
を
「
計
画
案
」
と
し
て
承
認
し
「
計
画
案
」
と
「
三
二
条
報
告
書
」
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
正
式
な
計
画

手
続
の
開
始
を
一
般
に
「
告
示

(notice
)
」
す
る
。

田
住
民
か
ら
自
治
体
に
対
す
る
計
画
案
に
関
す
る
「
書
面
に
よ
る
意
見
の
提
出

(
s
u
b
m
i
s
s
i
o
n
)
」
が
始
ま
り
、

固
提
出
さ
れ
た
「
意
見
及
び
意
見
の
要
約
」
を
自
治
体
が
公
表
す
る
。

（墜

⑥
最
初
の
意
見
提
出
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
「
意
見
の
再
提
出
」
が
行
わ
れ
る
。

m自
治
体
議
会
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
意
見
の
提
出
者
に
対
す
る
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
る
。

⑧
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
の
ち
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
が
「
決
定
」
を
行
う
。

⑨
環
境
裁
判
所
へ
の
「
異
議
申
立
て
」
の
期
間
を
経
て
、

(101
)
 

⑩
計
画
が
「
施
行
」
さ
れ
る
。
な
お
、
二

0
0
五
年
の
改
正
に
よ
り
、
計
画
策
定
に
は

2
年
間
の
期
限
が
設
け
ら
れ
た
。

こ
の
正
式
な
手
続
は
、
新
し
い
計
画
を
策
定
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
「
計
画
変
更
の
提
案
」
、
計
画
変
更
中
の

「代
替
の
提
案
」
に
お

い
て
も
適
用
さ
れ
た
。
「
計
画
変
更
の
提
案
」
と
は
、
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
既
存
の
計
画
を
変
更
す
る
案
を
提
案
す
る
こ
と
を
い
い
、

計
画
の

「代
替

(variation
)
の
提
案
」
と
は
、
自
治
体
が
現
在
計
画
変
更
の
提
案
中
で
あ
る
が
未
だ
変
更
手
続
が
完
了
し
て
い
な
い
状
態

の
中
で
別
の
計
画
変
更
案
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
は
ど
の
時
点
で
計
画
の
変
更
を
提
案
す
る
か
、
ま
た
は
代
替
の
提
案
を
す



149 ニュージーラ ンドの土地利用計画策定における住民参加のガバナンス (233) 

る
か
を
裁
量
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
民
は
計
画
の
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
変
更
代
替
案
の
策
定
を
請
求
す
る
こ
と

で
は
、
前
項
の
手
続
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。
ま
ず
、
広
域
計
画
及
び
地
域
計
画

（以
下
、
ま
と
め
て
計
画
と
呼
ぶ
。）

の
策
定
手
続
は
、

mの
よ
う
に
、
自
治
体
が
計
画
案
の
素
案
を
作
成
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
国
や
自
治
体
、
住
民
と
協
議
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
る
。
資
源
管

理
法
附
則

一
の
第
一
条
一
項
は
、
「
政
策
方
針
文
書
案
及
び
計
画
案
を
策
定
す
る
に
あ
た

っ
て
、
自
治
体
は
、

①
環
境
大
臣
、

②
政
策
方
針

文
書
や
計
画
に
関
連
す
る
所
管
の
大
臣
、

③
関
連
す
る
自
治
体
、

④
そ
の
土
地
の
人
々

(t
a
n
g
a
t
a
w
h
e
n
u
a
)
、
⑤
そ
の
地
域
の
前
浜
及
び

海
底
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
、
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
、

二
項
は
、
「
自
治
体
は
政
策
方
針
文
書
案
や
計
画
案
を
策
定

す
る
に
あ
た

っ
て
は
、
そ
の
他
の
人
々
と
も
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
。
こ
の

二
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
計
画
案
を
策
定

す
る
前
に
自
治
体
は
市
民
と
協
議
を
行
う
の
で
あ
る
が
、
資
源
管
理
法
附
則
一
第
三
条
四
項
は
、
こ
の
と
き
に
「
二
0
0
二
年
地
方
自
治

法
八
二
条
に
も
と
づ
く
協
議
手
続
」
を
用
い
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
八
二
条
は
、
自
治
体
が
住
民
と
協
議
を
す
る
場
合
に
守
る
べ
き
一
般
的
な
原
則
（
住
民
協
議
原
則
）
を
定

め
る
。
こ
の
規
定
を
通
じ
て
資
源
管
理
法
上
の
手
続
が
、
地
方
自
治
法
上
の
手
続
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
こ
で
地
方
自
治
法
八
二
条
を

詳
し
く
見
る
と
、
ま
ず
一
項
は
、
「
自
治
体
が
決
定
ま
た
は
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
実
施
す
る
協
議
は
、

三
項
か
ら
五
項
の
規
定
に
し
た

が
っ
て
、
次
の
原
則
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
以
下
に

6
項
目
の
住
民
協
議
原
則
を
列
挙
す
る
。

第
1

「
自
治
体
は
、
当
該
決
定
若
し
く
は
当
該
事
項
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
、
若
し
く
は
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
者
、
又
は
利

害
を
有
す
る
者
が
、
そ
の
者
の
好
み
及
び
必
要
性
に
適
し
た
方
法
と
形
式
に
よ
っ
て
関
連
情
報
に
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
取

2
項
計
画
案
作
成
前
の
住
民
と
の
協
議

は
で
き
な
い
。
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3
項

の
決
定
の
理
由
の
両
方
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

り
計
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(a
)」
、
第

2
「
自
治
体
は
、

当
該
決
定
若
し
く
は
当
該
事
項
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
、
若
し
く
は
影
響

を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
者
又
は
利
害
を
有
す
る
者
が
、
自
治
体
に
対
し
て
自
分
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
奨
励
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
b
)
」
、
第

3

「
自
治
体
に
よ
っ
て
意
見
の
表
明
を
求
め
ら
れ
た
者
及
び
奨
励
さ
れ
た
者
に
対
し
て
自
治
体
は
、
協
議
の
目
的
及
び
表

明
さ
れ
た
見
解
を
考
慮
し
た
上
で
行
わ
れ
る
決
定
の
範
囲
に
つ
い
て
、
明
確
な
情
報
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
C
)
」
、
第

4

「自

治
体
は
、
当
該
決
定
又
は
当
該
事
項
に
関
し
て
述
べ
る
自
分
の
意
見
に
対
し
て
自
治
体
が
検
討
す
る
こ
と
を
望
む
者
に
対
し
て
、
そ
の
者

の
都
合
又
は
必
要
性
に
適
合
す
る
方
法
や
形
式
に
よ

っ
て
意
見
を
表
明
す
る
合
理
的
な
機
会
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(d
)」
、
第

5
「
自
治
体
は
表
明
さ
れ
た
意
見
を
虚
心

(
o
p
e
n
m
m
d
)
に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
決
定
を
行
う
際
に
は
十
分
に
検
討
を

(
e
)」
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
が
、

「自
治
体
は
、

意
見
を
表
明
す
る
者
に
対
し
て
、
関
連
す
る
決
定
と
そ
れ
ら

こ
の
規
定
に
も
と
づ
い
て
、
資
源
管
理
法
上
の
計
画
策
定
の
最
初
の
段
階
で
あ
る
、
計
画
案
の
素
案
を
め
ぐ
る
住
民
協
議
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
自
治
体
の
方
か
ら

「影
響
を
受
け
る
人
々
」
に
直
接
連
絡
す
る
こ
と
も
あ
る
。

住
民
協
議
原
則
が
、
協
議
の
過
程
に
お

い
て
適
切
な
市
民
に
対
し
て
適
切
な
情
報
が
適
切
な
形
で
提
供
さ
れ
、
市
民
の
意
見
が
適
切
に

聴
取
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
。
こ
の
協
議
の
結
果
を
反
映
し
て
自
治
体
に
よ

っ
て

「計
画
案
」
が
作
成
さ
れ
る
。

計
画
案
作
成
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
ま
で
の
住
民
の
参
加

資
源
管
理
法
の
附
則
は
、

③
の
と
お
り
、

「計
画
案
」
を
告
示
す
る
際
に
同
時
に
「
三
二
条
報
告
書
」
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
る
。
三

二
条
の
報
告
書
と
は
、
計
画
案
に
対
す
る
事
前
評
価
の
結
果
を
記
し
た
文
書
で
あ
り
、
計
画
が
適
切
な
提
案
で
あ
る
こ
と
の

根
拠
を
示
す
文
書
で
も
あ
る
。
―――二
条
は
、

二
0
二
ニ
年
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
に
際
し
て
大
き
く
改
正
さ
れ

し‘

(
f
)」
で
あ
る
。
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作
成
さ
れ
た
事
前
評
価
に
つ
い
て
は
、
「
評
価
を
要
約
し
、
そ
の
評
価
の
理
由
を
示
す
報
告
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
五
項
）
」

と
さ
れ
、
「
報
告
書
は
、
当
該
文
書
が
公
表
さ
れ
る
か
、

ま
た
は
規
制
が
作
成
さ
れ
る
の
と
同
じ
時
に
、
住
民
に
よ
る
審
査
が
可
能
な
状
態

こ
の
報
告
書
は
、
専
門
性
の
高
い
内
容
を
含
む
た
め
、

一
般
の
住
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、

計
画
を
策
定
す
る
際
に
事
前
評
価
が
行
わ
れ
、
住
民
が
自
治
体
の
用
い
た
同
じ
資
料
に
も
と
づ
い
て
自
ら
の
意
見
を
形
成
し
、
計
画
策
定

手
続
に
参
加
で
き
る
こ
と
が
法
律
の
規
定
の
中
で
保
障
さ
れ
た
。

つ
づ
く
④
の
「
書
面
に
よ
る
意
見
提
出
」
過
程
は
、
直
接
の
利
害
関
係
者
や
住
民
の
み
で
な
く
誰
も
が
計
画
案
に
対
し
て
賛
成
ま
た
は

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
六
項
）
」

と
さ
れ
た
。

と
に
な
っ
て
い
た
。

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、

(108
)
 

二
0
0
0
年
代
前
半
の
時
点
で
は
、
三
二
条
は
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
た
。

ま
ず
三
二
条
一
項
は
、
「
自
治
体
は
計
画
案
を
公
表
す
る
前
に
計
画
案
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、

三
項
は
、
計
画
の
評
価

に
お
い
て
行
う
べ
き
審
査
に
つ
い
て
次
の

2
項
目
を
挙
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
「

(a
)
（
計
画
に
記
載
さ
れ
た
）
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
が
資
源
管

理
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
も
適
切
な
方
法
で
あ
る
限
度
、

(
b
)
効
率
性
と
有
効
性
を
考
慮
し
て
、
政
策
方
針
、
規
則
又
は
そ
の

他
の
手
法
が
そ
の
目
標
に
達
成
す
る
た
め
に
最
も
適
切
で
あ
る
か
否
か
」
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
審
査
を
行
う
際
に
考
慮
す
べ
き
事
項
と

し
て
、
四
項
に
、
次
の

2
項
目
を
挙
げ
る
。
す
な
わ
ち
、
「

(
a
)
政
策
方
針
、
規
則
及
び
手
法
に
つ
い
て
の
費
用
便
益
、

(
b
)
政
策
方
針
、

規
則
及
び
手
法
の
重
要
な
部
分
に
つ
い
て
の
情
報
が
不
正
確
又
は
不
十
分
で
あ
る
場
合
に
、
行
動
す
る
又
は
行
動
し
な
い
こ
と
の
リ
ス

ク
」
で
あ
る
。
ま
た
、

資
源
管
理
法
は
、
「
国
家
環
境
基
準
が
適
用
さ
れ
る
活
動
に
、
そ
の
基
準
の
禁
止
又
は
制
限
よ
り
も
大
き
な
禁
止
又

は
制
限
を
課
す
規
則
に
対
す
る
評
価
は
、
そ
れ
が
課
す
禁
止
又
は
制
限
が
広
域
ま
た
は
地
域
の
状
況
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か

の
検
討
（
第
三

A
項
）
」
を
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
義
務
づ
け
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
四
項
の
基
準
で
審
査
が
な
さ
れ
る
こ
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4
項

反
対
の
意
見
と
理
由
を
文
書
で
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
で
あ
る
。
中
立
の
立
場
で
も
、
自
治
体
が
決
定
す
る
際
に
考
慮
し
て
欲
し
い

と
考
え
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
次
の
段
階
で
あ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
発
言
し
た
い
場
合
は
、
意
見
提
出
の
際
に
そ
の
意
思
を

明
記
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
も
し
書
面
に
そ
の
旨
を
明
記
し
な
け
れ
ば
、

れ
ず
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
発
言
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

以
上
の
日
数
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
開
催
の
有
無
に
つ
い
て
の
通
知
を
受
け
ら

意
見
を
提
出
で
き
る
期
間
は
、
資
源
管
理
法
附
則

一
の
五
条
で

「計
画
策
定
」
の
場
合
は
休
日
を
除
く
四

0
日
以
上
、
「
計
画
変
更
」
、

「計
画
代
替
の
提
案
」
の
場
合
は
二

0
日
以
上
の
日
数
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。

書
面
に
よ
る
意
見
が
提
出
さ
れ
る
と
、
⑤
の
よ
う
に
、
自
治
体
の
職
員
は
「
提
出
意
見
の
要
約
」
を
作
成
し
、
意
見
提
出
し
た
人
全
員

に
こ
れ
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
す
る
。
つ
づ
い
て
⑥
の
「
意
見
の
再
提
出
」
が
始
ま
る
。
再
提
出
に
つ
い
て
は
、

二
0
日

二
0
0
0
年
代
後
半
の
改
正
で
再
提
出
で
き
る
者
が
制
限
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
は
誰
で
も
、
誰
か

が
提
出
し
た
意
見
に
対
し
て
賛
成
意
見
ま
た
は
反
対
意
見
を
さ
ら
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
意
見
提
出
の
過
程
が
一
方
通
行
で
は
な

く
、
市
民
同
士
が
争
点
を
見
極
め
た
り
お
互
い
の
意
見
を
理
解
し
あ
う
た
め
に
有
効
な
手
続
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
の
提
出
さ
れ
た
市
民
の
意
見
は
、
自
治
体
の
職
員
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
、
通
常
、
「
オ
フ
ィ
サ
ー
ズ
・
レ
ポ
ー
ト

(
0
由
c
e
r
's

r
e
p
o
r
t
)
」
と
呼
ば
れ
る
報
告
書
の
中
に
記
載
さ
れ
た
。
自
治
体
は
、
こ
の
報
告
書
の
中
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
向
け
て
、
自
治
体
と

し
て
の
要
望
や
勧
告
を
記
載
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
こ
れ
を
指
針
と
し
て
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
要

望
・
勧
告
に
従
う
義
務
は
な
か
っ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
ヘ
の
住
民
の
参
加

次
に
、
計
画
策
定
の
流
れ
の

mで
示
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
過
程
に
お
け
る
住
民
参
加
の
手
続
に
つ
い
て
見
る
。
計
画
策
定
に
お
い
て
ヒ
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書
を
自
治
体
職
員
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

、
。
L
v
 

ア
リ
ン
グ
は
必
ず
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
で
は
な
い
。
し
か
し
、

(109
)
 

体
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
環
境
省
は
、
資
源
管
理
法
上
の
手
続
に
参
加
す
る
住
民
の
た
め
に
、
手
続
ご
と
に
詳
細
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し

(110
)
 

て
い
る
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
住
民
が
実
際
の
参
加
に
お
い
て
ど
の
点
に
困
難
を
感
じ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

政
府
が
住
民
の
実
質
的
な
参
加
を
実
現
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
の
か
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
こ
こ
で
は
、

ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
た
住
民
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も
あ
わ
せ
て
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
は
、

一
般
市

1
人
で
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
求
め
る
者
が
い
る
場
合
は
、
自
治

ヒ
ア
リ
ン
グ
過
程
に
お
け
る
住
民
の
参
加
の
仕
組
み
を
見
て
い
き
た

資
源
管
理
法
は
、

①
計
画
を
策
定
す
る
自
治
体
は
、
少
な
く
と
も

一
0
日
前
に
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
日
時
・
場
所
に
関
す
る
通
知
を
、
意

見
提
出
ま
た
は
意
見
の
再
提
出
を
し
た
中
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
す
る
意
思
表
示
を
し
た
全
て
の
者
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
て
い
る
。
ま
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
参
加
者
は
、
五
日
前
ま
で
に
は
計
画
案
（
計
画
変
更
案
ま
た
は
計
画
変
更
代
替
案
）
に
関
す
る
報
告

②
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
る
前
に
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
す
る
も
の
を
招
集
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議

(p
r
e
,
h
e
a
r
i
n
g
 m
e
e
t
m
g
)
が
開
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
よ
り
協
力
的
か
つ
非
公
式
の
場
で
争
点
を
明
確
化
し
ま
た
は
対
立
を
解

決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
続
を
迅
速
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
二

0
0
五
年
の
法
改
正
で
導
入

(112
)
 

さ
れ
た
過
程
で
あ
る
。
実
際
に
、
こ
の
過
程
で
解
消
さ
れ
る
対
立
も
少
な
く
な
い
と
い
う
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ
ー
ま
た
は
パ
ネ
ル
の
議
長
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
人
物
が
議
長
ま
た
は
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
は
、
パ
ネ
ル
の
議
長
が
特
別
の
理
由
に
よ
っ
て
非
公
開
を
決
定
し
な
い
限
り
、

民
や
メ
デ
ィ
ア
に
開
か
れ
て
い
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
宰
者
の
ほ
か
に
、
他
の
意
見
提
出
者
、
計
画
へ
の
個
別
変
更
の
申
請
者
、
計
画
変
更 マ
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対
す
る
意
見
提
出
者
か
ら
の
賛
成
意
見
及
び
反
対
意
見
を
聴
取
す
る
。

き
た
。

と
に
な
っ
て
い
た
。

代
替
案
の
提
案
を
行
っ
た
自
治
体
職
員
な
ど
が
出
席
す
る
が
、
発
言
を
許
さ
れ
る
の
は
意
見
提
出
者
と
証
人
の
み
で
あ
る
。
住
民
に
は
ヒ

ア
リ
ン
グ
前
会
議
に
出
席
す
る
義
務
は
な
い
が
、

記
し
て
い
る
。
欠
席
し
た
場
合
に
も
、

載
さ
れ
た
報
告
書
を

一
部
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
、
専
門
家
会
議
、
調
停
の
他
に
、

ず
直
接
に
行
わ
れ
る
交
渉
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
プ

ロ
セ
ス
の
全
て
の
結
果
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
報
告
さ
れ
る
こ

一
方
、
専
門
家
会
議
と
調
停
は
非
公
開
で
行
わ
れ
、
参
加
す
る
の
は
当
事
者
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
非
公
開
で
あ
る
理
由
は
、
会
議

で
用
い
ら
れ
る
資
料
に
機
密
情
報
、
ま
た
は
の
ち
の
訴
訟
で
利
用
さ
れ
な
い
秘
匿

(
w
i
t
h
o
u
t
p
r
e
J
u
d
1
c
e
)
特
権
の
対
象
と
な
る
資
料
が

含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
調
停
及
び
専
門
家
会
議
の
記
録
も
秘
匿
情
報
を
除
く
部
分
は
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

ア
リ
ン
グ
前
会
議
と
同
様
に
手
続
の
結
果
に
関
す
る
共
同
覚
書

(joint
m
e
m
o
r
a
n
d
a
)
は
特
設
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
す
る
こ
と
が
で

③
こ
れ
ら
の
過
程
を
経
た
後
、

し
な
い
た
め
に
、

(M
a
k
i
n
g
 G
o
o
d
 D
e
c
1
,
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
前
に
争
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
て
便
利
で
あ
る
、
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

ヒ
ア
リ
ン
グ
当
日
に
は
、
全
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
で
の
合
意
事
項
と
重
要
事
項
に
つ
い
て
記

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
を
通
さヒ

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
公
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
通
常
、

自
治
体
議
会
の
議
員
1
人
以
上
か
ら
成
り
、
第
三
者
で
あ
る
委
員
ら
が
加
わ
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
中
の

1
名
が
議
長
と
な
り
、
提
案
に

(113
)
 

資
源
管
理
法
は
、
市
民
の
声
は
「
虚
心

(
o
p
e
n
,
m
i
n
d
)
」
で
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
委
員
と
な
っ
た
者
は
、
両
方

の
主
張
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
委
員
と
し
て
出

席
す
る
自
治
体
議
員
は
、
政
治
家
と
し
て
で
は
な
く
中
立
な
立
場
で
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
名
目
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
議
長
と
全
委
員
は
、
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
催
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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ル
は
、
ど
の
証
拠
提
出
者
に
対
し
て
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(114
)
 

sions P
r
o
g
r
a
m
m
e
)
」
を
受
講
し
、
委
員
資
格
の
認
定

(a
ccredit)

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
権
限
の
根
拠
は
、
資
源
管
理
法
の
下
で
計
画
を
策
定
す
る
自
治
体
の
権
限
の
一
部
を
自
治
体
か
ら
委
任
さ
れ
て

(115
)
 

い
る
こ
と
に
あ
る
。
自
治
体
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
委
員
資
格
認
定

(accreditation
)
を
得
て
い
な
い
者
を
委
員
と
す
る
合
議
体

(116
)
 

に
こ
の
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、
認
定
の
な
い
委
員
が

1
名
で
も
加
わ
っ
た
パ
ネ
ル
の
決
定
は
無
効
で
あ
る
。
な

お
、
資
格
の
更
新
の
た
め
、
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
主
催
者
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
受
講
は
定
期
的
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

(117
)
 

て
い
る
。

④
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
開
会
し
、
議
長
が
参
加
者
を
紹
介
し
終
わ
る
と
、
ま
ず
自
治
体
職
員
が
、
計
画
案
（
ま
た
は
計
画
変
更
案
、
計
画
変

更
代
替
案
）
に
つ
い
て
の
市
の
報
告
書
を
提
示
す
る
。
他
の
職
員
、
た
と
え
ば
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
交
通
工
ン
ジ
ニ
ア
が
、
技
術
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
す
る
た
め
に
出
席
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
通
常
公
開
で
行
わ
れ
る
た
め
、

⑤
こ
の
後
、
計
画
の
個
別
変
更
の
申
請
者
か
ら
意
見
を
述
べ
、

一
般
市
民
や
メ
デ
ィ
ア
も
出
席
す
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
の
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。
申
請

者
以
外
の
者
（
例
え
ば
、
専
門
家
証
人
な
ど
）
も
、
申
請
者
の
主
張
を
裏
付
け
る
証
拠
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ

⑥
そ
の
後
、
計
画
へ
の
意
見
提
出
者
が

（
再
提
出
者
が
い
る
場
合
に
は
再
提
出
者
も
）
、
自
分
の
主
張
を
述
べ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
と

の
質
疑
に
応
じ
る
。
意
見
提
出
者
も
、
専
門
家
証
人
な
ど
を
自
分
の
意
見
を
裏
付
け
る
証
拠
を
提
示
す
る
た
め
に
出
席
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
専
門
家
は
独
自
の
見
解
の
表
明
も
で
き
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
専
門
家
に
対
し
て
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
住
民
用
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
専
門
家
証
人
を
用
い
る
場
合
は
、
そ
の
専
門
家
が
自
分
の
見
解
を
裏
付
け
る
証
拠
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
の
か
を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
、
ま
た
、
謝
金
に
つ
い
て
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
な
ど
細
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
記
し
て
い
る
。

住
民
が
他
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
出
席
者
と
共
同
で
専
門
家
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
専
門
家
へ
の
謝
金
を
節
約
で
き
る
よ
う
に
、

ヒ
ア
リ
ン
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て
、
自
治
体
議
会
の
本
会
議
で
承
認
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
前
に
他
の
発
言
者
の
名
簿
を
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

こ
こ
ま
で
の
過
程
で
す
で
に
一
日
以
上
が
費
や
さ
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
一
日
以
上
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

も
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
論
点
ご
と
に
日
程
が
設
定
さ
れ
る
た
め
、
様
々
な
争
点
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
い
場
合
は
、
複

数
日
に
出
席
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
書
き
添
え
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
で
述
べ
る
べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
書
面
で
提
出
し
た
意
見
の
う
ち
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
よ
り
詳
し
く
述
べ
た
も

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
す
る
際
の
注
意
と
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
か
ら
意
見

や
証
拠
に
対
し
て
質
問
が
返
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
準
備
を
す
る
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
。
ま
た
自
分
の
「
見
解
」
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
そ
の
領
域
の
専
門
家
の
み
で
あ
る
た
め
、
そ
う
で
な
い
な
ら
事
実
や
観
察
や
記
憶
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
徹
す
る
こ

と
を
忠
告
し
て
い
る
。
発
言
は
、
誰
か
他
の
人
に
代
わ
り
に
や
っ
て
も
ら
っ
て
も
よ
い
。
ま
た
、
証
拠
は
口
頭
で
も
よ
い
し
、
書
面
で
も

よ
い
。
写
真
や
絵
な
ど
で
も
よ
い
し
、
ま
た
事
例
を
折
り
混
ぜ
て
も
よ
い
。
た
だ
し
、
証
拠
は
感
情
に
関
す
る
証
拠
で
は
な
く
事
実
に
関

す
る
証
拠
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
直
接
に
関
係
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
記
す
。

⑦
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
自
治
体
職
員
、
個
別
計
画
変
更
の
申
請
者
及
び
意
見
提
出
者
に
対
し
て
、
さ
ら
に
質
問
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の
人
が
発
言
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
の
ち
、

⑧
ビ
ア
リ
ン
グ
が
終
了
す
る
と
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
終
了
す
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
原
則
非
公
開
で
審
議
を
行
う
。

び
計
画
変
更
代
替
案
に
つ
い
て
遅
滞
な
く
決
定
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
」
、
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
示
し
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
計
画
、
計
画
変
更
及

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
全
計
画

(full
p
l
a
n
)

に
か
か
わ

る
提
案
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
提
案
に
対
す
る
最
終
的
な
決
定
を
行
う
権
限
を
有
す
る
。
全
計
画
に
か
か
わ
る
提
案
で
あ
る
場
合
に
限
っ

最
後
に
、
⑨
自
治
体
は
、
意
見
提
出
者
、
個
別
変
更
申
請
者
ら
全
て
に
対
し
て
提
出
さ
れ
た
申
請

・
意
見
に
対
す
る
自
治
体
の
決
定
を
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環
境
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て

資
源
管
理
、
環
境
科
学
、

一
九
七

0
年
代
か
ら
一
九
八

0
年
代
の
初
め
に
か
け
て
、
計
画

送
付
す
る
。
自
治
体
は
、
通
知
す
る
決
定
の
中
に
、
提
出
さ
れ
た
意
見
を
受
け
入
れ
る
場
合
に
も
、
拒
絶
す
る
場
合
に
も
そ
の
理
由
を
記

述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に
も
と
づ
く
最
終
的
な
変
更
及
び
提
出
さ
れ
た
意
見
若
し
く
は
事
柄
に

(118) 

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
他
の
関
連
事
項
を
決
定
の
中
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
は
、
こ
う
し
て
出
さ
れ
た
自
治
体
の
決
定
の
全
て
ま
た
は

一
部
に
対
し
て
、
①
の
よ
う
に
、
環
境
裁
判
所
に

お
い
て
異
議
を
申
し
立
て
る
手
続
を
規
定
す
る
。
資
源
管
理
法
附
則
一
の
八
条
は
、
自
治
体
の
決
定
に
対
す
る
環
境
裁
判
所
へ
の
異
議
申

立
て
の
対
象
を
「
計
画
に
含
ま
れ
て
い
る
規
定
、
意
見
提
出
手
続
の
結
果
計
画
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
規
定
、
計
画
か
ら
除
外
さ
れ

て
い
た
事
項
、
意
見
提
出
手
続
の
結
果
、
計
画
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
規
定
」
と
定
め
、
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

(119
)
 

者
を
、
「
意
見
提
出
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
規
定
ま
た
は
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
者
」
と
定
め
た
。

環
境
裁
判
所
と
は
、
資
源
管
理
法
の
下
で
機
能
す
る
特
別
裁
判
所
で
あ
り
、
環
境
裁
判
官
と
環
境
委
員
か
ら
成
る
。
委
員
は
地
方
自
治
、

ワ
イ
タ
ン
ギ
協
定
な
ど
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
メ
デ
ィ
ア
や
一
般
市
民
も
、
法
廷
に
出

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
計
画
へ
の
異
議
申
立
て
制
度
の
起
源
は
一
九
五
三
年
タ
ウ
ン
・
カ
ン
ト
リ
ー
計
画
法
で
あ
る
。
す
で
に

見
た
一
九
―
一
六
年
タ
ウ
ン
計
画
法
は
タ
ウ
ン
計
画
を
法
定
し
た
点
に
お
い
て
は
画
期
的
で
あ
っ
た
が
、
ま
だ
独
立
的
な
苦
情
処
理
機
関
の

設
置
ま
で
は
行
わ
な
か
っ
た
。
土
地
利
用
計
画
に
関
す
る
最
初
の
異
議
申
立
て
事
件
は
、

護
し
自
治
体
と
の
間
で
正
義
が
な
さ
れ
る
た
め
の
機
関
と
い
う
認
識
の
も
と
で
法
的
資
格
の
あ
る
も
の
が
主
宰
す
る
法
廷

(
T
o
w
n

and 

(120
)
 

C
o
u
n
t
r
y
 P
l
a
n
n
i
n
g
 A
p
p
e
a
l
 B
o
a
r
d
)

が
開
か
れ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
項

一
九
五
五
年
二
月
で
あ
り
、
住
民
の
権
利
を
保
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第

6
節

1
項

廷
の
改
革
が
行
わ
れ

に
対
す
る
異
議
申
立
て
の
数
が
増
え
、
ま
た
異
議
の
内
容
も
多
様
化
す
る
中
で
、
こ
の
異
議
申
立
て
機
関
は
、

ン
ト
リ
ー
計
画
法
に
よ
っ
て
プ
ラ
ニ
ン
グ
法
廷

(P
l
a
n
n
i
n
g
T
r
i
b
u
n
a
l
)

と
な

っ
た
。

立
て
が
包
括
的
な

1
つ
の
法
律
の
中
で
統
合
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
に
よ
り
、

一
九
七
七
年
タ
ウ
ン
・
カ

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
下
で
プ
ラ
ニ
ン
グ
法

(121
)
 

一
九
九
六
年
の
資
源
管
理
法
の
改
正
で
環
境
裁
判
所
と
名
を
改
め
た
。

環
境
裁
判
所
は
、
地
区
裁
判
所
と
同
じ
権
限
を
持
つ
と
さ
れ
、
「
①
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
、

②
地
域
計
画
案
又
は
広
域
計
画
案
、

③

広
域
政
策
方
針
文
書
、
④
指
定
、

⑤
遺
産
に
関
す
る
命
令

(
h
e
r
i
t
a
g
e
o
r
d
e
r
)

⑥
水
資
源
保
存
命
令
の
た
め
の
勧
告
」
な
ど
へ
の
異
議
申

(122) 

立
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

二
0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

二
0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
に
よ
る
計
画
策
定
過
程
へ
の
評
価

本
節
で
は
、
二

0
0
0
年
代
前
半
の
制
度
に
お
け
る
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
く
計
画
策
定
過
程
へ
の
住
民
の
参
加
を
、
①
情
報
の
提
供

（
参
加
の
機
会
に
つ
い
て
、
政
策
の
内
容
に
つ
い
て
）
、
②
参
加
の
質
（
参
加
資
格
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、
機
会
、
期
間
の
長
さ
、
手
段
、
意
見

の
政
策
へ
の
反
映
）
‘
③
異
議
申
立
て
の
範
囲
の

3
つ
の
側
面
か
ら
ま
と
め
て
お
き
た
い

。

①

ま

ず

「情
報
」
に
つ
い
て
見
る
と
、

①
意
見
提
出
期
間
に
先
立

っ
て
、
計
画
案
の
公
表
と、

②
三
二
条
に
も
と
づ
く
計
画
案
策
定

前
の
評
価
の
報
告
書
が
作
成
さ
れ
公
表
さ
れ
、
ま
た
、

③
書
面
で
提
出
さ
れ
た
意
見
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
聴
取
さ
れ
た
意
見
及
び
証
拠
に
つ

い
て
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
報
告
書
が
作
成
・
公
開
さ
れ
、
手
続
へ
の
参
加
者
に
提
供
さ
れ
た
。
三
二
条
報
告
書
や
計
画
案
は

一
般
の
住
民

に
と

っ
て
は
理
解
し
づ
ら
い
専
門
的
な
内
容
を
含
む
も
の
で
は
あ
る
が
、
専
門
家
を
用
い
て
理
解
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
し
、
自
治

体
が
用
い
た
情
報
と
同
じ
情
報
に
も
と
づ
い
て
自
分
の
意
見
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

一
九
八

0
年
代
に
な
る
と
、
法
定
計
画
と
異
議
申
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ヽ

こ

。

L
t
 

場
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
住
民
へ
の
情
報
提
供
と
し
て
は
、

④
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
手
続
が
資
源
管
理
法
を
見
れ
ば
理
解
で
き
る
形
で
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
⑤
個
別
の
手
続
が
開
始
さ
れ
た
折
に
は
、
さ
ら
に
具
体
的
な
日
程
に
つ
い
て
住
民
に
広
く
情
報
提
供
が
な
さ
れ
た
。

②
「
参
加
資
格
」
に
つ
い
て
は
、
①
計
画
案
策
定
前
の
住
民
協
議
に
は
、
少
な
く
と
も
「
当
該
決
定
若
し
く
は
当
該
事
項
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け、

若
し
く
は
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
者
、
ま
た
は
利
害
を
有
す
る
者
」
の
参
加
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
②
意
見
提
出
に

つ
い
て
は
、
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
③
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、

②
で
意
見
を
提
出
し
た
者
が
参
加
で
き
、
④
異
議
申
立

て
に
つ
い
て
も
②
で
意
見
を
提
出
し
た
者
が
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
手
続
上
は
有
識
者
も
市
民
も
同
じ
重
み
で
意
見
を
聞
い
て
も
ら
え
る

「
参
加
の
タ
イ
ミ
ン
グ
」
と
し
て
は
、
⑤
計
画
案
の
素
案
段
階
か
ら
参
加
で
き
、
ま
た
書
面
に
よ
る
意
見
提
出
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
意
見

提
出
も
決
定
者
に
十
分
検
討
し
て
も
ら
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
わ
れ
て
い
た
。
方
針
や
理
念
を
含
む
、
広
域
政
策
方
針
宣
言
か
ら
具
体
的

な
地
域
の
規
制
ま
で
、
同
じ
手
続
の
中
で
複
数
回
の
「
機
会
」
や
複
数
の
「
手
段
」
が
実
質
的
な
参
加
に
十
分
な
「
期
間
」
、
用
意
さ
れ
て

住
民
の
意
見
の
政
策
へ
の
「
反
映
」
に
つ
い
て
は
、

⑥
そ
れ
ぞ
れ
の
過
程
で
聴
取
さ
れ
た
意
見
は
整
理
さ
れ
て
公
表
さ
れ
、
次
の
過
程

を
実
施
す
る
た
め
の
情
報
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
⑦
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
過
程
で
は
、
発
言
者
ご
と
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
る
た
め
自
分

の
意
見
が
一
方
通
行
で
は
な
く
、
他
の
住
民
や
決
定
者
に
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
⑧
最
終
決
定
に
お
い
て
は
、
意

見
を
採
用
し
た
場
合
も
採
用
し
な
か
っ
た
場
合
も
意
見
提
出
の
結
果
、
計
画
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
を
知
ら
せ
て
も
ら
え
た
。

参
加
に
関
連
し
て
、
⑨
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
委
員
の
聴
く
態
度
に
つ
い
て
、
市
民
の
意
見
を
虚
心
で
聴
取
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
現
在
で
も
研
修
が
委
員
に
義
務
づ
け
て
い
る
点
か
ら
も
「
聴
く
こ
と
」
自
体
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
。

3
 
最
後
の
「
異
議
申
立
て
」
の
制
度
に
つ
い
て
も
二

0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正
以
降
と
比
べ
て
は
、
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
。
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こ
こ
ま
で
見
て
き
た
計
画
策
定
過
程
に
お
け
る
住
民
参
加
の
制
度
か
ら
は
、

管
理
法
、

過
程
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
0
0
0
年
代
前
半
に
行
わ
れ
て
い
た

一
九
九

一
年
資
源

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
及
び
二

0
0
三
年
陸
上
交
通
管
理
法
の

3
法
の
連
携
に
も
と
づ
く
広
域
計
画
及
び
地
域
計
画
の
策
定

ま
ず
、
こ
の

3
法
に
よ
る
体
制
は
、
地
方
自
治
法
が
傘
の
よ
う
に
地
域
行
政
全
体
を
覆
う
上
に
多
層
的
に
構
築
さ
れ
た
形
と
な
っ
て

(123) 

い
た
。

つ
ま
り
、
ま
ず
地
方
自
治
法
の
定
め
る
住
民
参
加
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
原
則
と
手
続
が
、
住
民
に
最
も
近
い
、

一

層
目
に
お
い
て
自
治
体
が
住
民
と
の
間
で
様
々
な
法
を
執
行
す
る
際
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
、
網
羅
的
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
上

に
、
自
治
体
が
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
建
設
す
る
際
に
用
い
る
規
定
を
定
め
た
陸
上
交
通
管
理
法
の
層
が
あ
り
、
あ
る
い
は
自
治
体
が
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
計
画
す
る
際
に
用
い
る
規
定
を
定
め
る
資
源
管
理
法
の
層
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
自
治
体
に
よ
っ
て

一
層
目
を
つ
う
じ
て
住

民
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
こ
の

3
つ
の
法
律
は
「
持
続
可
能
性
」
の
原
則
を
共
通
の
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
こ
う
し

て
3
つ
の
法
律
が
全
国
の
土
地
利
用
に
関
す
る
一
貫
し
た
枠
組
み
を
形
成
し
て
い
た
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
て
き
た
、

二
0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
参
加
に
よ
る
計
画
策
定
過
程
を
ど
の
よ
う
に
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
第

1
に
こ
の
手
続
は
、
住
民
が
「
意
見
を
迩
べ
」
ま
た
は
、
「
自
分
の
意
見
を
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
」

に
重
き
を
置
い
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
、
こ
の
体
制
が
資
源
管
理
法
上
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は

で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
）
、
利
害
関
係
者
や
住
民
と
の
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
協
議
に
も
と
づ
き
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と

(124) 

が
「
あ
る
べ
き
」
答
え
へ
の
最
も
近
道
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
資
源
の
持
続
可

(125
)
 

能
な
管
理
と
開
発
に
関
し
て
も
、
住
民
が
意
見
を
出
し
合
い
決
定
を
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
正
当
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

2
項

二
0
0
0
年
代
前
半
の

3
法
体
制
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

（
適
切
な
国
家
政
策
指
針
の
下
、
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あ
ら
か
じ
め
決
定
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
た
。

す
る
。

3
項

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
手
続
か
ら
は
、
適
切
な
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る
と
い
う
考
え

方
と
は
逆
に
、
こ
の
計
画
策
定
手
続
自
体
が
、
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
身
が
政
策
の
策
定
か
ら
実
施
、
評
価
に
至
る

一
連
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
主
体
的
な
存
在
と
し
て
行
動
す
る
場
と
手
段
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。―

1
0
0
二
年
地
方

自
治
法
は
、
自
治
体
の
目
的
の
第
1
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
民
主
的
な
意
思
決
定
と
行
動
を
可
能
に
す
る
こ
と
」

と
述
べ
て
い
る
。
自
治
体
自
身
が
そ
の
目
的
で
あ
る
「
社
会
的
、
経
済
的
、
環
境
的
及
び
文
化
的
な
福
祉
の
現
在
及
び
将
来
に
わ
た
る
促

進
」
を
行
う
に
あ
た
っ
て
、
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
自
分
た
ち
で
自
分
た
ち
の
福
祉
を
整
備
で
き
る
手
段
を
提
供
す
る
も
の
こ
そ
資
源

管
理
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

マ
オ
リ
の
人
々
に
と

っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
資
源
管
理
法
と
地
方
自
治
法
の
い

(126) 

ず
れ
も
が
マ
オ
リ
の
人
々
の
参
加
の
た
め
の
特
別
な
手
続
を
講
じ
て
い
た
。

二
0
0
0
年
代
前
半
の

3
法
体
制
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
問
題
点

こ
の
よ
う
な
資
源
管
理
法
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
計
画
の
策
定
の
手
続
体
制
は
、
多
く
の
点
で
積
極
的
な
評
価
を
受
け
た
。
本
章
の

最
後
に
、
こ
の
手
続
が
ど
れ
ぐ
ら
い
制
度
の
想
定
す
る
と
お
り
に
機
能
し
て
い
た
の
か
を
実
務
の
中
で
示
さ
れ
た
問
題
点
な
ど
か
ら
検
討

ま
ず
、
土
地
利
用
計
画
の
策
定
過
程
に
も
用
い
ら
れ
る
二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
住
民
協
議
手
続
に
つ
い
て
は
、
協
議
の
時
間
枠
や

手
続
の
「
厳
格
さ
」
や
「
堅
苦
し
さ
」
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
経
て
よ
う
や
く
作
成
さ
れ
た
計
画
が
、
地
方
自
治
法
上
の
年
次
計

画
な
ど
の
非
規
制
的
な
計
画
で
あ
る
場
合
に
は
、
計
画
策
定
過
程
に
参
加
し
た
住
民
や
多
様
な
関
係
者
た
ち
が
失
望
し
た
り
不
信
感
を
抱

い
た
り
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
程
度
住
民
と
の
協
議
を
用
い
て
決
め
る
の
か
を



(246) 神奈川法学第53巻第 1号 2020年 162 

第
1
節

1
項

3
章

住
民
に
よ
る
土
地
利
用
計
画
の
策
定
体
制
の
変
容

ま
た
、
協
議
や
そ
の
結
果
と
し
て
の
決
定
を
自
治
体
が
裁
量
に
よ
っ
て
行
っ
た
場
合
に
、
行
政
法
の
一
般
原
則
で
あ
る
「
合
理
性
」
、
「
公

正
」
、
及
び
「
自
然
的
正
義
」
に
反
し
た
瑕
疵
の
あ
る
決
定
で
あ
る
と
し
て
訴
訟
に
発
展
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
行
政
の
と
り
う
る

(127
)
 

裁
呈
の
範
囲
に
つ
い
て
も
事
前
に
決
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
資
源
管
理
法
に
関
す
る
第
一
二
者
評
価
で
も
指
摘
さ
れ
た
。

自
治
体
の
長
期
計
画
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
特
別
協
議
手
続
に
お
い
て
は
、
協
議
が
「
見
せ
か
け
に
過
ぎ
な
い
」
と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
「
自
治
体
は
聴
く
気
が
な
い
よ
う
に
見
え
、
意
見
を
陳
述
し
よ
う
と
し
て
も
十
分
な
時
間
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
意
見
提
出

に
十
分
な
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
期
待
外
れ
で
あ
っ
た
り
、
既
得
権
の
存
在
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
」

(128
)
 

と
い
う
声
が
参
加
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

そ
の

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
経
て
、
住
民
協
議
手
続
に
対
す
る
捉
え
方
に
変
化
が
生
じ
た
と
も
い
う
。
す
な
わ
ち
、
住
民
協
議
手

続
に
お
け
る
自
治
体
の
取
組
み
を
法
的
要
件
と
み
る
の
で
は
な
く
、
「
よ
き
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
と
見
、
こ
の
手
続
を
自
治

体
に
と
っ
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
意
思
疎
通
の

一
側
面
と
捉
え
、

機
会
と
見
る
捉
え
方
で
あ
る
。
手
続
の
遂
行
に
あ
た
っ
て
の
グ
ッ
ド

・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
関
す
る
指
標
は
様
々
な
場
面
に
つ
い
て
示
さ

(129
)

（

130
)
 

れ
た
。
十
分
な
時
間
、
適
切
な
処
分
、
期
待
を
抱
か
せ
す
ぎ
な
い
た
め
の
明
確
な
情
報
の
提
供
、
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
の
提
供
な
ど
で
あ
る
。

二

0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
改
正

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
自
身
の
利
害
や
期
待
を
述
べ
る
た
め
の

し
か
し

10
年
が
経
ち
に
、
資
源
管
理
法
、

地
方
自
治
法
、
及
び
陸
上
交
通
管
理
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
度
か
の
改
正
を
経
験
し
、
そ
の
結
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果、

3
法
の
連
携
に
よ
る
住
民
参
加
の
手
続
体
制
は
大
き
く
変
化
し
た
。
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
、
本
節
で
は
、
こ
の
時
期
の
法
改

ま
ず
資
源
管
理
法
の
改
正
は
、
大
き
く
2
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
第

1
段
が
、

二
0
0
九
年
資
源
管
理
法
（
簡
素
化
・
合
理
化
）

改
正
法
の
制
定
で
あ
る
。
こ
の
改
正
法
は
、
環
境
省
に
よ
る
と
次
の
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
山
異
議
申
立
て
や
上
訴
手

続
を
軽
微
な
問
題
あ
る
い
は
取
引
上
の
競
争
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
の
制
限
、

②
国
家
的
重
要
事
項
に
関
す
る
提
案
の
決
定
に
要
す
る

費
用
と
時
間
の
削
減
、
③
国
家
的
意
義
の
あ
る
提
案
の
申
請
を
迅
速
か
つ
効
率
的
に
処
理
す
る
た
め
の
環
境
保
護
局

(E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
a
l

P
r
o
tection A
u
t
h
o
r
i
t
y
)

の
設
立
、
田
計
画
の
策
定
及
び
変
更
の
手
続
に
要
す
る
時
間
と
コ
ス
ト
の
削
減
、
固
適
切
な
レ
ベ
ル
の
住
民
参

加
を
維
持
し
な
が
ら
、
申
請
者
の
コ
ス
ト
と
時
間
を
削
減
す
る
た
め
の
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
手
続
の
改
善
、
⑥
全
国
政
策
方
針
文
書

や
全
国
環
境
標
準
を
含
む
、
国
の
責
務
の
合
理
化
と
そ
の
有
効
性
の
改
善

‘
m執
行
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
メ
カ
ニ

(131
)
 

ズ
ム
の
有
効
性
及
び
抑
止
効
果
の
向
上
等
で
あ
る
。

手
続
に
か
か
る
費
用
と
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
の
簡
素
化
及
び
合
理
化
の
方
法
と
し
て
、
具
体
的
に
は
、
例
え
ば
、
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン

セ
ン
ト
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
自
治
体
を
飛
び
越
え
て
最
初
か
ら
環
境
裁
判
所
に
判
断
し
て
も
ら
え
る
手
続
が
追
加
さ
れ
た
。
ま
た
、

自
治
体
で
は
な
く
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
環
境
保
護
局

(
E
P
A
)
に
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
申
請
ま
た
は
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン

ト
に
付
さ
れ
た
条
件
の
変
更
の
申
請
、
広
域
計
画
策
定
ま
た
は
変
更
の
提
案
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

自
治
体
は

10
年
に

1
度
、
地
域
計
画
や
広
域
計
画
を
評
価
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
が
、
こ
の
義
務
が
軽
減
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
国
の
監

(132
)
 

督
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
改
革
は
、
簡
素
化
及
び
合
理
化
を
自
治
体
が
行
っ
て
い
た
事
務
や
権
限
を
国
に
移
す
と
い
う
方
法
で
行
お
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
住
民
参
加
の
質
を
低
下
さ
せ
る
も
の
で
も
あ

っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
国
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
続

正
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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に
お
い
て
、
手
続
自
体
は
国
が
設
置
す
る
調
査
委
員
会

(
b
o
a
r
d
of inquiry)

が
行
う
の
で
、
自
治
体
が
行
う
の
と
同
程
度
の
公
正
さ
や

参
加
が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
う
が
、
実
際
に
は
、
自
治
体
が
行
う
手
続
よ
り
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
雰
囲
気
が
あ
る
国
主
宰
の
手
続
へ
の
参

(133) 

加
に
、
多
く
の
市
民
が
躊
躇
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

手
続
に
か
か
る
費
用
と
時
間
の
短
縮
の
た
め
と
し
て
、
参
加
の
機
会
を
制
限
す
る
規
定
も
設
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
計
画
策
定
過
程
に

お
い
て
意
見
の
再
提
出
者
が
制
限
さ
れ
、
ま
た
提
出
期
間
も
短
縮
さ
れ
た
。
意
見
の
提
出
や
再
提
出
に
対
す
る
自
治
体
の
対
応
も
、

1
つ
の
意
見
へ
の
回
答
か
ら
同
種
の
意
見
に
対
し
て
ま
と
め
て
回
答
で
き
る
よ
う
変
更
さ
れ
た
。
異
議
申
立
て
権
も
制
限
さ
れ
、
軽
微
で

(134
)
 

煩
雑
な
異
議
申
立
て
や
取
引
上
の
競
争
で
有
利
に
な
る
目
的
で
の
環
境
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
こ
の
法
律
は
、

リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
申
請
が
あ

っ
た
場
合
の

「
通
知
」
の
範
囲
の
縮
小
、
地
域
計
画
や
広
域
計

画
の
結
合
の
容
認
な
ど
の
重
要
な
改
正
を
行
っ
た
。

1
つ

さ
ら
に
二

0
0
九
年
改
革
の
翌
年
に
は
、
第
2
段
の
改
革
に
向
け
て
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
都
市
部
の
計
画
策
定
や
イ
ン
フ
ラ
開
発
に

要
す
る
資
源
管
理
法
上
の
手
続
は
コ
ス
ト
が
高
い
う
え
に
時
間
が
か
か
る
、
と
い
う
以
前
か
ら
の
批
判
に
こ
た
え
る
た
め
の
も
の
だ
と
説

(135
)
 

明
さ
れ
た
。
政
府
は
、
都
市
部
で
開
発
を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行

っ
て
い
く
た
め
に
は
適
切
な
策
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
独
立
し
た

諮
問
委
員
会

(
U
r
b
a
n
a
n
d
 Infrastructure T
e
c
h
n
i
c
a
l
 A
d
v
is
o
r
y
 G
r
o
u
p
s
)

を
任
命
し
調
査
を
行
わ
せ
た
。
委
員
会
は
二

0
1
0
年

(136
)
 

七
月
に
報
告
書
を
発
表
し
、
そ
こ
で
い
く
つ
か
の
改
正
を
勧
告
し
た
。
報
告
書
は
、
「
資
源
管
理
法
は
、
都
市
部
の
優
先
事
項
で
は
な
く
非

都
市
な
開
発
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
」
と
し
、

「環
境
保
護
を
目
的
と
す
る
こ
の
法
律
が
、
開
発
さ
れ
発
展
す
る
こ
と
が
本
来
の
性

質
で
あ
る
都
市
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
法
律
に
は
開
発
を
行
う
た
め
の
手
続
も

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
こ
の
法
律
の
目
的
は
環
境
へ
の
悪
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
に
あ
る
た
め
、
本
来
開
発
す
る
こ
と
が
必
要

(131) 

で
あ
り
そ
れ
が
望
ま
し
い
場
面
に
お
い
て
さ
え
、
そ
れ
を
尻
込
み
さ
せ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
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2
項

二
0
-
0
年
一

0
月
、
政
府
は
「
競
争
的
な
都
市
の
設
立

(B
u
i
l
d
i
n
g
C
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
 Cities)
」
と
題
す
る
協
議
文
書
を
公
表
し
、
都
市

(138
)
 

計
画
と
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
た
め
の
資
源
管
理
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
提
案
し
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
二

0
一
三
年
九
月
に
資
源
管
理
法
改

正
法
、
地
方
自
治
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
経
過
規
定
）
改
正
法
、
地
方
自
治
体
公
式
情
報
会
議
改
正
法
の

3
本
の
法
律
と
し
て
成
立
し
た
。
改

正
に
よ
っ
て
具
体
的
に
は
、
新
た
に
設
立
さ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
策
定
す
る
最
初
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
た
め
の
特
別
手
続
の
制
定

や
、
三
二
条
の
事
前
評
価
文
書
作
成
に
関
す
る
規
定
の
変
更
の
他
、
二

0
0
九
年
改
正
で
リ
ソ
ー
ス
・
コ

ン
セ
ン
ト
の
申
請
者
が
直
接
環

境
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
る
か
否
か
に
つ
い
て
自
治
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
裁
量
を
廃
す
る
改
正
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
改

正
の
目
的
は
、
（
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
手
続
の
改
善
、
②
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
よ
る
最
初
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
手
続
の
合

(139
)
 

理
化
、
③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
意
思
決
定
の
た
め
の
情
報
基
盤
の
改
善
、
④
資
源
の
実
効
性
の
向
上
な
ど
と
説
明
さ
れ
た
。

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
改
正

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
も
こ
の
時
期
に
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
。
顕
著
で
あ
る
の
は
目
的
規
定
の
改
正
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
二

0
0
二
年
地
方
自
治
法
は
、
目
的
を

4
つ
列
挙
し
て
お
り
、
そ
の
最
後
が
、
「

(
d
)
自
治
体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
社
会
的
、
経
済

的
、
環
境
的
、
文
化
的
福
祉
を
促
進
し
、
持
続
可
能
な
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
上
で
幅
広
い
役
割
を
果
た
す
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ

が
二

0
―
二
年
の
法
改
正
に
よ
っ
て
、
「
自
治
体
が
、
良
質
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
規
制
機
能
の
遂
行
に
対
す
る
コ
ミ

(140
)
 

ュ
ニ
テ
ィ
の
現
在
及
び
将
来
の
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
形
で
幅
広
い
役
割
を
果
た
す
こ
と
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

「
自
治
の
目
的
」
と
は
、
自
治
体
が
当
該
活
動
に
関
与
す
る
の
が
合
法
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
審
査
基
準
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
改
正
は
、
そ
の
目
的
を
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
福
祉
の
向
上
」
か
ら

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ニ
ー
ズ
に
見
合

っ
て
い
る
か
」
に
変
更

し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
自
治
体
が
直
面
す
る
課
題
に
お
い
て
様
々
な
競
合
す
る
利
益
や
価
値
を
衡
量
し
な
が
ら
決
定
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第

2
節

二
0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正
へ
の
評
価
と
そ
の
他
の
問
題
点

3
項

す
る
、
と
い
う
代
表
民
王
制
の
中
心
的
な
権
能
を
果
た
す
際
に
、
衡
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
価
値
の
範
囲
を
経
済
的
費
用
便
益
の
判
断
の

み
に
限
定
し
て
し
ま
う
効
果
を
も
つ

。
す
な
わ
ち
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
ど
の
価
値
を
重
視
し
た
い
の
か
、
を
判
断
す
る
機
能
を
失
わ

(141) 

せ
る
も
の
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
。

(142)

（

143) 

こ
の
ほ
か
、
こ
の
改
正
に
お
い
て
は
、
特
別
協
議
手
続
の
利
用
の
縮
小
、
参
加

一
般
に
か
か
わ
る
手
続
の
合
理
化
、
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ヘ
の
文
書
の
提
供
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
す
る
項
目
に
絞
る
な
ど
の
情
報
提
供
の
範
囲
の
縮
小
な
ど
、

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加
を
縮
小
す
る
改
正
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
正
は
効
率
性
ぶ
効
果
性
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
た

(144
)
 

が
、
合
理
化
に
よ

っ
て
手
続
が
か
え
っ
て
複
雑
化
し
た
結
果
「
合
理
化
」
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
批
判
さ
れ
た
。

二
0
0
三
年
陸
上
交
通
管
理
法
の
改
正

陸
上
交
通
管
理
法
の
目
的
も
、
二

0
一
三
年
の
改
正
で
、
「
統
合
さ
れ
た
、
安
全
で
応
答
性
の
高
い
、
持
続
可
能
な
陸
上
輸
送
シ
ス
テ
ム

を
実
現
す
る
」
か
ら

「
公
共
の
利
益
の
た
め
に
効
果
的
、
効
率
的
、
安
全
な
陸
上
輸
送
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
」
に
変
更
さ
れ
た
。
「
公
共

の
利
益
」
を
入
れ
た
こ
と
で
、
地
方
自
治
法
の
定
め
る
地
方
自
治
法
制
定
当
初
の
目
的

(
4
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

「福
祉
」
）
と
あ
る
程

度
親
和
性
を
維
持
し
た
と
も
解
釈
で
き
る
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
議

二
0
一
三
年
の
改
正
は
、
地
方
自
治
法
の
地
方
自
治
の
目
的
規
定
の
修
正
と
同
じ
方
向
性

を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
陸
上
輸
送
シ
ス
テ
ム
が

「統
合
」
さ
れ
「
持
続
可
能
」
で
あ
る
こ
と
よ
り
も
、
「
効
果
的
」
で
「
効
率
的
」
で
あ
る

(145) 

こ
と
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

二
0
0
九
年
以
降
の
土
地
利
用
計
画
に
関
す
る

一
連
の
改
正
は
、
経
済
成
長
と
繁
栄
を
促
進
す
る
と
い
う
経
済
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
よ
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っ
て
正
当
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

界
的
金
融
危
機
や
、
二

0
1

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ヘ
の
影
響
は
比
較
的
小
さ
か
っ
た
と
は
い
え
二

0
0
八
年
か
ら
の
世

一
年
に
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
地
方
で
起
こ

っ
た
地
震
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
財
政
的
負
担
が
あ
っ
た
。

―1
0
0
0
年
後
半
に
行
わ
れ
た
こ
れ
ら

3
つ
の
法
律
の
改
正
に
つ
い
て
は
、

制
の
緩
和
と
計
画
手
続
の
合
理
化
に
よ
る
意
思
決
定
の
速
度
の
向
上
が
、
住
民
参
加
の
質
の
低
下
と
い
う
犠
牲
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
い

う
批
判
で
あ
る
。
も
う
1
つ
は
、
国
に
よ

っ
て
断
続
的
に
続
け
ら
れ
る
法
改
正
に
対
す
る
、
法
を
実
施
す
る
現
場
で
あ
る
自
治
体
か
ら
の

批
判
で
あ
る
。
こ
の
批
判
は
、
立
法
に
は
常
に
改
善
の
余
地
が
あ
る
が
、
自
治
体
（
そ
し
て
、
政
府
が
自
治
体
に
達
成
し
て
ほ
し
い
と
願

う
目
標
）
が
直
面
し
て
い
る
す
べ
て
の
問
題
が
法
改
正
で
解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

法
の
実
施
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
多
く
の
問
題
は
、
法
律
自
体
の
不
備
で
は
な
く
実
務
に
携
わ
る
者
の
熟
練
度
の
低
さ
に
由
来
す
る
も

の
だ
と
こ
の
論
者
は
言
う
。
実
務
を
向
上
さ
せ
る
に
は
時
間
が
か
か
る
が
、

っ
て
短
期
間
で
解
決
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
法
改
正
の
た
め
の
適
切
な
政
策
分
析
を
行
う
た
め
の
時
間
も
、
法
律
の
改
正
内
容
の
自
治
体

職
員
へ
の
周
知
の
機
会
や
時
間
も
十
分
に
は
と
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
不
十
分
な
法
改
正
を
繰
り
返
す
よ
り
も
、
現
場
で
丁
寧
に
実

務
を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
本
質
的
な
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
主
導
で
法
改
正
を
繰
り
返
し
、
法

(146
)
 

律
を
よ
り
混
乱
さ
せ
実
務
を
難
し
く
さ
せ
て
い
る
、
と
こ
の
論
者
は
批
判
す
る
。

次
章
以
降
、
こ
れ
ら
の
批
判
を
、

2
つ
の
側
面
か
ら
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
持
続
可
能
な
利
益
を
も
た
ら
す
。
問
題
を
法
改
正
に
よ

二
0
0
0
年
代
後
半
以
降
の
資
源
管
理
法
の
も
と
で
実
際
に
行
わ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
よ
る
ユ

ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
に
照
ら
し
て
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
手
続
に
よ
っ
て
、

よ
る
計
画
策
定
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
住
民
参
加
に

1
つ
は
、
規
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―1
0
0
0
年
代
後
半
に
進
め
ら
れ
た
改
革
の

1
つ
の
象
徴
と
も
言
え
る
の
が
、

立
で
あ
る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
設
立
は
、
最
も
人
口
の
多
い
地
域
に
お
い
て
土
地
利
用
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
長
年
の
間
分
散
的
で
無
調

整
で
あ
っ
た
と
い
う
問
題
へ
の
解
決
策
で
も
あ
っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
分
析

す
る
に
あ
た
っ
て
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
つ
い
て
ま
ず
見
て
お
き
た
い
。

現
在
、

二
〇

1
0
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
設
立

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
設

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
も
呼
ば
れ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、
人
口
約

166
万
人
（
二

0
一
七
年
現
在
）

の
都
市
で
あ
る
。

旧
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、

に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
ス
が
廃
止
さ
れ
た
後
は
、
道
路
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
、
バ
ラ
、

れ
た
特
別
目
的
の
自
治
組
織
の
寄
せ
集
め
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
国
は
、

せ
、
ま
た
広
域
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
事
業
を
実
施
す
る
広
域
政
府
を
設
立
す
る
こ
と
を
試
み
た
が
、
域
内
の
自
治
体
が
自
身
の
権
限
が

奪
わ
れ
る
こ
と
を
懸
念
し
反
対
し
た
結
果
、
成
功
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
広
域
行
政
の
不
在
は
、
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
遅
れ
に
影
響
し
た
と

(147) 、つ一
九
六
三
年
、
遂
に
特
別
目
的
の
自
治
組
織
を
吸
収
合
併
し
た
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府
(
A
u
c
k
l
a
n
d
R
e
g
i
o
n
a
l
 A
u
t
h
o
n
t
y
)
が
設

1
項
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
設
立
の
背
景

第
1
節
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
設
立

4
章

の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
最
大

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
港
湾
局
と
同
年
の

一
八
七
一
年
に
設
置
さ
れ
た
が
、
市
の
周
辺
の
エ
リ
ア
は
、

タ
ウ
ン
、
そ
の
他
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
設
立
さ

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
周
辺
の
こ
れ
ら
の
団
体
を
合
併
さ

一
八
七
六
年
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域
公
園
、
広
域
陸
上
交
通
計
画
、
乗
客
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
お
か
れ
た
。

(148
)
 

立
さ
れ
た
。

1
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府
は
、
旧
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
か
ら
上
水
道
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
計
画
局

か
ら
広
域
計
画
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
都
市
排
水
委
員
会
か
ら
下
水
処
理
事
業
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
輸
送
委
員
会
か
ら
は
バ
ス
旅
客
輸
送
な
ど
を

引
き
継
ぎ
、
か
つ
大
量
貯
水
ダ
ム
の
建
設
・
処
理
と
配
水
工
事
な
ど
の
権
限
を
与
え
ら
れ
た
。
国
内
で
最
大
の
公
営
バ
ス
の
運
営
や
、
国

と
の
合
弁
事
業
と
し
て
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
港
の
建
設
な
ど
も
行
い
、
こ
れ
ら
に
加
え
て
ご
み
処
理
、
地
域
の
道
路
管
理
な
ど
に
も
携
わ

(149
)
 

っ
た
。
通
勤
の
た
め
の
公
共
交
通
は
、
広
域
エ
リ
ア
内
の

32
の
自
治
体
と
協
働
し
て
整
備
し
た
。

に
広
域
自
治
体
、

一
九
九
二
年
に
は
、
広
域
的
判
断
の
必
要
性
か
ら
「
オ
ー

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
土
を

14
の
広
域
に
分
け
、
そ
の
う
ち

13
か
所

1
か
所
に
ユ
ニ
タ
リ
ー
を
設
置
し
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
周
辺
に
存
在
し
て
い
た

30
の
自
治
体

（
カ
ウ
ン
テ
ィ
、
バ
ラ
、
シ
テ
ィ
）
と

20
の
特
別
目
的
の
自
治
組
織
も
合
併
し
て

7
つ
の
地
域
自
治
体

(
4
つ
の
シ
テ
ィ
と

3
つ
の
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
）
と
な
っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
府
の
制
度
は
大
き
く
は
変
更
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
名
称
を
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
自
治
体

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
自
治
体
に
は
、
他
の
広
域
自
治
体
と
同
様
に
公
選
に
よ
る
議
会
が
お
か
れ
、

レ
イ
ト
税
を
徴
収
す
る
権
限
も
付
与

さ
れ
た
。
広
域
の
機
能
と
し
て
は
、
環
境
保
護
（
と
り
わ
け
水
、
土
壌
、
大
気
、
沿
岸
）
、
洪
水
管
理
、
広
域
緊
急
管
理
、
市
民
防
衛
、
広

し
か
し

一
九
八
九
年
に
行
わ
れ
た
こ
の
改
革
で
も
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
広
域
的
な
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
土
地
利
用
計
画
、
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
、
意
思
決
定
に
つ
い
て
の
統
一
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
政
権
が
交
代
し
、

ク
ラ
ン
ド
広
域
サ
ー
ビ
ス

・
ト
ラ
ス
ト
」
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
広
域
の
全
域
か
ら
選
ば
れ
た

6
名
の
代
表
か
ら
成
り
、
港
湾
会
社
、

を
果
た
し
た
が
、

広
域
の
大
規
模
上
水
・
下
水
及
び
バ
ス
会
社
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
赤
字
の
削
減
と
い
う
使
命

一
九
九
八
年
に
は
国
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
代
わ
り
に
次
は
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ
法
人
」
が
設
立
さ
れ
た

(
A
u
c
klan
d
 R
e
g
i
o
n
al
 Co
u
n
c
il)

と
改
め
た
。

一
九
八
九
年
の
地
方
自
治
制
度
改
革
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
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1
項

第
2
節
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
制
度

に
な
っ
た
。 2

項

マ
オ
リ
の
人
々
を
含
む
市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
し
た
上
で
答

が
、
こ
れ
も
二

0
0
四
年
に
国
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
、
そ
の
資
産
と
責
任
が
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
と
い
う
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
広
域
自
治
体
の
下
に
設
置
さ
れ
た
公
益
法
人
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
頻
繁
な
組
織
変
更
は
、
重
要
な
決
定
は
公
選
に
よ
る
政
治

(150
)
 

家
が
行
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
新
自
由
主
義
の
考
え
方
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
改
革
が
繰
り
返

さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
広
域
的
な
土
地
利
用
と
陸
上
交
通
の
統
合
は
、
う
ま
く
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

二
0
0
九
年
地
方
自
治
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
）
法
の
制
定

一
九
九

0
年
代
に
な
り
、
人
口
が
急
速
に
増
加
す
る
と
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
求
め
る
圧
力
は
高
ま
っ
た
と
い
う
。
オ

ー
ク
ラ
ン
ド
の
経
済
は
、
国
の
経
済
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
た
め
、

経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
労
働
党
政
権
は
、
こ
れ
を
優
先
順
位
の
高
い
課
題
と
し
て
扱
い
、

0
七
年
七
月
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
ガ
バ

ナ
ン
ス
に
関
す
る
勅
命
委
員
会

(T
h
e
R
o
y
a
l
 C
o
m
m
1
s
s
1
o
n
 o
n
 A
u
c
k
l
a
n
d
 G
o
v
e
r
n
a
n
c
e
)
を
立

(151
)
 

ち
上
げ
た
。
任
命
に
よ
る

3
名
の
委
員
か
ら
構
成
さ
れ
る
勅
命
委
員
会
は
、

申
及
び
勧
告
を
公
表
し
た
。
こ
の
と
き
に
は
政
権
は
国
民
党
に
移
っ
て
い
た
が
、
勧
告
の
一
部
が
こ
の
政
権
の
下
で
政
策
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
た
。
二

0
0
九
年
地
方
自
治
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
）
法
（
以
下
、
二

0
0
九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
）
の
制
定
は
、
そ
の

1
つ

(152
)
 

で
あ
っ
た
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
自
治
体
と

7
つ
の
地
域
自
治
体
は
合
併
し
て

1
つ
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
と
な
る
こ
と

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
執
行
体
制

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
周
辺
の
過
密
に
よ
る
経
済
へ
の
悪
影
響
は
、
国
の
二
0
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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は

ユ
ニ
タ
リ
ー
と
し
て
設
置
さ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、
多
く
の
点
で
他
の
自
治
体
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
新
た
に
設
立
さ
れ

(154
)
 

た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
執
行
体
制
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

第

1
に
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
よ
り
実
質
的
な
二
層
制
を
と
る
。
広
域
の
層
に
は
、

「広
域
で
選
ば
れ
る

1
名
の
公
選
の
市
長
と

13
の
選

挙
区
か
ら
選
出
さ
れ
る

20名
の
議
員
か
ら
な
る
統
治
機
関
（
以
下
、
広
域
統
治
機
関
）
」
が
新
た
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
域
の
層

に
は
、
公
選
の
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
る

21
の
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
が
お
か
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
広
域
と
地
域
と
に
よ
る
共
同
で
補
完
的
な

(155
)
 

統
治
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の
役
割
に
つ
い
て
、

①
そ
の
管
轄
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
っ

て
、
ま
た
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
代
表
し
て
民
主
的
な
決
定
を
行
う
こ
と
、
②
そ
の
管
轄
内
で
、
自
治
体
の
目
的
が
よ
り
成
果
を
上
げ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
、
と
定
め
る
。

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
は
、
広
域
の
意
思
決
定
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
担

っ
た
。
具
体
的
な
手
続
と
し
て
は
、
例
え
ば
広
域
統
治
機
関
が
広
域
戦
略
や
広
域
レ
ベ
ル
の
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、
各
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー

や
選
好
を
反
映
し
た
「
戦
略
」
と
「

3
年
計
画
」
を

3
年
に

1
度
、
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
す
べ
て
の
ロ
ー
カ
ル

ボ
ー
ド
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
財
政
措
置
に
つ
い
て
、
広
域
統
治
機
関
と
の
間
で
合
意
の
上
、
「
協
定
」
を
締
結
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
合
意
の
結
果
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
全
域
の
優
先
事
項
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
全
体
の
予
算
に
関
し
て
広
域
統
治
機

(156
)
 

関
が
行
う
決
定
の
中
に
、
各
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の

3
年
計
画
に
示
さ
れ
た
優
先
事
項
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

第

2
に、

二
0
0
九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
は
、
市
長
の
権
限
を
強
化
し
た
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

地
域
自
治
体
の
首
長
は
歴
史
的
に
も
公
選
さ
れ
て
き
た
が
、
広
域
自
治
体
に
お
い
て
は
、
首
長
は
、
議
員
の
互
選
で
選
ば
れ
た
議
長
が
務

め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
つ
い
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
首
長
公
選
制
度
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
、
強
力

ド
が
地
域
住
民
の
意
見
を
ま
と
め
て
提
出
す
る
な
ど
で
あ
る
。
そ
の

一
方、

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
自
身
も
、
そ
の
地
域
の
住
民
の
優
先
事
項

二
0
0
九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
の
一

0
節
は
、
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2
項

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
特
徴
の
第

3
は、

(160
)
 

と
で
あ
る
。

几
又
一
舟

で
可
視
的
な
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お

い
て
初
め
て
都
市
部
に
設
置
さ
れ
た
ユ
ニ
タ
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
、
広
域
計
画
を
含
む
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
全
域
に
お
け
る
長
年
の
課
題
で

(157
)
 

あ
っ
た
分
散
と
無
秩
序
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
目
的
達
成
の
中
心
と
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
長
が
こ
れ
ま
で
の
首
長
と
異
な
る
の
は
、

2
つ
の
点
に
お
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
首
長
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
こ

れ
ま
で
の
名
目
的
で
象
徴
的
な
役
割
に
加
え
て
、
新
た
な
権
限
を
付
与
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
第

2
に
、
市
長
の
権
限
が
法
律
に
明
記
さ
れ

(158
)
 

る
よ
う
に
な

っ
た
点
で
あ
る
。

二
0
0
九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
は
、
市
長
の
役
割
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
る
。
①
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、

そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
、

②
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
寄
与
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
す

る
こ
と
、
③
自
治
体
の
計
画
案
、
政
策
方
針
案
、
予
算
案
を
作
成
す
る
こ
と
、

④
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と
、
ま
だ
選
挙
権
を
持
た
な
い
未
成

年
者
を
含
む
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
人
々
と
の
間
の
有
効
な
結
び
つ
き
を
確
保
す
る
こ
と
、

で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
役
割
を
推
進
す
る
為
、
同
法
は
市
長
に
特
に
以
下
の
よ
う
な
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。
①
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
、

的
な
ま
た
は
特
定
の
（
た
と
え
ば
、
文
化
、
民
族
、
地
域
ま
た
は
他
の
共
通
利
益
を
持
つ
）
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
民
と
関
わ
り
あ
う
た
め
の

手
続
と
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
す
る
権
限
、

②
副
市
長
を
指
名
す
る
権
限
、

③
広
域
統
治
主
体
の
中
に
委
員
会
を
設
置
す
る
権
限
、

④
上
記

(159) 

の
委
員
会
の
委
員
長
を
指
名
す
る
権
限
、

⑤
適
切
な
職
員
を
雇
い
、
首
長
部
門
を
設
立
運
営
す
る
権
限
、
で
あ
る
。

マ
オ
リ
の
人
々
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
を
確
保
す
る
た
め
の
法
定
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
こ

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
制
度
へ
の
評
価
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新
た
な
制
度
を
確
立
し
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

い
る
。
自
治
体
の
議
員
と
比
べ
て
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の
代
表
の
人
数
は
人
口
の
割
り
に
少
な
い
上
に
、
本
来
住
民
と
の
関
わ
り
を
深
め
る

こ
と
を
意
図
し
た
制
度
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
管
轄
す
る
地
域
の
人
口
が

7
万
人
を
超
え
る
よ
う
な
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
も
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
当
初
の
目
的
で
あ
る
、
市
民
か
ら
近
い
自
治
組
織
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
疑
問
視
す
る

(162) 

論
者
も
い
る
。

次
に
、

い
る
。

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
と
広
域
統
治
機
関
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
は
、
広
域
統
治
機
関
と
比
べ
て
権
限
は
小
さ
く
財
政
に
つ
い
て
は
多
く
の
制
約
が
あ
る
。
条
例

(
b
y
l
a
w
)
制
定

過
程
へ
の
参
加
に
つ
い
て
も
、
広
域
統
治
機
関
に
対
し
て
提
案
す
る
こ
と
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
広
域
レ
ベ
ル
の
統
治
機
構
に
は
広

域
の
事
項
に
従
事
さ
せ
る
一
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
代
表
か
ら
成
る
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
に
は
地
域
の
事
項
を
集
中
的
に
扱
わ
せ
る
、
と
い

面
）

う
の
が
こ
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
が
、
「
試
行
中
」
で
あ
り
、
ま
だ
成
果
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

2
つ
目
の
強
化
さ
れ
た
市
長
制
度
に
つ
い
て
は
、
評
価
は
対
立
的
で
あ
る
。
ま
ず
、
直
接
公
選
の
首
長
と
い
う
制
度
自
体
に
つ
い
て
は
、

大
統
領
ス
タ
イ
ル
の
市
長
は
地
方
レ
ベ
ル
の
民
主
主
義
と
は
相
容
れ
な
い
、
と
い
う
批
判
的
な
見
解
が
あ
る
一
方
で
、
直
接
公
選
の
首
長

は
、
互
選
で
選
ば
れ
た
議
長
兼
首
長
よ
り
も
高
い
度
合
い
で
民
主
的
な
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
を
果
た
す
、
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
さ
ら

に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
中
央
主
権
的
な
国
に
お
い
て
は
、
国
に
対
抗
す
る
た
め
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
に
率
い
ら
れ
る
強
い
自
治

(164
)
 

体
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
も
見
ら
れ
る
。

次
に
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
け
る
首
長
権
限
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
公
開
で
透
明
性
の
高
い
議
会
に
よ
っ
て
適
切
に
監
視
さ
れ
て
い

る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、
自
治
体
の
徴
収
す
る
財
産
税
が
自
治
体
の
歳
入
の

60
％
を
構
成
し
て
お
り
、
国
か
ら
の

ま
ず
、
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
と
住
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の
存
在
に
関
す
る
住
民
の
認
識
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
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ド
オ
フ
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
は
予
算
絹
成
に
お
け
る
柔
軟
性
が
な
く
、
広
域
の

補
助
金
は
多
く
な
い
方
の
自
治
体
で
あ
る
と
い
う
。
議
会
に
よ
る
監
視
は
、
市
長
が
、
こ
の
よ
う
な
財
政
力
に
よ

っ
て
、
国
か
ら
独
立
し

て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
領
域
、
す
な
わ
ち
計
画
（
長
期
計
画
、
年
次
計
画
を
含
む
）
、
政
策
方
針
及
び

（廊
）

予
算
の
策
定
過
程
に
お
い
て
も
機
能
し
て
い
る
と
い
う
。

3
つ
目
の
マ
オ
リ
の
人
々
の
参
加
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
人
口
に
見
合
っ
た
代
表
が
選
出
さ
れ
て
い
な
い
と
す

る
批
判
が
強
い
。
多
様
性
こ
そ
が
民
主
主
義
の
指
標
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
体
的
に

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
系
住
民
以
外
の
代
表
が
少
な
い

(166
)
 

と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
対
し
て
二
0
一
六
年
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
る
と
、

(167
)
 

て
は

4
つ
の
点
に
お
い
て
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
1
に
、
組
織
の
構
造
と
文
化
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
複
雑
さ
が
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
点
、
第

2
に
、
広
域
統
治
機
関
と
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の
権
限
の
役
割
分
担
が
明
白
で
な
く
、
機
能
が
重
複
し

て
い
る
点
、
第

3
に
、
広
域
統
治
機
関
は
、
責
任
が
広
範
囲
に
わ
た
る
た
め
、

ま
た
、

1
つ
の
決
定
を
行
う
た
め
に
は
複
数
の
利
益
間
の
ト
レ
ー

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
は
そ
う
で
な
い
た
め
、
両
者
の
交
渉
過
程
に
お
い
て

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
が
自
身
の
地

域
の
福
祉
の
向
上
を
要
求
す
る
動
機
が
強
い
と
い
う
点
、
第

4
に、

意
思
決
定
に
お
い
て
地
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
い
点
、

で
あ
る
。

二
0
0
九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
は
、
勅
命
委
員
会
の
勧
告
の
多
く
に
従
わ
ず
に
制
定
さ
れ
た
た
め
、

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。
特
に
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と
国
と
の
間
の
緊
張
関
係
は
重
要
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お

い
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
経
済
的
な
支
配
力
は
非
常
に
大
き
い

。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

(168
)
 

式
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
存
在
し
な
い
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

い
く
つ
か
の
課
題
が

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と
国
と
が
協
議
す
る
た
め
の
公

ユ
ニ
タ
リ
ー
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
執
行
体
制
に
つ
い
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財
政
措
置
に
つ
い
て
示
す
法
定
計
画
で
あ
る
。

二
0
1
0
年
の
合
併
に
よ

っ
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
ユ
ニ
タ
リ
ー
と
な

っ
た
の
で
、

画
と
広
域
計
画
の
両
方
の
要
素
を
兼
ね
備
え
た
、

ユ
ニ

タ
リ
ー
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
加
え
て
、
二

0
0

九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
が
、
七
九
条
と
八

0
条
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
空
間
計
画
（
以
下
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
）

の
策

定
を
義
務
づ
け
て
い
る
（
二

0
1
0
年
の
修
正
に
よ
る
）
。
そ
こ
で
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
い
て
は
、
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
と
し
て

ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
、
そ
の
他
の
領
域
も
含
め
る
と
地
方
自
治
法
上
の
長
期
計
画

（
財
政
計
画
）
及
び

年
次
計
画
、

二

0
0
九
年
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
）
法
に
も
と
づ
く
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
の
計
画
な
ど
の
複
数
の
計
画
が
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
い
て
競
合
す
る
計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
説

明
に
よ
る
と
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
が
、
市
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
し
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
単
一
で
包
括
的
か
つ
長
期
的
な
発

展
戦
略
で
あ
り
、
全
て
の
計
画
の
頂
点
に
お
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
下
に
他
の
計
画
が
階
層
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
の
も
と
で
作
成
さ
れ
る

ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
は
、

画
で
あ
り
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
の
定
め
る
戦
略
的
方
向
性
を
実
現
す
る
最
も
重
要
な
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
地

方
自
治
法
に
も
と
づ
い
て
策
定
さ
れ
る
長
期
計
画
は
、

こ
の
ほ
か
、

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
が
作
成
す
る
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
計
画
と
ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
協
定
が
あ
る
。

こ。t
 

は
ヽ

ヽ
~

，
 

25

第

3
節

‘,¥ 

1
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
け
る
計
画
の
競
合

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
土
地
利
用
計
画

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
主
要
な
土
地
利
用
計
画
を
示
す
法
定
計

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の

10
年
間
の
活
動
及
び
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
事
業
と
そ
の

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
計
画
は
す

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
い
て
地
域
計
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二
0
0九
年

（オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
）
法
は
、
空
間
計
画
の
目
的
を
、
オ
ー
ク

で
に
見
た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
示
し
た
優
先
事
項
と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
に
も

長
期
計
画
に
も
反
映
さ
れ
る
。

ロ
ー
カ
ル
ボ
ー
ド
協
定
は
毎
年
、
広
域
統
治
機

関
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
エ
リ

ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
出
で
き
る
予
算
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に

も
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
経
済
発
展
戦
略
や
シ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
・
マ
ス
タ
ー

計
画
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
計
画
な
ど
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
を
実

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
の
根
拠

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
に
ヴ

イ
ジ
ョ
ン
を
提
供
す
る
計
画
で
あ
る
た
め
、
ま
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ

ー
計
画
と
の
役
割
分
担
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
簡
単
に
紹
介
を
す
る
。

ラ
ン
ド
の
成
長
及
び
発
展
に
つ
い
て
の
包
括
的
、
効
果
的
か
つ
長
期
的

(20年

か
ら

30
年
）
な
戦
略
を
通
じ
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
社
会
的
、
経
済
的
、
環
境

2
項

段
と
な
る
よ
う
構
成
さ
れ
て
い
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
計
画
は
、

下
位
の
計
画
が
上
位
の
計
画
を
実
施
す
る
手

施
す
る
上
で
重
要
な
手
段
が
こ
の
体
制
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
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3
項

さ
ら
に
空
間
計
画
は
、

た
ち
と
と
も
に

的
及
び
文
化
的
な
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
と
定
め
る
（
七
九
条
一
項
）
。
そ
し
て
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
空
間

計
画
を
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
。
ま
ず
、

(
a
)
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と
そ
の
域
内
の
個
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
社
会
的
目
的
、
経
済
的
目
的
、
環
境
的
目
的
及
び
文
化
的
目
的
を
統
合
す
る
戦
略
的
な
方
向
性
を
示
し
、

(
b
)
こ
の
方
向
性
と
そ
れ
ぞ

れ
の
目
的
の
達
成
を
可
能
に
す
る
高
次
の
発
展
戦
略
の
枠
組
み
を
示
し
、

(
C
)

そ
の
戦
略
に
し
た
が

っ
て
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
お
い
て
必

要
な
イ
ン
フ
ラ
、
サ
ー
ビ
ス
、
投
資
を
将
来
的
に
行
う
べ
き
場
所
と
時
期
を
決
定
す
る
た
め
に
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
そ
の
他
の
当
事
者

画
及
び
財
政
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
結
び
つ
け
る
土
台
を
提
供
す
る
も
の
、

一
貫
性
が
あ
り
調
和
の
と
れ
た
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
し
、

(
d
)
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
実
施
計
画
、
規
制
計

(169
)
 

で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
お
け
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
役
割
を
記
述
し
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
成
長
が
ど
の
よ
う
に

連
鎖
す
る
の
か
を
含
め
た
、
将
来
の
発
展
の
道
筋
及
び
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
の
見
通
し
を
視
覚
的
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。

空
間
計
画
は
、
ま
た
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
お
け
る
動
向
、
機
会
ま
た
は
制
約
に
つ
い
て
の
証
拠
を
含
む
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
意
思
決
定

の
根
拠
と
な
る
も
の
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

二
0
ニ
―
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
の
策
定
と
内
容

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
設
立
後
、
間
も
な
く
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
の
策
定
に
着
手
し
た
。

経
て
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
計
画
案

(Draft
A
u
c
k
l
a
n
d
 Plan)
を
策
定
し
、
最
終
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
計
画

(Final
A
u
c
k
l
a
n
d
 Plan)
が
公
表
さ
れ

た
の
は

17
か
月
後
の

二
0
ご
一
年
―
―
―月
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
設
立
か
ら

18
か
月
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
協
議
過
程
を

で
あ
っ
た
。
完
成
し
た
二

0
―
二
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市

空
間
計
画
は
、
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
社
会
的
、
経
済
的
、
環
境
的
、
そ
し
て
文
化
的
福
祉
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
「
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
の
成
長
と
発
展
の
た
め
の
包
括
的
か
つ
効
果
的
な
長
期

(20
年
か
ら

30
年
）
戦
略
」
で
あ
っ
た
。
「オ
ー
ク
ラ

ン
ド
を
世
界
で
も
っ
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4
項

先
順
位
、
土
地
の
配
分
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
投
資
が
示
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
初
の
も

と
も
住
み
や
す
い
都
市
に
す
る
」
と
い
う
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
こ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
生
活
や
経
済
の
す
べ
て

の
側
面
に
つ
い
て
網
羅
的
で
詳
細
な
目
的
と
目
標

(t
a
r
g
e
t
)
を
示
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
と

っ
て
「
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
る
資
料
」
と

(170
)
 

称
さ
れ
た
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
に
は
、
住
宅
エ
リ
ア
、
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
、
及
び
郊
外
の
製
造
・
産
業
活
動
エ
リ
ア
に
つ
い
て
の
現
在
及

び
将
来
の
位
置
、
ま
た
輸
送
施
設
、
上
水

・
下
水
処
理
施
設
、
公
共
空
地
及
び
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
の
現
在
及
び
将
来
の
位
置
、

さ
ら
に
国
家
的
に
も
広
域
的
に
も
重
要
な
余
暇
エ
リ
ア
と
公
共
空
地
エ
リ
ア
、
開
発
か
ら
保
護
さ
れ
る
べ
き
生
態
系
保
護
エ
リ
ア
、
開
発

へ
の
環
境
上
の
制
限
、
風
景
や
歴
史
的
遺
産
の
エ
リ
ア
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
戦
略
の
方
向
性
を
実
施
す
る
た
め
の
政
策
方
針
、
優

二

0
―
二
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
は
、
空
間
利
用
計
画
の
目
的
で
策
定
さ
れ
る
計
画
と
し
て
は
、

(171
)
 

の
で
あ

っ
た
た
め
、
他
の
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
計
画

2
0
5
0
の
策
定

二

0
―
二
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
計
画
に
は

6
年
後
の
見
直
し
条
項
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
見
直
し
を
機
に
二

0
一
八
年

に
全
面
的
な
改
訂
が
行
わ
れ
た
。
見
直
し
が
全
面
的
な
改
訂
に
な

っ
た
理
由
は
、

二

0
―
二
年
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
に
つ
い
て
い

（叩
）

く
つ
か
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

第

1
に
、
計
画
策
定
後
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
成
長
が
計
画
策
定
時
に
想
定
し
て
い
た
よ
り
遥
か
に
大
き
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

―
二
年
の
計
画
は
二

0
0
六
年
の
国
勢
調
壺
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
い
て
い
た
が
、
も
は
や
当
時
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
計
画
は
現
実
的
で

は
な
く
、
新
し
い
デ
ー
タ
に
も
と
づ

い
て
計
画
を
立
て
る
必
要
が
出
て
き
た
と

い
う
。
ま
た
、

二
0

二

0
―
二
年
計
画
策
定
以
降
の
戦
略
的
な
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反
映
さ
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

第

2
に
、
構
成
の
問
題
が
あ
っ
た
。
二
0
―
二
年
の
計
画
は
、
発
展
戦
略
が
他
の
戦
略
上
の
方
向
性
と
は
別
方
向
で
設
定
さ
れ
て
い
た

り
、
何
層
に
分
か
れ
た
複
雑
な
構
造
を
し
て
い
た
た
め
住
民
に
理
解
し
づ
ら
い
、
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
せ
い
で
執
行
も
し
づ
ら
く

な

っ
て
い
た
。
ま
た
、
異
な
る
要
素
間
の
統
合
が
十
分
に
図
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

他
の
計
画
や
プ
ロ
セ
ス
に
含
ま
れ
る
べ
き
詳
細
な
内

第

3
に
、
実
効
性
の
問
題
と
し
て
、
計
画
で
示
さ
れ
る
多
様
な
戦
略
的
方
向
性
の
中
で
優
先
順
位
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、

タ
ー

ゲ
ッ
ト
が
多
す
ぎ
る
こ
と
、
数
値
で
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
進
捗
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
計
画
対
象
の

土
地
等
に
対
す
る
所
有
権
が
不
明
確
で
あ
る
な
ど
の
現
実
の
問
題
も
あ
っ
た
。

最
後
に
、
技
術
的
な
問
題
と
し
て
、
二
0
―
二
年
の
計
画
で
は
文
書
の
形
式
が
ハ

ー
ド
コ
ピ
ー
の
資
料
で
あ
る
た
め
、
昨
今
の
変
更
を

二
0
―
二
年
の
計
画
は
も
は
や
市
の
政
策
決
定
の
た
め
に
必
要
な
指
針
を
提
供
し
て
い
な
い
と
い
う
結
論
か
ら
、

二
0
一
八
年
六
月
に

改
訂
版
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
と
し
て
、
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
計
画

2
0
5
0
」
が
策
定
さ
れ
た
。
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
計
画

2
0
5
0
」

は
、
よ
り
簡
素
な
構
造
を
と
り
、
政
策
方
針
、
方
法
、
成
果
が
明
確
に
連
携
し
あ
っ
た
合
理
的
な
空
間
計
画
と
な

っ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

(113) 

こ
の
計
画
が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
次
の

30
年
間
の
発
展
の
枠
組
み
と
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

容
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
た
。

事
業
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
不
便
で
あ
っ
た
。
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オ
ー
ク
ラ
ン
ド

・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
は
、
二

0
一
三
年
九
月
か
ら
開
始
さ
れ
、
二
0
一
六
年
―
一
月

一
五
日
か
ら
一
部
施
行
が

(174
)
 

始
ま
っ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
ユ
ニ
タ
リ
ー
で
あ
る
た
め
、

の
要
素
を
含
む
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

ド
市
は
、
こ
の
規
定
に
し
た
が
い
、
広
域
政
策
方
針
文
書
、
広
域
沿
岸
計
画
、
広
域
計
画
、
地
域
計
画
を
結
合
し
た
形
式
で
の
ユ
ニ
タ
リ

旧
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
策
方
針
文
書
、

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
の
下
で
は

ユ
ニ
タ
リ
ー
計

二
0
0
九
年
の
法
改
正
で
計
画
の
結
合
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
オ
ー
ク
ラ
ン

ー
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
こ
の
地
域
で
運
用
さ
れ
て
き
た
、

(175) 

7
つ
の
地
域
計
画
の
計
12
の
計
画
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

4
つ
の
広
域
計
画
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
自
体
も
、
階
層
的
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
を
構
成
す
る
文

書
の
中
で
最
も
上
位
に
置
か
れ
る
の
が
、
広
域
政
策
方
針
文
書
で
あ
る
。
広
域
政
策
方
針
文
書
は
、
国
が
策
定
す
る
、
よ
り
上
位
の
全
国

政
策
方
針
文
書
と

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
沿
岸
政
策
方
針
文
書
を
実
施
す
る
も
の
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

画
の
中
に
定
め
ら
れ
て
い
る
他
の
規
定
は
、
広
域
政
策
方
針
文
書
を
実
施
す
る
も
の
、
と
さ
れ
る
。

政
策
方
針
文
書
と
計
画
の
序
列
は
重
要
で
あ
り
、
上
位
の
目
標
と
政
策
方
針
は
、
下
位
の
目
標
と
政
策
方
針
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
る
。

自
然
的
物
的
資
源
の
統
合
的
管
理
、

土
地
の
使
用
、
開
発
及
び
保
護
の
効
果
を
統
合
的
に
管
理
す
る
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
序
列
に
し
た
が
っ
て
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
目
標
、
政
策
方
針
及
び
手
段
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

1
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
構
成

第
1
節

オ

ー

ク

ラ

ン

ド

・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
構
成
と
内
容

5
章

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
、

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
ぎ
、
地
域
計
画
と
広
域
計
画
の
両
方

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
と
ガ
バ
ナ
ン
ス



181 ニュージーランドの土地利用計画策定における住民参加のガバナンス (265) 

表

(
S
c
h
e
d
u
l
e
s
)
、

付
録

(
A
p
p
e
n
d
i
c
e
s
)
、
N
章

各
章
の
中
を
見
て
み
る
と
、
章
ご
と
に
、
そ
の
章
の
扱
う
事
項
に
つ
い
て
の
目
標

(objectives
)
と
政
策
方
針

(policies)

が
示
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
広
域
計
画
や
地
域
計
画
の
法
定
記
載
事
項
で
あ
る
、
「
特
定
の
資
源
管
理
に
関
す
る
事
項

(
m
a
t
,

t
e
r
)
、
問
題

(issue)

及
び
場
所

(location)

に
適
用
さ
れ
る
規
則

(rules)
」
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
資
源
管
理
法
八

0
条
は
、
複

数
の
計
画
を
結
合
さ
せ
る
場
合
に
は
各
項
目
が
ど
の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
か
を
明
記
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
た
め
、
オ
ー
ク

ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
で
は
、
章
内
の
項
目
ご
と
に
、

ゾ
ー
ン

(
N
o
n
e
s
)
、
I
章
M
章

地
区

(
P
r
e
c
i
n
c
t
s
)
、
J
章

ク
ラ
ン
ド
全
域

(
A
u
c
k
l
a
n
d
,
W
i
d
e
)

F
章

定
義

(Definitions)
、
K
章

附
則
・
別

(176
)
 

を
着
実
に
実
施
し
て
い
く
と
き
、
最
終
的
な
目
標
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
の
分
析
を
目
的
と
す
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内
容
の
計
画
の
策
定

に
住
民
が
参
加
し
た
の
か
を
知
っ
て
お
く
た
め
に
、
こ
こ
で
計
画
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
。

二
0
一
六
年
に
完
成
し
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
は
、
以
下
で
見
る
と
お
り
、
広
域
沿
岸
計
画
、
広
域
計
画
、
地
域
計
画

を
分
解
し
て
内
容
ご
と
に
整
理
し
た
体
系
と
な

っ
て
い
る
。
広
域
政
策
方
針
文
書
だ
け
は
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
づ

<
B章
に
完
全

(177) 

な
形
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

沿
岸

(Coastal)
、

c章

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

G
章

針
文
書

(
R
e
g
i
o
n
a
l
P
o
l
i
c
y
 S
t
a
t
e
m
e
n
t
)
、

一
般
原
則

(
G
e
n
e
r
a
l
R
u
l
e
s
)
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
は
、

14
章
か
ら
成
る
。

A
章

2
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
内
容

D
章

加
重
的
規
制

(
O
v
e
r
l
a
y
s
)
、
広
域
政
策
方

農
村
部
都
市
部
境
界

(
R
u
r
a
l
U
r
b
a
n
 B
o
u
n
d
a
r
y
)
、

指
定

(
D
e
s
1
g
n
a
t
1
o
n
s
)
、

マ
オ
リ
語
用
語
集

(
G
l
o
s
s
a
r
y
of M
a
o
r
i
 T
e
r
m
s
)
 

L
章

）、

(
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 

B
章

E
章

で
あ
る
。

H
章

タ
イ
ト
ル
の
横
に
、
そ
れ
が
広
域
沿
岸
計
画
で
定
め
る
べ
き
内
容
を
記
し
て

オ
ー
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が
活
動
基
準
の
設
定
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

い
る
の
で
あ
れ
ば
「
r
e
p
」
、
広
域
計
画
に
定
め
る
べ
き
内
容
を
記
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
r
p
」
、
地
域
計
画
で
定
め
る
べ
き
内
容
を
記
し

(178
)
 

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
「
t
p
」
と
い
う
略
語
の
タ
グ
を
付
け
て
い
る
。

例
え
ば
、

D
章
加
重
的
規
制
の
中
の
自
然
資
源

(
N
a
t
u
r
a
l
R
e
s
o
u
r
c
e
)

の
部
の
「
1
節

(
H
i
g
h
,
u
s
e
 A
q
m
f
e
r
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 A
r
e
a
s
 O
v
e
r
l
a
y
)
」
で
は
「

一
項

背
景

(B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
)
」
に
つ
づ
く
「
二
項

Jectives
)
」
に
お
い
て
、
「
目
標
」
の
文
字
の
後
ろ
に
こ
の
部
分
が
広
域
計
画
の
一
部
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
す

[
r
p
]

の
タ
グ
が
付

(179
)
 

さ
れ
て
い
る
。

因
み
に
二
項

「
目
標
」
は
、
「
益
向
利
用
帯
水
層
管
理
エ
リ
ア
加
重
規
制
ク
で
特
定
さ
れ
た
帯
水
層
が
、
既
存
お
よ
び
将
来
の
取
水
需
要

に
対
応
し
続
け
、
か
つ
、
地
表
河
川
に
ベ
ー
ス
フ
ロ
ー
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
管
理
さ
れ
る
」
べ
き
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
資
源
に

適
用
さ
れ
る
、
「
三
項

政
策
方
針

(Policies
[rp]
)
」
は
、

「
(
l
)
下
表
に
示
さ
れ
た
ク
高
利
用
帯
水
層
管
理
エ
リ
ア
ク
か
ら
水
を
取
得

し
使
用
す
る
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
下
水
の
配
分
が
水
の
可
用
性

(
w
a
t
e
r
availability levels
)

を
超
え
な
い
よ
う
に
：
．．．． 

管
理
す
る
。

(
2
)
下
表
に
示
さ
れ
た

ク高
利
用
帯
水
層
管
理
エ
リ
ア
ク
か
ら
水
を
取
得
し
て
使
用
す
る
者
に
は
、

れ
て
い
る
使
用
を
除
き
、
水
の
可
用
性
へ
の
影
響
を
評
価
し
か
つ
水
の
可
用
性
に
関
す
る
新
情
報
を
考
慮
す
る
た
め
、
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン

(180
)
 

セ
ン
ト
の
取
得
を
義
務
付
け
る
」
と
記
し
て
い
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
空
間
計
画
や
地
方
自
治
法
上
の
長
期
計
画
、
年
次
計
画
等
が
非
規
制
的
な
法
定
計
画
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

リ
ー
計
画
は
、
規
制
的
な
手
段
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

目
標

(
O
b
,

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
で
許
可
さ

ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
は
、
広
域
政
策
方
針
宣
言
の
目
標
と
政

策
方
針
を
実
施
す
る
た
め
に
、
次
の

6
つ
の
規
制
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
1
が

一
般
原
則
、
第
2
が
加
重
的
規
制
、
第
3
が

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
全
域
へ
の
規
制
、
第
4
が
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
規
制
、
第
5
が
地
区
の
特
性
を
出
す
た
め
の
地
区
ご
と
の
規
定
、
第
6

ユ
ニ
タ

高
利
用
帯
水
層
管
理
エ
リ
ア
の
加
重
的
規
制
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3
項

申
請
す
る
よ
り
他
な
い
。

た
と
え
ば

一
般
原
則
に
つ
い
て
書
か
れ
た

C
章
に
は
、
広
域
政
策
方
針
文
書
や
そ
の
他
に
特
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
計
画
全
体

に
適
用
さ
れ
る

一
般
的
な
規
則
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
手
続
の
中
で
適
用
さ
れ
る
よ

う
な
手
続
的
規
則
も
あ
る
。
そ
の
他
、
複
数
の
活
動
や
計
画
が
か
か
わ
る
場
合
の
評
価
方
法
や
、
活
動
基
準
違
反
の
評
価
方
法
な
ど
が
書

前
述
の
よ
う
に
、

D
章
に
記
載
さ
れ
た
加
重
的
規
制
で
は
、
エ
リ
ア
ま
た
は
資
源
に
関
連
す
る
特
定
の
価
値
の
保
護
、
維
持
及
び
促
進

を
管
理
す
る
た
め
に
、
ゾ
ー
ン
や
地
区
の
境
界
線
に
拘
束
さ
れ
ず
に
加
重
の
規
則
を
課
し
て
い
る
。
そ
の

一
方
、
土
地
利
用
の
違
い
に
よ

(181
)

（

182
)
 

る
逆
感
度

(
r
e
v
e
r
s
e
sensitivity effects)

の
影
響
へ
の
対
処
な
ど
、
計
画
上
の
特
定
の
問
題
に
つ
い
て
も
管
理
す
る
。

次
に
、
規
制
の
対
象
と
な
る
私
人
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
の
記
載
を
見
る
と
、
こ
れ
は

5
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
①
許
容
さ
れ
る
活

動
、
②
分
類
さ
れ
た
被
規
制
活
動
、
③
未
分
類
の
被
制
限
活
動
、
④
基
準
に
適
合
し
な
い
活
動
、
⑤
禁
止
さ
れ
た
活
動
で
あ
る
。
②
、
③
、

④
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
を
行
う
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
必
要
が
あ
り
、

①
に
は
必
要
な
い
。
⑤
の
活
動

は
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
⑤
の
活
動
を
行
う
た
め
に
は
、
個
別
変
更
手
続
に
よ

っ
て
計
画
自
体
の
変
更
を

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
政
策
方
針
文
書

広
域
政
策
方
針
宣
言
の
目
的
は
、
第

1
に
広
域
エ
リ
ア
で
の
資
源
管
理
上
の
課
題
の
概
要
、
第

2
に
広
域
全
体
の
自
然
的
物
的
資
源
の

統
合
的
な
管
理
を
実
現
す
る
た
め
の
政
策
方
針
と
手
法
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
資
源
管
理
法
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。

広
域
政
策
方
針
文
書
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
法
定
計
画
を
参
照
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

（
六
一
条
二
項
と

2
A
項
）
、
ま
た
、
商
業
上

(183
)
 

の
競
争
や
競
争
の
効
果
を
考
慮
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い

。

か
れ
て
い
る
。
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オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
、
広
域
政
策
文
書
に
必
ず
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
定
記
載
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
広
域
エ
リ
ア
に
お
け
る
重
要
な
資
源
管
理
上
の
課
題

②
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
広
域
エ
リ
ア
に
お
け
る
先
住
民
族
自
治
組
織
に
と

っ
て
重
要
な
資
源
管
理
上
の
課
題

③
達
成
さ
れ
る
べ
き
目
標

①
こ
れ
ら
の
課
題
と
目
標
の
た
め
の
政
策
方
針
、
及
び
こ
れ
ら
の
政
策
方
針
に
関
す
る
説
明

固
こ
れ
ら
の
政
策
方
針
を
実
施
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
法
（
ル
ー
ル
を
除
く
）

①
そ
れ
ら
の
目
標
、
政
策
方
針
及
び
実
施
の
手
法
を
採
用
し
た
主
た
る
理
由

mこ
れ
ら
の
政
策
方
針
と
手
法
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
期
待
さ
れ
る
結
果

⑧
自
治
体
の
境
界
線
を
越
え
る
課
題
、
ま
た
は
広
域
エ
リ
ア
に
わ
た
る
課
題
に
対
処
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
続

①
政
策
方
針
と
手
法
の
効
率
性
と
有
効
性
を
監
視
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
手
続

⑩
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
く
自
治
体
の
機
能
、
権
限
、
義
務
の
た
め
の
必
要
な
そ
の
他
の
情
報
、
で
あ
る
。

で
は
、
い
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
広
域
エ
リ
ア
が
関
連
す
る
重
要
な
資
源
管
理
上
の
課
題
と
は
何
か
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
政
策
方
針
文
書

に
よ
る
と
、

①
都
市
の
成
長
と
形
態
、

②
イ
ン
フ
ラ
、
輸
送
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

③
文
化
遺
産
と
地
域
的
特
徴
、

④
自
然
遺
産

（景
観
、
自

然
の
特
徴
、
火
山
の
眺
望
と
樹
木
）
、
⑤
土
地
の
権
利

(
M
g
a
W
h
e
n
u
a
)
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
、

⑥
天
然
資
源
、

⑦
沿
岸
環
境
、

⑧
農

村
地
域
の
環
境
、

⑨
環
境
リ
ス
ク
、
が
そ
の
課
題
で
あ
る
。
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第

2
節

1
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
に
お
け
る
市
の
役
割

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
を
改
正
す
る
二

0
一
三
年
の
資
源
管
理
（
合
理
化
）
法、

(184
)
 

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
を
改
正
す
る
二

0
一
三
年
地
方
自
治
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
経
過
規
定
）
法
、
二

0
一
三
年
政
府
職
員
情
報
会
議

修
正
法
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
最
初
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
に
限

っ
て
適
用
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
設
け
ら
れ
た
規
定
も
含
ま
れ
る
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
に
備
え
て
法
律
を
改
正
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
政
府
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
規
模
と
重
要
性
を
鑑
み
る
と
、
開
発
可
能
な
程
度
、
住
居
の
入
手
し
や
す
さ
、

ビ
ジ
ネ
ス
の
競
争
性
な
ど
に
与
え
る
こ
の
計
画
の
影
響
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
ば
か
り
で
な
く
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
全
体
の
マ
ク
ロ
経
済

に
ま
で
及
ぶ
も
の
だ
か
ら
だ
と
説
明
す
る
。
こ
の
計
画
の
策
定
を
、
こ
れ
ま
で
の
資
源
管
理
法
上
の
手
続
を
用
い
て
行
え
ば

10
年
の
年
月

を
要
し
、
し
か
も
そ
の
期
間
の
大
部
分
を
計
画
の
内
容
に
対
す
る
異
議
申
立
て
手
続
に
費
や
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
計
画
が
実
施

さ
れ
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
、

本
節
に
お
い
て
は
、

よ
り
合
理
化
さ
れ
た
手
続
を
作
成
し
た
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
合
併
前
の
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
広
域
エ
リ
ア
で
は
複
数
の
資
源
管
理
法
上
の
計
画
が
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
新
し
い
計
画
を
統
合
す
る
過
程
で
複
雑
化
や
断

(185
)
 

片
化
が
生
じ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
と
も
説
明
さ
れ
た
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程

二

0
一
三
年
か
ら
策
定
が
開
始
さ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

・
ユ

ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
に
つ
い
て
具
体
的
に
見

て
い
く
。
こ
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
の
最
大
の
特
徴
は
、
通
常
で
あ
れ
ば
自
治
体
に
よ

っ
て
自
治
体
の
中
に
設
置

さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
代
わ
っ
て
、
国
が
設
置
し
た
「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
は
、

4
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
の
背
景

(
A
u
c
k
,
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l
a
n
d
 U
n
i
t
a
r
y
 P
l
a
n
 I
n
d
e
p
e
n
d
e
n
t
 H
e
a
r
i
n
g
s
 P
a
n
e
l
 :
以
下
パ
ネ
ル
）
」
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
手
続
の
説
明
に
先

立
っ
て
、
ま
ず
今
回
の
計
画
策
定
過
程
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
と
市
と
の
役
割
分
担
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
。

(
1
)
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
役
割

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、

づ
き
、
環
境
大
臣

(the
M
i
n
i
s
t
e
r
 for t
h
e
 E
n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
)

と
保
全
大
臣

(the
M
i
m
s
t
e
r
 of C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
o
n
)

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た

(186) 

法
定
の
機
関
で
あ
る
。
こ
の
パ
ネ
ル
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
か
ら
独
立
し
た
機
関
で
あ
り
、
物
理
的
に
も
自
治
体
か
ら
は
離
れ
た
場
所
に

事
務
所
を
お
い
た
。
パ
ネ
ル
の
議
長
は
環
境
裁
判
所
の
裁
判
官
が
務
め
、
議
長
と
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ
ー
は
、
環
境
大
臣
と
保
全
大
臣
が
そ

(187
)
 

の
者
の
資
質
等
に
つ
い
て
市
と
マ
オ
リ
の
機
関
と
協
議
し
た
上
で
任
命
す
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

パ
ネ
ル
の
任
務
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
た
意
見
を
聴
き
、
市
に
対
し
て
行
う
べ
き
変
更
を
勧
告

す
る
こ
と
で
あ
る
。
パ
ネ
ル
に
は
、

る
ヒ
ア
リ
ン
グ
よ
り
も
大
き
な
裁
量
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
は
、
勧
告
の
中
に
、
意
見
提
出
者
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い

(
2
)
市
の
役
割

二
0
1
0
年
地
方
自
治

（オ
ー
ク
ラ
ン
ド
経
過
規
定
）
法
に
も
と

ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
を
含
む
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
運
営
及
び
進
行
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
に
よ

市
の
任
務
は
、
ま
ず
、
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
案

(P
r
o
p
o
s
e
d
U
n
i
t
a
r
y
 P
l
a
n
)
を
作
成
す
る
こ
と
、
市
民
へ
通
知
し
た
あ
と
は
、

書
面
に
よ

る
意
見
提
出
プ
ロ
セ
ス
を
運
営
し
、
提
出
さ
れ
た
意
見
、
再
提
出
さ
れ
た
意
見
及
び
こ
れ
ら
の
要
約
を
纏
め
た
報
告
書
を
作
成
し
、
独
立

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
提
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
報
告
書
が
パ
ネ
ル
に
移
さ
れ
る
と
、
手
続
は
パ
ネ
ル
に
引
き
継
が
れ
る
。

な
い
計
画
の
変
更
を
独
自
の
判
断
で
含
め
る
こ
と
も
で
き
た
。
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パ
ネ
ル
が
主
宰
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
及
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
市
は
、
市
民
と
同
じ
一
参
加
者
と
し
て
の
資
格
し
か
有
さ

な
い
。
書
面
で
意
見
と
証
拠
の
提
出
を
し
、
ま
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
口
頭
で
意
見
を
述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
市
は
、
独
立

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
が
そ
の
任
務
を
適
切
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
な
資
料
を
準
備
し
た
り
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
、
運
営
を
支
え

る
役
目
を
担
っ
た
。
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
事
務
局
の
職
員
も
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

中
で
パ
ネ
ル
の
独
立
性
は
、
制
定
法
の
枠
組
み
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
手
続
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
。

(188) 

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

田
市
が
、
「
計
画
案
」
の
「
素
案
」
を
作
成
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
関
係
機
関
や
市
民
と
「
協
議
」
を
行
う
。

切
市
が
、
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
て
「
計
画
案
」
を
作
成
す
る
。

③
市
議
会
が
こ
れ
を

「
計
画
案
」
と
し
て
承
認
し
市
民
に
公
表
す
る
と
と
も
に
、
「
三
二
条
報
告
書
」
を
公
表
し
、
正
式
な
計
画
手
続
を

告
示
す
る
。
環
境
省
は
三
二
条
報
告
書
に
つ
い
て
休
日
を
除
く
三
0
日
以
内
に
監
査
す
る
。

田
市
民
か
ら
市
に
対
す
る
「
書
面
に
よ
る
意
見
の
提
出

(
s
u
b
m
1
s
s
1
o
n
)
」
が
始
ま
る
（
休
日
を
除
く
六

0
日
間
）
。

固
市
は
、
提
出
さ
れ
た
「
意
見
及
び
意
見
の
要
約
」
を
公
表
す
る
。

⑥
意
見
に
対
す
る
「
書
面
に
よ
る
意
見
の
再
提
出
」
が
行
わ
れ
る
（
休
日
を
除
く
―
―

10
日
間
）
。

m国
に
よ
り
「
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
」
が
設
置
さ
れ
る
。
市
は
こ
れ
ら
の
意
見
等
と
必
要
な
情
報
を
ま
と
め
て
「
報
告
書
」
を
作

成
し
、
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
提
出
す
る
。

2
項
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
の
流
れ
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ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
全
体
ま
た
は
一
部
の
修
正
を
行
い
、
「
計
画
が
施
行
」
さ
れ
る
。

⑧
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
「
公
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
る
。

①
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
「
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
案
の
修
正
の
勧
告
」
を
行
う
。

⑩
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
は
個
々
の
勧
告
に
つ
き
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
、
あ
る
い
は
退
け
る
「
議
決
」
を
行
い
、
公
表
す
る
。

⑪
意
見
提
出
者
は
、
環
境
裁
判
所
ま
た
は
高
等
法
院
に
資
源
管
理
法
に
し
た
が
っ
て
「
異
議
申
立
て
」
で
き
る
。

⑫
市
は
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
史
上
最
も
規
模
の
大
き
い
資
源
管
理
法
上
の
計
画
が
策
定
さ
れ
た
こ
の
流
れ
の
中
で
、
住
民
の
参
加
は
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
。
次
項
以
下
で
は
、

3
章
で
み
た
二

0
0
0
年
代
前
半
の
計
画
策
定
手
続
と
比
較
し
つ
つ
、
計
画
策
定
に
お

け
る
「
市
民
へ
の
情
報
の
提
供
」
、
「
市
民
の
参
加
の
質
」
、
「
異
議
申
立
て
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
二

0
0
0
年
代
後
半
に
ど
の
よ
う
な

法
改
正
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
住
民
参
加
の
計
画
策
定
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
、
筆
者
が
二

0
一
八
年
ニ

月
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
訪
問
し
て
行
っ
た
調
査
の
結
果
及
び
公
表
さ
れ
て
い
る
情
報
に
も
と
づ
き
分
析
す
る
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、

二
0
1
―
―
一
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
市
の
作
成
し
た
「
計
画
案
」
の
「
素
案
」

に
対
す
る
住
民
協
議
が
行
わ
れ
た
。
す
で
に
見
た
地
方
自
治
法
八
二
条
の
住
民
協
議
原
則
が
、
こ
の
協
議
に
つ
い
て
は
「
自
治
体
は
、
当

該
決
定
若
し
く
は
当
該
事
項
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
、
若
し
く
は
影
響
を
受
け
る
可
能
性
の
あ
る
者
、
又
は
利
害
を
有
す
る
者
が
、
そ
の

者
の
好
み
や
必
要
性
に
適
し
た
方
法
と
形
式
に
よ
っ
て
関
連
情
報
に
合
理
的
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
取
り
計
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

(
l
)
 3
項
住
民
と
の
協
議
に
よ
る
計
画
案
の
作
成
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(
1
)
 

(
a
)
」
と
定
め
て
い
る
。
今
回
の
法
改
正
に
お
い
て
、
こ
の
手
続
に
は
変
更
は
加
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
協
議
は

11
週
間
行
わ
れ
た
。
こ
の

11
週
間
に
、
市
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

248
回
行
い
、
こ
の
間
、

2
万
1
千
210
件
の
意
見
が

提
出
さ
れ
た
。
こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
、
分
析
・
分
類
さ
れ
て
計
画
案
の
策
定
の
参
考
資
料
と
さ
れ
た
。

4
項
計
画
案
と
資
源
管
理
法
一
三
一
条
に
も
と
づ
く
報
告
書
と
公
表

つ
づ
い
て
②
の
と
お
り
、
二

0
一
三
年
九
月
に
市
に
よ
っ
て

「
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
案
」
と
「
一三
一
条
報
告
書
」
が
公

表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
作
成
さ
れ
た
資
料
と
そ
の
提
供
方
法
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
な
改
正
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
「
三
―
一
条
報
告
書
」
の
根
拠
規
定
で
あ
る
資
源
管
理
法
三
二
条
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
最
初
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
過

程
に
合
わ
せ
て
二

0
ニ
―
―
年
に
改
正
さ
れ
た
規
定
の

1
つ
で
あ
っ
た
。
改
正
三
二
条
第
一
項
は
、
「
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
作
成
を
義
務
づ

け
ら
れ
た
評
価
報
告
書
は
、

(
a
)
評
価
の
対
象
で
あ
る
提
案
に
定
め
ら
れ
た
目
標
が
、
本
法
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
最
も
適
切
な
方

法
で
あ
る
限
度
を
調
査
す
る
」
、
「
最
も
適
切
な
方
法
で
あ
る
か
ど
う
か
の
調
査
の
方
法
と
し
て
は
、

(i
)
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
他
の

合
理
的
に
実
行
可
能
な
選
択
肢
を
特
定
す
る
、

(
h
)
目
標
に
到
達
す
る
に
お
い
て
当
該
規
定
の
効
率
と
有
効
性
を
評
価
す
る
、
（
出
）
規

定
に
決
定
し
た
理
由
を
要
約
す
る
」
と
定
め
る
。
ま
た
、
「
(
C
)

こ
の
提
案
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
予
想
さ
れ
る
環
境
的
、
経
済
的
、

社
会
的
、
文
化
的
な
影
響
の
規
模
と
重
要
性
に
対
応
し
た
度
合
い
で
詳
細
に
記
述
す
る
」
と
す
る
。

そ
し
て
第
二
項
は
、
「
第
一
項

(
b
)
(
~
l
l
)

に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
る
評
価
は
、

(
a
)以
下
の
場
合
を
含
む
、
規
定
を
実
施
す
る
こ
と

か
ら
予
想
さ
れ
る
環
境
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
影
響
の
便
益
と
費
用
を
特
定
し
て
評
価
す
る
。

(i
)
向
上
す
る
ま
た
は
低
下
す

る
と
予
想
さ
れ
る
経
済
成
長
、

(
~
1
1
)

向
上
す
る
ま
た
は
低
下
す
る
と
予
想
さ
れ
る
雇
用

。

(b
)
可
能
で
あ
れ
ば
、

(
a
)で
言
及
さ
れ
て

い
る
メ
リ
ッ
ト
と
コ
ス
ト
を
数
値
化
す
る
。
(
C
)

規
定
の
中
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
不
確
実
ま
た
は
情
報
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
、
行

し‘

(
2
)
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5
項
書
面
に
よ
る
意
見
提
出

等
の
提
供
ま
で
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。

(
3
)
 

(
2
)
 

こ
。
t
 

文
面
上
は
、
改
正
後
の
手
続
も
、
改
正
前
と
同
様
に
計
画
の
費
用
便
益
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
で
は
あ
る
が
、
改
正

後
は
審
査
の
仕
方
を
よ
り
細
か
く
具
体
的
に
指
示
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
経
済
成
長
や
雇
用
へ
の
影
響
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
点
は
、
持
続
可
能
な
資
源
の
管
理
を
目
的
と
し
つ
つ
、
そ
れ
と
対
立
し
う
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
見
え

頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
、
今
回
の
手
続
で
は
、

る
形
で
示
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
規
模
の
大
き
さ
に
よ
る
国
全
体
へ
の
経
済
的
な
影
響
力
を
念

三
二
条
文
書
の
環
境
省
に
よ
る
監
査
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ

「
計
画
案
」
の
公
表
に
つ
い
て
、
こ
の
と
き
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
公
表
し
た
計
画
案
は
、
全

6
千
971
頁
の
文
書
で
あ
っ
た
。
資
料

の
分
量
も
用
い
ら
れ
て
い
る
専
門
用
語
の
数
も
、
少
な
く
と
も
素
人
で
あ
る
市
民
に
と
っ
て
読
み
こ
な
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
期
待

(189
)
 

で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
分
量
の
多
さ
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
規
模
を
考
え
る
と
理
解
で
き
る

が
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
が
合
併
に
よ
っ
て
規
模
を
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
住
民
た
ち
が
自
分
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い

て
自
分
た
ち
で
計
画
す
る
、
と
い
う
従
来
の
計
画
策
定
と
は
異
な
る
市
民
参
加
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

情
報
の
提
供
に
関
す
る
手
続
は
、

二
0
二
ニ
年
に
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
手
続
に
お
い
て
は
、
自
治
体
は
関
連
す
る
地
域

の
住
民
、
関
連
す
る
事
項
に
直
接
影
響
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
住
民
等
の
全
員
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
文
書
の
送
付
を
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
二

0
一
三
年
の
改
正
に
よ
り
、
自
然
遺
産
や
指
定
に
関
係
し
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、
こ
れ
ら
の
住
民
に
対
し
て
文
書

動
す
る
ま
た
は
行
動
し
な
い
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
」
と
定
め
た
。



191 ニュージーランドの土地利用計画策定における住民参加のガバナンス (275) 

(
3
)
 

2
)
 

参
加
の
面
で
は
、
意
見
提
出
者
の
範
囲
に
つ
い
て
の
法
改
正
が
あ
っ
た
。
二

0
0
九
年
以
前
は
、
意
見
提
出
は
「
当
該
領
域
の

面
）

自
治
体
を
含
む
、
誰
で
も
」
が
行
え
た
。
し
か
し
、
二

0
0
九
年
の
改
正
は
、
「
意
見
提
出
」
に
よ
っ
て
「
取
引
上
の
競
争

(
t
r
a
d
e

c
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n
)
」
で
「
利
益
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
者
」
に
つ
い
て
は
、
計
画
が
環
境
に
直
接
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
か
取
引
上
の
競
争
ま

た
は
競
争
の
結
果
に
関
係
な
い
場
合
を
除
い
て
行
え
な
く
な
っ
た
。
参
加
者
の
範
囲
の
縮
小
は
次
の
手
続
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
。

(
2
)
 

再
提
出
の
期
間
は
、

意
見
の
再
提
出
は
、

二
0
一
三
年
地
方
自
治
（
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
経
過
規
定
）
法
で
は
、
通
常
の
手
続
よ
り
長
い
、
休
日
を
除
く

三
0
日
と
定
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
実
際
に
は
、

6
項
書
面
に
よ
る
意
見
の
再
提
出

―
10
一
三
年
六
月
に
「
意
見
を
ま
と
め
た
報
告
書

(
S
u
m
m
a
r
y
of D
e
c
i
s
i
o
n
s
 

R
e
q
u
e
s
t
e
d
 R
e
p
o
r
t
)
」
が
公
表
さ
れ
て
か
ら
七
月
一
三
日
ま
で

6
週
間
に
わ
た
っ
て
「
意
見
の
再
提
出
」
が
行
わ
れ
た
。

―
1
0
0
九
年
以
前
は
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
法
改
正
に
よ
っ
て
再
提
出
で
き
る
者
の
範
囲
が
、

①
公
益
を
代
表
す
る
も
の
、
②
政
策
方
針
案
ま
た
は
計
画
案
に
一
般
市
民
が
持
つ
よ
り
大
き
な
利
害
を
持
つ
も
の
、

ま
た
は
③
自
治
体
、

(191
)
 

に
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
期
間
に
提
出
さ
れ
た
再
提
出
意
見
は

3
千
951
件
で
、
提
出
さ
れ
た
争
点
は

149
万
3
千
600
点
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
提
出
さ
れ

(l
)
 

の
要
約
と
と
も
に
公
開
さ
れ
、
再
度
の
意
見
提
出
の
対
象
と
さ
れ
た
。

は
「
休
日
を
除
く
六

0
日
間
」
と
規
定
さ
れ
お
り
、
こ
れ
は
通
常
の
手
続
よ
り
も
延
長
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
さ
ら

に
長
く
、
意
見
提
出
は
二

0
一
四
年
二
月
ま
で
約
6
か
月
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の

6
か
月
に

9
千
443
件
の
意
見
が
提
出
さ
れ
た
。
提

出
さ
れ
た
書
面
は
、
市
の
オ
フ
ィ
ス
に
入
り
き
ら
な
い
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
意
見
等
は
市
の
報
告
書
や
意
見

(
1
)
 
二
0
1
――
一
年
九
月
の
計
画
案
の
公
表
に
つ
づ
い
て
、
「
書
面
に
よ
る
意
見
提
出

(s
u
b
m
i
ss
ion
)
」
の
期
間
が
始
ま
っ
た
。
期
間
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(
3
)
 

か
わ
っ
た
と
い
う
。

た
意
見
や
文
書
は
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
前
の
論
点
整
理
の
た
め
に
も
用
い
ら
れ
た
。

こ
の
意
見
や
文
書
の
ま
と
め
方
に
つ
い
て
も
制
度
が
簡
略
化
さ
れ
た
。
自
治
体
は
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
同
種
の
意
見
に
対
し

て
ま
と
め
て
回
答
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
一
方
、
法
改
正
に
よ
っ
て
、
自
治
体
は
全
計
画
案
を
撤
回
す
る
裁
量
権
を

今
回
の
手
続
で
も
、
公
式
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
手
続
に
入
る
前
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
、
各
利
害
関
係
者
か
ら
選
出
さ
れ
た
専
門
家

に
よ
る
会
議
、
ま
た
は
利
害
関
係
者
間
の
調
停
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
が
活
用
さ
れ
た
。

意
見
提
出
の
証
人
や
専
門
家
会
議
に
限
ら
ず
、
今
回
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
の
過
程
で
は
、

ン
ナ
ー
な
ど
の
都
市
計
画
に
関
す
る
専
門
家
が
大
勢
か
か
わ
っ
た
。
実
際
に
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
外
の
プ
ラ

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
の
専
門
家
の
ほ
と
ん
ど
と
ま
で
は
言

わ
な
い
ま
で
も
相
当
の
割
合
の
人
が
、
市
か
ら
の
ア
ウ
ト
・
ソ
ー
シ
ン
グ
を
受
け
て
市
の
資
料
作
成
な
ど
に
携
わ
っ
た
り
、
住
民
や
企
業

と
契
約
し
て
資
料
を
作
成
し
た
り
、
あ
る
い
は
専
門
家
と
し
て
手
続
に
参
加
し
発
言
し
た
り
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
形
で
計
画
策
定
に
か

ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
に
つ
い
て
は
、
大
き
な
法
改
正
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
手
続
で
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
へ
出
席
す
る

か
し
な
い
か
は
市
民
の
自
由
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
は
、
意
見
の
提
出
者
や
そ
の
他
の
市
民
に
対
し
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
前
会
議
に
出
席
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
権
限
が
付
与
さ
れ
た
。
も
し
正
当
な
理
由
な
く
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
等
に
出
席
し
な
い

(192
)
 

場
合
に
は
、
公
式
ヒ
ア
リ
ン
グ
ヘ
の
出
席
を
認
め
な
い
決
定
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
実
際
に
こ
の
権
限
が
ど
の
程
度
用

い
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
用
い
ら
れ
た
場
合
、
意
見
提
出
者
に
と

っ
て
極
め
て
強
い
強
制
力
を
持
つ
も
の
と

(
2
)
 

(l
)
 

(4
)
 7

項
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
・
専
門
家
会
議
・
調
停

失
っ
た
。
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言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
や
っ
て
開
か
れ
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
で
成
立
す
る
共
同
覚
書
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

6
か
月
前
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
対
し
て
影
響
力
を

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
公
式
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
二

0
一
四
年
九
月
か
ら
二

0
一
六
年
五
月
ま
で
行
わ
れ
た
。
ヒ

ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
議
長
は
、
環
境
裁
判
所
の

D
・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
裁
判
官

(
]
u
d
g
e
D
a
v
i
d
 K
i
r
k
p
a
t
r
i
c
k
)

が
務
め
た
。
80
の
ト
ピ

(193
)
 

ッ
ク
が
立
て
ら
れ

58
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。

ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
期
限
内
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
終
了
で
き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
こ
と
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
役
割
の

1
つ
で
あ
り
、
こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
日
々
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
運
営
さ
れ
る
。
期
限
の
延
長
は
通
常
は
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て
も

期
限
内
に
手
続
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
パ
ネ
ル
ま
た
は
市
は
、
環
境
大
臣
か
ら
パ
ネ
ル
の
勧
告
提
出
期
限
を
最
長
で
一
年

具
体
的
な
手
続
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
参
加
者
は
休
日
を
除
く
最
低
一

0
日
前
に
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
る
時
間
と
場
所

に
つ
い
て
通
知
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
以
降
の
証
拠
提
出
の
期
限
や

長
の
手
続
を
し
な
い
限
り
、

発
言
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
独
立
ピ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
、
裁
量
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
回
、
意
見
提
出
者
は
延

(194
)
 

1
つ
の
意
見
に

10
分
の
発
言
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
、
専
門
家
会
議
、
調
停
も
、
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
と
同
様
）
は
、
多
く
の
場
合
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
・
ル
ー
ム
で
行
わ
れ
た
。
た
だ
し
、
多
数
の
出
席
者
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
広
い
講
堂
な
ど
の
別
の
会
場
が
用
い
ら
れ
た
。
今
回
の
オ

(2
)
 

間
延
長
す
る
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

(1
)
 8項
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
つ
も
の
の
拘
束
力
は
も
た
な
か
っ
た
。
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(
6
)
 

ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ

ニ
タ
リ
ー
計
画
に
お
け
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
す
べ
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
市
の
中
心
地
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、

遠
方
の
住
民
に
不
利
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
市
は
、

特
定
の
場
所
に
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
市
全
体
か
ら
出
席
者
が
あ
り
う
る
内
容
で
あ
る
た
め
、
だ
れ
も
が
出
席
し
や
す
い
中
心
地
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
統
合
的
か
つ
網
羅
的
に
行
わ
れ
る
た
め
に
、

進
め
ら
れ
た
。

パ
ネ
ル
は
参
加
者
の
や
り
取
り
の
中
か
ら
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
た
。

公
式
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、

ほ
と
ん
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ト
ピ
ッ
ク
が

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ト
ピ
ッ
ク
は
コ
ー
ド
化
さ
れ
て
分
類
さ
れ
た
。
順

序
は
一
般
的
抽
象
的
な
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
個
別
具
体
的
な
ト
ピ
ッ
ク
ヘ
と
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
広
域
政
策
方
針
文
書
に
か
か
わ
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
最
初
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
次
が
目
標
、
政
策
方
針
で
あ
り
、
広
域
や
地
域
の
規
則
や
指
定
が
そ
れ
に
続
く
形
で

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
手
続
に
つ
い
て
も
法
改
正
が
あ
っ
た
。
資
源
管
理
法
上
の
通
常
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
適
用
さ
れ
た
こ
れ
ま
で
の
規

定
で
は
、
反
対
尋
問
や
パ
ネ
ル
の
メ
ン
バ

ー
以
外
の
者
が
意
見
提
出
者
や
証
人
に
対
し
て
質
問
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
今
回
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
プ
ロ
セ
ス
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
反
対
尋
問
が
認
め
ら
れ
、

1
年

8
か
月
か
け
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
期
間
を
費
や
し
た
理
由
は
、
パ
ネ
ル
が
勧
告
を
執
筆
す

る
た
め
に
は
、
意
見
を
聴
い
て
ほ
し
い
人
す
べ
て
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
の

1
年

8
か
月
の
間
に
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
は

249
回
実
施
さ
れ
、
延
べ

4
千

317
人
が
参
加
し
た
。
す
べ
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
音
声
も
記
録
さ
れ
た
。
こ

の
間
に
提
出
さ
れ
た
文
書
は

1
万
件
以
上
あ
っ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
中
に
は
市
か
ら
の
提
出
物
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
が
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
い
く
つ
か
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま

ず
、
計
画
策
定
の
す
べ
て
の
ス
テ
ッ
プ
に
対
し
て
フ
ァ
ク
ト
・
シ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
フ

(
5
)
 

(
4
)
 

(
3
)
 

行
う
の
が
望
ま
し
い
、
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。
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を
七
月
ニ
―
一
日
に
送
付
し
た

意
見
提
出
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ど
の
公
式
言
語
で
提
出
し
て
も
構
わ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
マ
オ
リ
語
の
み
な

ら
ず
、
手
話
に
よ
る
意
見
表
明
も
可
能
で
あ
っ
た
。
も
し
、
意
見
提
出
者
が
マ
オ
リ
語
や
手
話
で
書
面
ま
た
は
口
頭
の
意
見
を
述
べ
た
い

場
合
は
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
事
務
官
に
事
前
に
連
絡
を
す
る
と
、
通
訳
者
を
手
配
し
て
も
ら
え
た
。

資
料
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
前
や
途
中
に
提
出
さ
れ
た
資
料
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
で
き
る
よ
う
に

設
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
パ
ネ
ル
が
提
供
す
る
資
料
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
の
記
録
、
当
事
者
と
争
点
の
報
告
な
ど
）
は
可
能
な
限
り
、
視

覚
障
害
を
も
つ
人
々
の
た
め
に
画
面
音
読
ソ
フ
ト
と
互
換
性
が
あ
る
形
で
提
供
さ
れ
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
自
体
は
筆
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
す
べ
て
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
セ

ッ
シ
ョ
ン

は
録
音
さ
れ
て
お
り
、
申
請
が
あ
れ
ば
コ
ピ
ー

の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
但
し
、

サ
イ
ト
上
で
入
手
で
き
た
。

ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
の
勧
告
ユ

ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
の
音
声
録
音
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
書
面
に
よ
る
報
告
の
み
が
ウ
ェ
ブ

独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は
提
出
さ
れ
た
意
見
に
つ
い
て
考
察
し
た
後
、
計
画
の
変
更
に
関
す
る
勧
告
を
議
会
に
対
し
て
行
う
。
こ
の

時
パ
ネ
ル
は
勧
告
が
前
述
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
空
間
計
画
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
は

こ
の
勧
告
を
、
市
に
よ
る
計
画
案
の
告
示
か
ら

3
年
に
な
る
日
の
五

0
日
前
ま
で
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
今

回
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
で
は
パ
ネ
ル
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
二

0
一
六
年
五
月
一

三
日
に
終
了
し
た
。
五
月
一
八
日
、
パ
ネ
ル
は
、

タ
リ
ー
計
画
の
う
ち
「
指
定
」
に
関
す
る
勧
告
を
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に
送
付
し
、

9
項
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
勧
告

・
シ
ー
ト
ょ
、
'
、

ア
ク
ト

（
そ
の
内
容
は
七
月
二
七
日
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
た
）
。
こ
れ
で
パ
ネ
ル
の
全
て
の
任
務
が
終
了

マ
オ
リ
語
や
そ
の
他
の
言
語
に
も
翻
訳
さ
れ
た
。
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独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
に
よ
る
ピ
ア
リ
ン
グ
の
全
行
程
に
お
い
て
、
市
は

一
参
加
者
で
あ
り
、
市
民
と
同
様
に
意
見
を
提
出
し
、
意

見
を
表
明
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
最
終
的
に
パ
ネ
ル
が
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
変
更
案
を
勧
告
す
る
と
、
議
会
は
個
々
の
勧
告
に
つ

き
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
か
退
け
る
か
の
決
定
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
場
合
は
、
二

0
一
六
年
八
月
一
九
日
に

議
会
が
パ
ネ
ル
の
勧
告
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
議
決
を
行
っ
た
後
、
異
議
申
立
て

異
議
申
立
て
も
法
改
正
に
よ
り
大
き
く
制
限
さ
れ
た
。
二
0
0
九
年
以
前
は
、
意
見
提
出
者
は
環
境
裁
判
所
に
お
い
て
提
出
意
見
の
中

で
述
べ
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
覆
審
的

(
d
e
n
o
v
o
)
な
審
査
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、

二
0
0
九
年
以
降
は
、
議
会
が
パ
ネ

ル
の
勧
告
を
拒
絶
し
た
場
合
に
、
自
分
の
提
案
し
た
内
容
が
退
け
ら
れ
た
範
囲
で
、
ま
た
は
、
意
見
提
出
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
争
点
に
つ

い
て
パ
ネ
ル
が
独
自
の
判
断
で
変
更
を
勧
告
し
た
部
分
に
限

っ
て
、
環
境
裁
判
所
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
と
な

っ

た
。
議
会
が
パ
ネ
ル
の
勧
告
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
意
見
提
出
者
の
異
議
は
、
法
の
問
題

(
m
a
t
t
e
r
of l
a
w
)
に
つ
い
て
は
高
等
法
院
に
対

(195
)
 

し
て
行
え
る
。

11
項

環

境
裁
判
所
へ
の
異
議
申
立
て

議
会
が
議
決
を
行
い
、
勧
告
を
受
け
入
れ
た
。

に
な

っ
て
い
る
。

10
項
独
立
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
の
勧
告
に
関
す
る
市
議
会
の
議
決

し
、
パ
ネ
ル
は
閉
会
さ
れ
た
。

(appeal)

期
間
が
始
ま
る
。

七
月
二

二
日
に
送
付
を
受
け
た
市
議
会
は
、
休
日
を
除
く
二
0
日
間
の
う
ち
に
、
勧
告
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
の
議
決
を
行
う
こ
と
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(1
)
 

市
議
会
に
よ
る
議
決
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
施
行
ま
で

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
は
、
そ
の
後
以
下
の
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
た
。

二
0
一
六
年
九
月
一
六
日
に
、
「
指
定
」
に
関
す
る

一
部
の
異
議
申
立
て
を
除
く
、
そ
の
他
の
異
議
申
立
て
期
間
が
終
了
し
、
九
月
三
〇

日
に
は
、
市
に
よ
る
「
指
定
」
に
関
す
る
環
境
裁
判
所
で
の
異
議
申
立
て
の
期
間
が
終
了
し
た
。
同

一
0
月
一
七
日
、
市
以
外
の
機
関
に

―
一
月
八
日
、

了
し
、
翌
一

一
月
一
五
日
、

―
一
月
一
四
日
、
市
以
外
の
機
関
に
よ
る
「
指
定
」
に
関
す
る
高
等
法
院
で
の
異
議
申
立
て
の
期
間
が
終

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
一
部
が
施
行
と
な
っ
た
。

二
0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
に
お
け
る
住
民
の
参
加
に
お

い
て
、
①
情
報
の
提
供
、

②
参
加
の
質
（
タ
イ
ミ
ン
グ
、
機
会
等
）
‘
③
異
議
申
立
て
の
制
度
の

3
つ
の
側
面
か
ら
見
て
き
た
が
、
こ
れ
を

二
0
0
0
年
代
前
半
の
住
民
参
加
と
比
較
し
て
み
る
。

今
回
の
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
に
お
い
て
、
ま
ず
市
民
が
「
情
報
の
提
供
を
受
け
る
機
会
と
範
囲
」
が
縮
小
さ
れ
た
。
二

0
0
九
年

1
項

オ

ー

ク

ラ

ン
ド

・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
過
程
の
評
価

第

3
節
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
策
定
に
お
け
る
参
加
の
変
容

ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
は
、
約

4
年
間
を
か
け
て
完
成
し
た
。

る
環
境
裁
判
所
で
の
異
議
申
立
て
の
期
間
が
終
了
し
た
。
そ
の
後

い
く
つ
か
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
オ
ー
ク
ラ
ン

一
月
二
九
日
に
、
市
以
外
の
機
関
に
よ

れ
る
旨
の
公
告
が
な
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

ヘ
ラ
ル
ド
紙
に
お
い
て
、

よ
る
「
指
定
」
が
通
知
さ
れ
た
。

12
項

―
一
月

一
五
日
か
ら
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
が
施
行
さ
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以
前
の
手
続
で
あ
れ
ば
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
自
治
体
の
決
定
を
記
し
た
文
書
と
こ
れ
に
対
す
る
異
議
申
立
て
の
期
限

に
つ
い
て
示
し
た
文
書
が
、
意
見
の
提
出
者
す
べ
て
に
、
決
定
の
公
表
と
同
時
に
提
供
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
二

0
0
九
年
以
降
は
、
事

(196) 

前
に
そ
の
要
望
を
伝
え
て
い
た
者
に
限
っ
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
様
に
縮
小
さ
れ
た
の
は
、
市
民
の
発
言
の
機
会
で
あ
る
。
二

0
0
九
年
以
前
は
、
「
意
見
の
再
提
出
」
の
場
に
お
い
て
、
誰
で

も
す
で
に
提
出
さ
れ
て
い
る
意
見
に
対
す
る
賛
成
意
見
や
反
対
意
見
の
提
出
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
手
続
が
廃
止
さ
れ
、
特
定
の
立

場
か
ら
の
意
見
に
限
っ
て
再
提
出
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
内
容
が
重
複
す
る
市
民
同
士
の
意
見
の
交
換
の
部
分
が
合
理
化
さ
れ
た
と
見

し
か
し
、
市
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
が
市
民
か
ら
「
意
見
」
や
「
情
報
」
を
収
集
す
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
手
続
か
ら

簡
略
化
さ
れ
た
部
分
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
意
見
提
出
の
機
会
も
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
の
発
言
の
機
会
も
誰
に
で
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。

「
意
見
の
再
提
出
」
は
制
限
さ
れ
た
が
、
異
な
る
立
場
の
当
事
者
同
士
の
反
対
尋
問
は
可
能
に
な
り
、
パ
ネ
ル
か
ら
の
質
疑
も
積
極
的
に
行

わ
れ
た
。
市
民
同
士
の
意
見
の
交
換
や
市
民
の
納
得
や
満
足
の
た
め
の
情
報
の
プ
ロ
セ
ス
が
縮
小
さ
れ
た

一
方
、
パ
ネ
ル
に
情
報
が
集
約

(
4
)
参
加
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
住
民
協
議
の
手
続
は

二
0
0
九
年
以
前
と
変
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
て
お
り
、
早
い
段
階
で
住
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
方
針
は
維
持
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
合
理
化
に
よ
り
、
参
加
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
計

(
5
)
異
議
申
立
て
の
機
会
は
二

0
0
0
年
代
後
半
の
改
正
に
よ
り
段
階
的
に
制
限
さ
れ
た
。
異
議
申
立
て
の
機
会
が
制
限
さ
れ
た
の

は
、
計
画
策
定
の
時
間
を
短
縮
す
る
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
本
当
の
意
味
で
時
間
短
縮
に
な
る
か
は
疑
問
も
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
計
画
に
不
満
の
あ
る
人
が
、
次
々
と
個
別
の
計
画
変
更
の
提
案
を
行
い
、
計
画
の
改
正
が
繰
り
返
さ
れ
る
結
果
と
な
る
か
も
し

画
策
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
常
の
半
分
の
期
間
で
終
了
し
た
。

さ
れ
る
た
め
の
手
続
に
つ
い
て
は
維
持
さ
れ
た
も
の
と
も
理
解
で
き
る
。

(
3
)
 

る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
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す
る
た
め
に
、
ま
ず
、

本
稿
で
は
、

2
項

理
法
の
計
画
策
定
手
続
に
見
ら
れ
る
変
容
は
非
常
に
大
き
い
。

れ
ず
、
ま
た
は
決
定
さ
れ
た
計
画
の
下
で
リ
ソ
ー

ス

・
コ
ン
セ
ン
ト
を
申
請
し
て
み
る
も
の
の
不
許
可
と
な

っ
た
人
が
訴
訟
を
提
起
し
、

そ
の
結
果
、
自
治
体
が
い
く
つ
も
の
訴
訟
を
抱
え
る
こ
と
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
二

0
0
0
年
代
前
半
の
計
画
策
定
体
制
に
は
見
ら
れ
た
、
「
住
民
が
意
見
を
述
べ
」
、
「
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
」
を

重
視
し
、

ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
住
民
の
協
議
を
「
あ
る
べ
き
」
答
え
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
最
適
な
方
法
と
し
て
い
た
捉
え
方
、
及

び
住
民
が
参
加
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
長
期
的
で
広
範
囲
の
土
地
利
用
計
画
が
正
当
化
さ
れ
る
と
い
う
意
識
は
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
手
続
か

ら
は
読
み
取
り
に
く

い
。
二

0
0
0年
代
前
半
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
体
が
政
策
の
策
定
か
ら
実
施
、
評
価
に
至
る

一
連
の
プ
ロ
セ
ス

に
お
い
て
主
体
的
な
存
在
と
し
て
行
動
す
る
場
及
び
手
段
を
提
供
し
て
い
た
よ
う
に
見
え
た
こ
の
計
画
策
定
手
続
は
、

半
に
は
、
む
し
ろ
、
効
果
的
な
民
主
主
義
に
よ

っ
て
意
思
決
定
者
に
適
切
な
情
報
を
集
め
、
意
思
決
定
者
が
「
あ
る
べ
き
」
答
え
に
効
率

的
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
手
段
に
、
そ
の
性
格
を
変
更
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
た
と
き
、

二
0
0
0
年
代
後
半
以
降
の
土
地
利
用
計
画
策
定
過
程
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
変
容

二
0
0
0
年
代
後

―10
0
0
年
代
後
半
の
資
源
管

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
土
地
利
用
計
画
策
定
の
体
制
が
二
0
0
0
年
代
後
半
以
降
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
理
解

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
地
方
自
治
、
都
市
計
画
及
び
住
民
参
加
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
次
に
、

二

0
0
0

年
代
前
半
に
確
立
し
た
資
源
管
理
法
に
も
と
づ
く
広
域
計
画
・
地
域
計
画
の
策
定
過
程
に
つ
い
て
そ
の
法
制
度
と
具
体
的
な
手
続
の
流
れ

を
確
認
し
、
最
後
に
、
二

0
0
0
年
代
後
半
の
資
源
管
理
法
と
そ
れ
に
関
連
す
る
法
律
の
改
正
、
及
び
こ
れ
ら
に
も
と
づ
く
計
画
策
定
の

典
型
的
な
例
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
二

0
0
0
年
代
前
半
の
手
続

と
の
比
較
を
行

っ
た
。
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た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

る
た
め
の
住
民
参
加
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

第

1
に、

二
0
0
0
年
代
前
半
に
み
ら
れ
た
住
民
の
主
体
的
参
加
に
よ
る
計
画
策
定
の
体
制
に
つ
い
て
は
、

の
そ
の
法
的
な
仕
組
み
が
注
目
さ
れ
た
が
、
こ
の
仕
組
み
が
形
成
さ
れ
た
土
台
と
し
て
、

域
の
問
題
を
地
域
で
解
決
す
る
伝
統
が
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
土
地
利
用
を
自
治
体
が
計
画
す
る
制
度
も
早
い
時
期
か

ら
確
立
し
て
い
た
。
住
民
は
、
歴
史
的
に
自
治
の
意
識
が
強
い
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
実
際
、
自
治
体
の
再
編
へ
の
参
加
の
機
会
が
与
え

ら
れ
た
際
に
は
積
極
的
に
意
思
を
表
明
し
て
き
た
。
資
源
管
理
法
の
計
画
策
定
手
続
に
お
い
て
も
、
歴
史
的
に
高
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

(197
)
 

ン
ド
の
住
民
の
自
治
へ
の
志
向
性
が
う
ま
く
機
能
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

第

2
に
、
法
的
な
制
度
を
比
較
す
る
と
、

二
0
0
0
年
代
後
半
以
降
の
法
改
正
の
下
で
行
わ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画

の
策
定
は
、
時
間
の
短
縮
、
手
続
の
効
率
性
を
目
的
に
合
理
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
改
正
部
分
を
具
体
的
な
手
続
過
程
の
中
で
確
認
す

る
と
、
合
理
化
さ
れ
た
の
は
、
特
に
、
広
範
で
あ
っ
た
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
、
重
複
的
で
あ
っ
た
市
民
間
の
意
見
や
情
報
の
や
り
取
り
、

市
民
に
よ
る
私
的
な
利
益
の
た
め
の
手
続
の
利
用
の
部
分
で
あ
っ
た
。
市
民
に
参
加
の
機
会
を
提
供
し
、
最
終
的
な
決
定
者
が
十
分
な
情

報
に
も
と
づ
い
て
決
定
を
行
う
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
大
ぎ
な
手
続
的
な
変
更
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
手
続
の
変
更
と
そ
の
運
用
を

見
た
と
き
、
新
し
い
手
続
に
お
い
て
は
、
か
つ
て
の
手
続
の
中
に
見
ら
れ
た
利
害
関
係
者
や
住
民
の
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル
で
の
協
議
に
も

遜

と
づ
い
て
決
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
へ
の
関
‘JL
、
住
民
が
主
体
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
長
期
的
で
広
範
な
計
画
を
正
当
化
し
よ
う
と

す
る
関
心
は
薄
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
二
0
0
0
年
代
後
半
の
法
改
正
及
び
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ

タ
リ
ー
計
画
策
定
過
程
は
、
国
の
設
置
し
た
独
立
ピ
ア
リ
ン
グ
パ
ネ
ル
が
適
切
な
判
断
を
行
う
た
め
に
必
要
な
情
報
を
決
定
者
に
集
約
す

）
れ
ら
か
ら
は
、
以
下
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画
策
定
の
体
制
は
変
化
し

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
建
国
当
初
よ
り
地

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
特
有



201 ニュージー ランドの土地利用計画策定における住民参加のガバナンス (285) 

る
た
め
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
は
、

第

3
に
、
し
か
し
、
手
続
の
大
き
な
枠
組
み
は
変
化
し
て
お
ら
ず
、
効
率
と
効
果
を
よ
り
重
視
す
る
中
で
も
住
民
の
参
加
を
促
進
す
る

様
々
な
要
素
が
維
持
さ
れ
、
ま
た
、
住
民
の
多
様
性
を
鑑
み
、
参
加
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
も
な
さ
れ
た
。
国
の
財
政
的
な
背

加
の
手
続
に
着
目
す
る
と
き
、

景
と
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
と
い
う
最
大
都
市
の
計
画
と
い
う
制
約
の
中
で
、
効
率
と
効
果
を
求
め
な
が
ら
も
、
残
さ
れ
維
持
さ
れ
た
住
民
参

(199
)
 

日
本
に
お
け
る
大
都
市
圏
の
計
画
策
定
へ
示
唆
す
る
も
の
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
の
目
的
は
、

二
0
一
三
年
か
ら

4
年
間
か
け
て
行
わ
れ
た
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
過
程
を
二

0
0
0
年
後

半
に
行
わ
れ
た
関
連
法
の
改
正
の
影
響
に
着
目
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
後
も
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
資
源
管

(200) 

二
0
一
七
年
に
は

一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
を
さ
ら
に
合
理
化
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。
計
画
策
定
過
程
に
関
係
す
る
改
正
の
中
か

ら
い
く
つ
か
の
例
を
紹
介
し
て
お
く
。
ま
ず
、
計
画
変
更
の
文
脈
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
変
更
の
規
模
に
関
係
な
く
変
更
案
を
す
べ
て
公
示

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
改
正
に
よ

っ
て
、
特
定
の
場
所
の
固
有
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
の
変
更
で
あ
る
場
合
な
ど
の
一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
自
治
体
は
関
係
者
の
み
に
通
知
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
さ
れ
た
。
時
間
、

コ
ス
ト
及
び
不
確
実
性
を
減
少
さ
せ

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
広
域
計
画
や
地
域
計
画
の
策
定
に
お
い
て

「
合
理
化
さ
れ
た
計
画
策
定
手
続

(
s
t
r
e
a
m
l
m
e
d
p
l
a
n
n
m
g
 p
r
o
c
e
s
s
)
」
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
、
時
間
や

コ
ス
ト
を
削
減
し
、
ま
た
緊
急
の
必
要
性
に
対
応
で
き
る
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

環
境
裁
判
所
の
権
限
も
大
き
く
変
わ

っ
た
。
裁
判
官
（
ま
た
は
環
境
委
員
）
が

一
人
の
法
廷
で
解
決
で
き
る
事
件
の
範
囲
が
拡
大
し
た

ほ
か
、
裁
判
所
が
特
定
の
利
害
関
係
者
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
前
会
議
や
調
停
な
ど
の
代
替
的
な
解
決
の
場
へ
の
参
加
を
命
じ
る
こ
と
が

理
法
の
改
正
は
続
い
て
い
る
。

結
び
に
代
え
て
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分
け
て
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

(201
)
 

い
る
。

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
救
済
に
つ
い
て
も
代
替
的
な
救
済
の
選
択
肢
が
設
け
ら
れ
た
。

二
0
一
七
年
改
正
は
一
八
項
目
あ
り
、
そ
の
中
の

一
部
は
、
す
で
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
の
策
定
に
お
い
て
特
別
に
あ

る
い
は
試
験
的
に
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
改
正
は
、
さ
ら
に
資
源
管
理
法
を
経
済
効
率
化
へ
と
向
か
わ
せ
て
い
る
と
批

判
さ
れ
た
。

一
九
九
一

年
資
源
管
理
法
に
つ
い
て
は
、
ま
た
別
の
方
向
へ
の
改
正
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
二

0
一
九
年
七
月
二
四

日
、
政
府
は
「
複
雑
さ
と
コ
ス
ト
」
を
削
減
し
、
都
市
開
発
を
よ
り
適
切
に
可
能
に
す
る
と
同
時
に
、
環
境
保
護
を
改
善
す
る
た
め
に
、

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
の
包
括
的
な
見
直
し
を
開
始
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
環
境
大
臣
の
デ
ビ
ッ
ド
・
パ

ー
カ
ー
氏
は
、
可
決
さ
れ

て
か
ら
約
30
年
経
過
し
た
資
源
管
理
法
は
意
図
し
た
と
お
り
に
機
能
し
て
い
な
い
と
述
べ
、

「
国
民
を
適
切
に
収
容
し
つ
つ
、
環
境
保
護
を

重
視
す
る
国
で
こ
の
基
本
法
が
十
分
に
機
能
し
な
い
こ
と
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
、
「
環
境
を
よ
り
よ
く
保
護
し
な
が
ら
、
複
雑
さ
と
コ

ス
ト
を
削
減
す
る
21
世
紀
の
目
的
に
適
し
た
改
正
法
を
作
成
す
る
こ
と
」
を
目
的
に
見
直
し
を
行
う
、
と
述
べ
た
。
見
直
し
は

2
段
階
に

一
部
の
規
定
に
つ
い
て
は

二
0
一
七
年
の
法
改
正
以
前
の
形
に
戻
す
方
向
で
改
正
を
行
う
と
述
べ
て

こ
の
目
的
の
た
め
に
現
在
一
九
九
一
年
資
源
管
理
法
と
関
連
す
る
法
律
が
、
ど
の
程
度
そ
の
目
的
を
果
た
す
べ
く
機
能
し
て
き
た
の
か

を
検
証
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
作
業
の
中
で
は
、
二

0
0
0
年
代
後
半
の
計
画
策
定
手
続
に
対
す
る
綿
密
な
調
査
と
評
価

が
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
合
理
化
さ
れ
た
手
続
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
が
そ
の
後
運
用
さ
れ
て

い
く
中
で
、
ど
の
よ
う
な
個
別
計
画
変
更
案
や
訴
訟
が
提
起
さ
れ
る
か
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
合
理
化
の
成
果
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
合
理
化
さ
れ
た
手
続
に
よ

っ
て
策
定
さ
れ
た
、
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
・
ユ
ニ
タ
リ
ー
計
画
が
、
ど
の
程
度
、
そ

の
目
的
で
あ
る
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
的
な
必
要
性
」
と
「
持
続
可
能
な
資
源
の
管
理
」
と
を
両
立
さ
せ
る
土
地
利
用
を
実
現
し

と
こ
ろ
が
最
近
、
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注
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
に
つ
い
て
も
今
後
と
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。

(
1
)
本
稿
は
、
二

0
一
四
年
か
ら
行
わ
れ
た
神
奈
川
大
学
共
同
研
究

『首
都
圏
に
お
け
る
都
市
整
備
計
画
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

（代
表
、

幸
田
雅
治
教
授
）
」
に
お
い
て
筆
者
が
担
当
し
た
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
大
都
市
圏
に
お
け
る
土
地
利
用
計
画
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
に
関
す
る
調
査

結
果
を
ま
と
め
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
調
査
に
お
い
て
は
、

二
0
一
八
年
二
月
に
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
を
訪
問
し
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行

っ
た
。
ご
多

忙
の
中
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
職
員
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
し
か
し
、
本
稿
に
記
述
し
た
内
容
は

す
べ
て
筆
者
の
責
任
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

(
2
)例
え
ば
、
「
諸
外
国
に
お
け
る
多
様
な
主
体
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決
等
に
向
け
た
国
土
政
策
及
び
地
域
振
典等
分
析
調
査
•
国
別
報
告
書
〔
ニ
ュ
ー

ジ

ー
ラ
ン
ド
〕j

国
土
交
通
省
国
土
政
策
局

（平
成
二
六
年
三
月
）。

(
3
)
馬
場
美
智
子
他
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
震
防
災
型
土
地
利
用
規
制
の
法
と
行
政
ー
地
方
分
権
と
資
源
管
理
型
環
境
政
策
へ
の
転
換
と
の
関
わ
り
を

踏
ま
え
て
」
都
市
計
画
論
文
集
3
9
(
O
)
1
0
1
頁

（二
0
0
四
）
、
柿
澤
宏
昭
他
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
資
源
管
理
制
度
の
現
状
と
課
題
ー
新
自
由

主
義
改
革
と
資
源
管
理
」
日
本
林
學
會
誌
83
巻
1
号
5
_
1
3
頁

（二

0
0
I

)

、
広
田
純
一
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
資
源
管
理
法
に
お
け
る
開
発
・
土
地
利

用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
」
農
村
計
画
学
会
誌
一
九
九
九
年
18
巻
1
8
S
u
p
p
1
号
1
|
6
頁
、
平
松
紘
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

法
」
青
山
法
学
論
集
38
巻
3
.
4
号
ー
ー

16
頁
(
-
九
九
七
）
、
宮
本
忠
「
『持
続
可
能
な
発
展
」
と
資
源
管
理
法
ー

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（森
田
勉
先
生
退

官
記
念
号
）
」
三
重
大
学
法
経
論
叢
11
巻
2
号
97
_lll
頁

(
-
九
九
四
）
な
ど
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
住
民
参
加
に
つ
い
て
は
、
小
松
俊
也

「
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
体
の
政
策
決
定
に
お
け
る
住
民
参
画
に
つ
い
て
ー
ネ
ル
ソ
ン
市
の
事
例
か
ら
ー
」
C
L
A
I
R
R
E
P
O
R
T
第
464
号

（二

0
一
八
）
、
和
田
明
子

（二

0
0
二
）
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
住
民
参
加
ー
ア
ニ
ュ
ア
ル
・
プ
ラ
ン
の
策
定
過
程
を
中
心
に
し

て」

『都
市
問
題
」
第
91
巻
第
8
号
105
ー
117
頁
。
地
方
自
治
制
度
に
つ
い
て
、
和
田
明
子

『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る

一
九
八

0
年
代
以
降
の
地
方
自

治
制
度
改
革
ー
国
の
公
的
部
門
改
革
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
j

（二

0
0
九
）
、
和
田
明
子

『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
公
的
部
門
改
革
」
第

一
法
規
（
二
0
0

七
）。

(
4
)
M
a
r
k
 D
e
r
b
y
,
'Local a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
'
,
 T
E
 A
R
A
,
T
H
E
 E
N
C
Y
C
L
O
P
E
D
I
A
 O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
 (http
:/＼
w
w
w
.
T
e
A
r
a
.g
o
v
t
 

n
z
¥
e
n
¥
local'and
'regional＇g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
¥
print 
(
a
c
c
e
s
s
e
d
 2
7
 A
p
r
il 
2
0
2
0
)
 

(h
e
r
e
inafter L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t
)
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(
5
)
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
第
一
条
マ
オ
リ
酋
長
は
主
権
を
イ
ギ
リ
ス
女
王
に
譲
渡
す
る
。
即
ち
マ
オ
リ
酋
長
は
、
イ
ギ
リ
ス

君
王
で
あ
る
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
こ
の
国
の
万
民
に
対
し
て
権
力
を
行
使
す
る
権
限
を
認
め
る
。
第
二
条
イ
ギ
リ
ス
は
酋
長
に
土
地
、
森
林
、
漁
場
の
所

有
権
を
保
証
す
る
。
女
王
即
ち
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
み
が
マ
オ
リ
の
土
地
を
購
入
す
る
権
利
を
持
つ
。
第
三
条
全
て
の
マ
オ
リ
は
イ
ギ
リ
ス
国
民
と
し
て

の
権
利
と
特
権
を
与
え
ら
れ
る
。
」
こ
の
条
約
は
マ
オ
リ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
が
、
訳
文
は
原
文
と
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
た
め
、
条
約
の
趣
旨
に
つ
い
て
マ

オ
リ
と
の
食
い
違
い
が
生
じ
、
そ
の
後
、
大
き
な
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
。
」

(
6
)

D
e
r
b
y
,
 Lo
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(
7
)

C
h
r
i
s
t
i
n
e
 C
h
e
y
n
e
,
 
P
u
b
l
i
c
 I
n
v
olv
e
m
e
n
t
 in L
o
c
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 in N
e
w
 Z
e
a
l
a
n
d
|
A
 H
i
s
to
r
i
c
a
l
 Ac
c
o
u
n
t,
 
J
E
A
N
 D
R
A
D
E
,
 
E
M
P
O
W
E
R
I
N
G
 

C
O
M
M
U
N
I
T
I
E
S
?
:
 R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
I
O
N
 A
N
D
 P
A
R
T
I
C
I
P
A
T
I
O
N
 I
N
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
"
S
 L
O
C
A
L
 G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
 
(
2
0
0
2
)
 
(
h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
 

p
~
~
b
l
i
c
I
1
1
0
0
l
0
e
m
eミ）．

(
8
)

一
九

二
六
年
ま
で
は
、
農
村
部
で
は
な
く
都
市
部
に
つ
く
ら
れ
た
入
植
地
は
す
べ
て
バ
ラ
と
呼
ば
れ
た
。

D
e
r
b
y
,
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
,
 

m
e
n
t
.
 

(
9
)
C
h
e
y
n
e
,
 Pu
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t,
 at
 119
.
 

(
10
)
I
d
.
 

(11
)
入
植
当
初
、
民
間
会
社
の
主
導
で
入
植
し
た
人
々
が
行
う
自
治
が
植
民
地
政
府
の
管
理
す
る
地
方
自
治
制
度
と
競
合
し
た
地
域
が
あ
っ
た
。
ウ
ェ

リ
ン

ト
ン
は
そ
の
代
表
的
な
地
域
で
あ
る
。
こ
の
競
合
す
る
自
治
体
は
レ
イ
ト
税
の
徴
収
権
を
自
ら
に
付
与
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
植
民
地
政
府
に
排
他
的
に

付
与
さ
れ
て

い
る
権
限
で
あ
る
と
し
て
植
民
地
総
督
は
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
に
軍
を
派
遣
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
中
央
政
府
の
下
に
置
か
れ
た
治
安
判
事

(Jus,

tice of P
e
a
c
e
)

の
治
め
る
開
拓
地
な
ど
も
あ
っ
た
。

C
h
e
y
n
e
,
P
u
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t
`
a
t
 122

•De

rby

, 
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
器
r
n
m
e
n
t.

(
1
2
)
C
h
e
y
n
e
,
 Pu
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t,
 at
 
119
.
 

(13)
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
自
治
制
度
に
お
い
て
は
、
広
域
を
管
轄
す
る

r
e
g
i
o
n
a
l
authorities
に
対
し
て
、
住
民
に
も

っ
と
も
近
い
一
般
目
的
の
自

治
体
を

territorial
authorities
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
前
者
を
広
域
自
治
体
、
後
者
を
地
域
自
治
体
と
訳
す
る
。

(
1
4
)
C
h
e
y
n
e
,
 Pu
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t,
 at 120・ 

(
15
)
N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
 A
C
T
S
 A
S
 E
N
A
C
T
E
D
,
 (h
t
t
p
:/＼
w
w
w
.nzlii
.o
r
g¥
n
z
¥
legis
¥
histー

a
c
t
/
m
c
a
l
8
7
6
4
0
v
1
8
7
6
n
5
2
3
8
1
¥）
;

 

T
H
E
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
 

C
O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
 
A
C
T
 [
1
8
5
2
]
;
 
T
O
G
E
T
H
E
R
 W
I
T
H
 C
O
R
R
E
S
P
O
N
D
E
N
C
E
 B
E
T
W
E
E
N
 
T
H
E
 S
E
C
R
E
T
A
R
Y
 O
F
 S
T
A
T
E
 F
O
R
 T
H
E
 

C
O
L
O
N
I
E
S
 
A
N
D
 T
H
E
 G
O
V
E
R
N
O
R
,
I
N
,
C
H
I
E
F
 
O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
 
IN
 
E
X
P
L
A
N
A
T
I
O
N
 
T
H
E
R
E
O
F
 
A
N
 A
C
T
 T
o
 G
R
A
N
T
 
A
 

R
E
P
R
E
S
E
N
T
A
T
I
V
E
 C
O
N
S
T
I
T
U
T
I
O
N
 T
O
 T
H
E
 C
O
L
O
N
Y
 O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
 
(h
t
t
p
:/＼
n
z
e
tc
.victori
a
.a
c
.n
z
¥
t
m
¥
s
c
h
o
l
a
r
l
y
¥
tei
-G
o
v
C
o
n
s
,
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t
l
,
b
o
d
y
,d
l
,
d
l
.
h
t
m
i
)
;
 MU
N
I
C
I
P
A
L
 C
O
R
P
O
R
A
T
I
O
N
S
 A
C
T
 1
8
7
6
 
(4
0
 V
I
C
T
O
R
I
A
E
 1
8
7
6
 N
o
5
2
)
 
(h
t
t
p
:/̀
¥
w
w
w
.n
z
lii
.o
r
g¥
n
z
¥
le
g1s¥
hlstー

a
c
t
c
a
l
8
7
6
4
0
v
 18
7
6
n
5
2
3
8
1
¥）
．
 

(16
)
そ
の
後
こ
の
中
か
ら
サ
ウ
ス

ラ
ン
ド
、
ホ
ー
ク
ス
・
ベ
イ
、
ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
が
分
離
し
た
。
D
e
r
b
y
,l
o`
c
d
l
g
d
 R
eg
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
・
 

(
17
)
D
e
r
b
y
,
 Lo
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(18
)
バ
ラ
な
ど
自
治
体
の
設
立
は
、
オ
タ
ゴ
・
プ
ロ
ヴ

ァ
ン
ス
に
多
か
っ
た
。
オ
タ
ゴ
は
一
八
六
一
年
に
金
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

に
よ
っ
て
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
で
あ
る
。
オ
タ
ゴ
、
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
両
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
は
、
一
八
六
九
年
に
は
鉄
道
を
運
営
す
る
よ
う
に
も
な
っ

た
。
な
お
、

一
九
二
六
年
ま
で
都
市
部

(u
r
b
a
n
)

の
植
民
地
は
バ
ラ
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
、
少
な
く
と
も

1
千
人
が
い
る
植
民
地
が
都
市
部
で

あ
る
と
タ
ウ
ン
、
農
村
部

(rural
)
で
あ
る
と
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
と
定
義
さ
れ
た
。
一

八
八
六
年
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
と
は
人
口
が
少
な
く
と
も

2
万
人
を
超
え

る
タ
ウ
ン
、
と
定
義
さ
れ
た
。
し
か
し
、
伝
統
の
習
慣
の
下
で
、
大
聖
堂

(c
a
th
e
d
r
a
l
)
を
も

つ
場
合
、
シ
テ
ィ
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ネ
ル
ソ
ン
市

は
こ
れ
に
よ
り
一
八
五
八
年
か
ら
市
と
称
し
て
い
る
。
D
e
r
b
y
,l
o`
c
a
l
 a
n
d
 R
egio
n
a
l
 G
o
v
e
rn
m
e
n
t.
 

(
19
)

M
uni
c
i
p
a
l
 Co
r
p
o
r
a
t
i
o
n
s
 A
c
t
 1
8
6
7
 
(3
1
 Vi
c
t
o
r
i
a
e
 1
8
6
7
 N
0
2
4
)
 
(h
t
t
p
:/＼
w
w
w
.nzlii
.o
r
g¥
n
z
¥
le
gis
¥
histー

a
ct
/
m
c
a
l
8
6
7
3
1
v
 18
6
7
n
24
3
8
1¥）
 

D
e
r
b
y
,
 Lo
c
a
l
 a
n
d
 R
egio
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(20
)
M
a
l
c
o
l
m
 M
c
K
i
n
n
o
n
,
'
C
o
l
o
n
ia
l
 an
d
 P
r
o
v
i
n
c
ial 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
'
,
 T
E
 A
R
A
,
T
H
E
 E
N
C
Y
C
L
O
P
E
D
I
A
 O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
,
 (h
t
t
p
:/＼
W
W
W
.
 

T
e
A
r
a
.g
o
v
t
.
n
z
¥
e
n
¥
coloni
a
l,
a
n
d
,
p
r
o
v
i
n
c
i
a
l
,
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t) 
(h
e
r
e
in
a
fter
`
C
o
lonial a
n
d
 P
r
o
v
in
c
ial G
o
v
e
r
n
m
e
n
t)
.
 

(2
1
)
C
h
e
y
n
e
,
 Pu
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t,
 at
 12
1
.
 

(22
)
D
e
r
b
y
,
 Lo
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
.
 

(23)

C
h
e
y
n
e
,
 Pu
b
l
ic
 In
v
o
lv
e
m
e
n
t,
 at 1
2
1
.
 

(24)
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
は
、
国
会

(
p
a
r
li
a
m
e
n
t
)
議
員
の
男
女
平
等
の
完
全
な
普
通
選
挙
が
成
立
す
る

18
年
前
に
、
地
方
で
の
男
女
平
等
の
選
挙
権
制

度
が
成
立
し
て
い
た
。

一
八
九
八
年
に
バ
ラ
に
お
い
て
複
数
の
投
票
権
を
も
つ
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
一
九

一
0
年
か
ら
は
財
産
所
有
者
だ
け
で
は
な
く
す

べ
て
の
成
人
に
対
し
て
投
票
権
が
与
え
ら
れ
た
。
D
e
r
b
y
,
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(
2
5
)
B
e
n
 S
c
h
r
a
d
e
r
,'
C
i
t
y
 
P
l
a
n
n
i
ng
', 

T
e
 A
r
a
,
t
h
e
 E
n
c
y
c
l
o
p
e
d
ia
 of 
N
e
w
 Z
e
ala
n
d
 
(http: Ì＼
w
w
w
.
 
T
e
A
r
a
.
 
govt. n
z
¥
e
n
¥
c
ity
,
p
la
n
n
i
n
g) 

(a
c
c
e
s
s
e
d
 2
8
 A
p
r
i
l
 2
0
2
0
)
。（
h
e
r
e
inaft
e
r
City P
l
a
n
n
ing
)
.
 

(26
)
C
h
e
y
n
e
,
 
P
u
b
lic I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t, 
a
t
 121; C
a
r
o
l
i
n
e
 M
i
l
l
e
r
,
 
In
troductio
n
.
 CA
R
O
L
I
N
E
 M
I
L
L
E
R
 A
N
D
 L
E
E
 B
E
A
T
T
I
E
,
 
P
L
A
N
N
I
N
G
 P
R
A
C
T
I
C
E
 

IN
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
 3ー

1
4
(2
0
1
7
)
 (h
e
re
in
after In
t
r
o
d
u
c
tio
n
)
.
 

(27)

Mill
e
r
,
 
I
n
t
r
o
d
葵
t
i
g
a
t
7
.
現
在
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
体
に
お
い
て
は
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
に
、
都
市
計
画
に
か
か
わ
る
専
門
職
も
発
展
し
た
。
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測
量
士

(
s
u
r
v
a
y
o
r
)

は
、
街
の
設
計
や
土
地
の
分
割
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
。

(28)
ジ
ュ

リ
ス
・

ヴ
ォ
ー
ガ
ル
首
相
は
、
こ
の
法
律
の
「
偉
大
な
る
目
的
」
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
道
路
委
員
会
を
吸
収
合
併
す
る
こ
と
を
確
実
に

す
る
こ
と
で
あ
る
」
と
し
た
。
C
h
e
y
n
e
,
P
u
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
ent.
 at 1
2
1
・
 

(
2
9
)
D
e
r
b
y
,
 
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
;
 C
h
e
y
n
e
,
 P
u
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t̀
a
t
 1
2
1
.
 

(30)
D
e
r
b
y
,
 L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(31
)
Id. 

(32)
D
e
r
b
y
,
 L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
egio
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
;
 C
h
e
y
n
e
.
 
P
u
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t. 
at 1
2
1
・
 

(33)

一
八
八
二
年
に
は
、
さ
ら
に
カ
ウ
ン
テ
ィ
と
道
路
委
員
会
と
の
間
の
レ
ベ
ル
に
タ
ウ
ン
や
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
と
い
っ
た
新
し
い
自
治
体
が
設
立
さ
れ
た

と
い
う
。
D
e
r
b
y
,
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(34)
ア
ン

・
ト
ラ

ッ
タ
ー
著
（
原
田
裕
子
訳
）
「
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン

ド

南

太

平

洋

の

「

島

国

」
そ
の
世
界
と
歴
史
」
（
泰
流
社
・
一
九
九

0
年）

68
頁
。

(35)
ト
ラ
ッ
タ
ー
前
掲
注

(34)
書

65
頁
。

(36)
C
h
e
y
n
e
,
 P
u
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t,
 at 1
2
2
.
 

(37)
ト
ラ
ッ
タ
ー
前
掲
注

(34)
書

68
1
7
8
頁
。

(38)
D
e
r
b
y
,
 L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(39)
実
際
に
は
道
路
委
員
会
の
数
は
減
少
し
た
。
自
治
体
の
数
は
、
一
九
二

0
年
に
は

129
の
カ
ウ
ン
テ
ィ
と

117
の
自
治
体
（
シ
テ
ィ
、
バ
ラ
、
タ
ウ
ン
）
が
設

立
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
下
水
道
や
公
園
、
図
書
館
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
施
設
、
健
康
管
理
や
犬
の
統
制
な
ど
の
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
の
排
除
を
主
た

る
業
務
と
し
た
。
C
h
e
y
n
e
,
P
u
b
l
i
c
 I
n
v
o
l
v
e
m
e
n
t,
 at 1
2
2
.
 

(40)
ト
ラ

ッ
タ
ー
前
掲
注

(34)
書

68
1
7
8
頁
。

(41)
た
と
え
ば
マ
タ
カ
オ
ア

(
M
a
t
a
k
a
o
a
)
な
ど
。

一
九
二
二
年
、
主
要
幹
線
道
路
委
員
会

(M
a
i
n
H
i
g
h
w
a
y
s
 B
o
a
r
d
)
が
カ
ウ
ン
テ
ィ
に
よ
っ
て
実
施
さ

れ
る
道
路
事
業
を
監
督
し
、
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
権
限
を
代
位
的
に
行
使
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

一
九
三
六
年
主
要
幹
線
道
路
の
ほ
ぼ

6
千
5
0
0
k
m

が
国
道
と
な
り
そ
の
管
理
が
、
カ
ウ
ン
テ
ィ
か
ら
主
要
幹
線
道
路
委
員
会
（
の
ち
の
全
国
道
路
委
員
会

N
a
t
i
o
n
a
l
R
o
a
d
s
 B
o
a
r
d
s
)

に
移
譲
さ
れ
た
と
い

う
。
D
e
r
b
y
,
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
egio
n
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(42)

一
九
二
六
年
に
は
こ
れ
ら
公
債
に
つ
い
て
よ
り
厳
格
な
監
視
を
行
う
た
め
地
方
当
局
公
債
委
員
会

(th
e
L
o
c
a
l
 Authorities L
o
a
n
s
 B
o
a
r
d
)
が
設
置

さ
れ
た
と
い
う
。
D
e
r
b
y
,
L
o
c
a
l
 a
n
d
 R
e
g
i
o
n
a
l
 Go
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

(43)
S
c
h
r
a
d
e
r
,
 City P
l
a
n
n
i
n
g.
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（苓
）
Id.

噂
）
Id.

（写
）
Miller
,Introduction at 

8-9 

(~
) 
Id. 

（
尊
）
上

1ト
へ
ぷ
ー
淀
翌
出
（
茎
）
斜
叩
—
茫
犀

゜

（等
）
D
e
r
b
y
,Local a
n
d
 R
egional Government. 

(fis
)
 Local G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 (A
m
a
l
g
a
m
a
t
i
o
n
 S
c
h
e
m
e
s
)
 Bill 
1936 
(88
-1
)
 

（お
）
土

1い
ぷ
ー
淀
稟
世

（茎
）
犠
索
—
認
賦

゜

（器
）
Cheyne,
Public In

ひolvement,
at 
122
-
123 

（怨）
Miller,
Introduction at 

10 

（芯
）
Id.

ぼ
）
C
h
e
y
n
e
,Public Involvement, at 

124 

ぼ
）
M
a
r
g
a
r
e
t
M
c
C
l
u
r
e
,
'
A
u
c
k
l
a
n
d
 Region -

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
 Education a

n
d
 Health', T

e
 A
r
a
 -
T
H
E
 E
N
C
Y
C
L
O
P
E
D
I
A
 O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
,
 

http
:
/
/
w
w
w
.TeAra.govt.nz

/e
n
/auckland-region

/page-15 
(accessed 1

 April 2020
)
 

偉
）
A
u
c
k
l
a
n
d
Regional Authority A

c
t
 1963 
(Local A
c
t
 1963 N
o
 18
,
 
A
u
c
k
land Regional Authority A

c
t
 1963: repealed, o

n
 1
 No
v
e
m
b
e
r
 

2010
,
 
b
y
 section 113 (1) 

of the Local G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 (A
u
c
k
l
a
n
d
 Transitional P

r
o
v
isions
)
 Ac
t
 2010 (2
010 N
o
 37
).
 G'
心
旦
品
益
料
ぬ
菜
心
ヤ
ー

~lj'\
，
、
ユ
迫
誤
皿
担
~
(
A
uckland Council)

心
凶
忌
ヤ
心
心

-
Q
~
'
怜
語
や
豆

A
u
c
k
l
a
n
d
Regional Authority

如
ヤ
ー

~lj'\
心
叶
式
斡
涯
四
皆

玲
卜
）
刈
ユ
ヤ
魚
゜

ぽ
）
A
u
ckland
Council, Counci

l
 Archives; 

(http
://
w
w
w
.
a
u
c
k
landcity.govt.nz

/d
b
t
w
-
w
p
d
/exec
/dbtwpub.dll?BU=http

:/ /w
w
w
.
a
u
c
k
la
n
 

dcity. govt. n
z
/
 
d
b
t
w
-
w
p
d
/City Archives

/searchagency. h
t
m
&
Q
F
O
=
 Ag
e
n
c
y
 ID
&
Q
I
O
=
 1
3
2
&
T
N
 =
 Ag
e
n
c
y
&
R
F
=
 A
g
e
n
c
y
+
 Description& 

N
P
=
2
&
A
C
=
Q
B
E
_
Q
U
E
R
Y
)
;
 A
u
c
k
l
a
n
d
 Regional Authority Establishment A

c
t
 1960; A
u
c
k
l
a
n
d
 Regional Authority A

c
t
 1963 

ぼ
）
巡
痢
S
心
母
s:::s'
I
兵
く
兵
址
旦
A
u
c
k
l
a
n
d
Regional Council 

A
J
洛
淀
和
菜
＇
祖
文
華
据
ヂ
沼
懸
ぬ
菜
心
゜
Local
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 (A
u
c
k
l
a
n
d
 

Region
)
 Reorganisation 

O
r
d
e
r
 
1989
.
 Au
c
k
l
a
n
d
 
Council
,
 Council 
Archives; 

(http: //
w
w
w
.
 
aucklandcity. govt. n

z/
d
b
t
w
-
w
p
d
/e
xec
/
 

dbtwpub. dll ?
B
U
=
 http
://
w
w
w
.aucklandcity.govt.nz

/
 
d
b
t
w
-
w
p
d
/City Archives/

 
s
e
a
r
c
h
a
g
e
n
c
y
.
h
t
m
&
Q
F
O
=
 Ag
e
n
c
y
 I
D
&
Q
I
O
=
 13
4
&
 T
N
=
 

A
g
e
n
c
y
 &
R
F
=
 Ag
e
n
c
y
+
 Description&

N
P
=
2
&
A
C
=
Q
B
E
_
 Q
U
E
R
Y
)
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(~
) 
Derby, Local a

n
d
 Regional G

o
v
e
r
n
m
e
n
t.
 

（~)..LI}'\?'\
ぷ
ー
淀
翌
世
（
茎
）
攀
翌
ー
8
寓

゜

（怠）
Cheyne,
Public Involvement, at 

125 

（迄）
Id.

（芯）
Schrader
,
City Planning; Miller, Introduction at 

10 

ぼ
）
Miller,
Introduction, at 

10. 

ぼ
）
Cheyne,
Public Involvement, at 

125 

（記）
Miller,
Introduction, at 

10. 

ぽ
）
D
a
v
i
d
T
h
o
r
n
s
 a
n
d
 B
e
n
 Schrader,'City History a

n
d
 People', T

E
 A
R
A
 -
T
H
E
 E
N
C
Y
C
L
O
P
E
D
I
A
 O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
,
 (http:/ /w

w
w
 

TeAra.govt.nz/en/city-history-and-people
/print) 
(accessed 28 April 2020) 

ぼ
）
Cheyne,
Public Involvement, at 

127 

（f::) 
Miller, Introduction, at 

12 

(~
) 
Id. 

(f:1) 
Ministry for the E

n
v
i
r
o
n
m
e
n
t
 (https:/ /

w
w
w
.
m
f
e
.govt.nz
/publications

/
 
environmental-reporting/state-new-zealand%E2%80%99s-

environment-1997-chapter-four-environmen t-5) 

ぼ
）
臼
田
葉
l

「
II
叶
—
：
入
ー

I}'\，
＼
ユ
迄
要
赴
誼
甜
走
呈
芯
芯
心
註
媒
·
廿
栽
栞
王

n
,＼
土
ロ
ー
ミ
S
択
坦
」
罹
器
工
芦
画
縄
奴
緑
一
賦

(I
兵
兵
兵
）
心
勾

゜

（苫）
M
iller
,Introduction, at 

12 

ぼ
）
Id.

ぼ
）
Id.

（に）
Derby,
Local a
n
d
 Regional Government. 

慮
）
Id
.

（定）
リ
釘
叫
llll[I
旦
吋
心
心
'
l
兵
ギ
目
母
栽
択
皿
担
走
豆
皿
氾
廷
旦
感
▽
e
皿
却
心
寓
兵
ヤ
s
e
ゃ
母
0
心
゜

（品）
C
he
y
n
e
,Public Involvement, at 

127
-
137 

（お）
1
1
0
0
1

1母
芸
宍
四
荘
坦
1
0
~

゜

（認）
1
1
0
0
1
1
母
華
択
皿
祀
坦

1
1
1~11

要
゜
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(83)
二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
三
条
。

(84
)
localcouncils
.
 govt. n
z
 (http:/＼
w
w
w
.
l
o
c
a
l
c
o
u
nCils
.g
o
v
t
.
n
z
¥
lgip
.n
s
f¥
w
p
gー

url
¥
A
b
o
u
t
,
L
o
c
a
l
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
I
n
d
e
x
)

(85)
本
稿

5
章
で
述
べ
る
。

(86)
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ー
ド
を
合
わ
せ
て
公
選
公
務
員
の
数
は
全
国
で
お
よ
そ

l
千

600
人
で
あ
る
。
(h
t
t
p
s
:/¥
w
w
w
.l
g
n
z
.c
o
.n
z
¥
local,

g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
i
n
,
n
z
¥）
i(http:
＼

¥
w
w
w
.
 local
c
o
uncils
.
 govt. n
z
¥
lgip
.
 ns
f¥
w
p
gー

U
R
L
¥
A
b
o
u
t
,
L
o
c
a
l'
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
L
o
c
a
l
'
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
I
n
,
N
e
w
,

Z
e
a
l
a
n
d
,
C
o
u
n
c
i
l
l
o
r
s
'
a
n
d
,
M
a
y
o
r
s
)
.
 

(
87
)
C
o
u
n
c
i
l
 o
p
e
r
a
t
i
o
n
s
 
(h
t
t
p
s
:/̀
¥
w
w
w
.
l
g
n
z
.c
o
.n
z
¥
l
o
c
a
l
,
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
,
i
n
,
n
z
¥
c
o
u
n
c
i
l,
o
p
e
r
at
i
o
n
s¥)
.
 

(88
)
S
u
p
p
o
r
t
i
n
g
 t
h
e
 N
e
e
d
s
 of C
o
m
m
u
n
i
t
y
 B
o
a
r
d
s
 
(h
t
t
p
s
:/
¥
w
w
w
.
l
g
n
z
・
c
o
.n
z
¥
a
s
s
e
t
s
¥
U
p
l
o
a
d
s
¥
Z
N
S
,
l
o
c
a
l
,
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t¥
6
8
c
a
l
0
b
9
6
b
¥
2
0
1
5
,
 

C
B
E
C
-B
r
o
c
h
u
r
e
.p
d
f
)
.
 

(89)
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ー
ド
は
、

二
0
0
二
年
地
方
自
治
法
の
定
義
す
る
と
こ
ろ
の
他
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
属
し
て
い
な
い
、
自
治
体
内
の
ど
の
場
所

に
で
も
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ボ
ー
ド
は
自
治
体
内
の
全
域
に
わ
た

っ
て
お
か
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
あ

る
。
ま
た
、
自
治
体
に
よ

っ
て
は
、

地
理
的
に
孤
立
し
て
い
る
地
域
の
み
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
自
治
体
全
域
の

住
民
や
財
産
が
い
ず
れ
か
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ー
ド
に
所
属
す
る
自
治
体
も
あ
る
。
現
在
、
少
な
く
と
も
10
の
自
治
体
に
お
い
て
は
全
域
が
い
ず
れ
か
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ

・
ボ
ー
ド
に
所
属
し
て
い
る
と
い
う

S
u
p
p
o
r
t
i
n
g
t
h
e
 N
e
e
d
s
 o
f
 C
o
m
m
u
m
t
y
 b
o
a
r
d
s
 
(h
t
t
p
s
:/＼
w
w
w
.l
g
n
z
.c
o
.
 
n
z
¥
a
s
s
e
t
s
¥
 

U
p
l
o
a
d
s
¥
N
N
s
-loca
l'
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
¥
6
8
c
a
l
0
b
9
6
b
¥
2
0
1
5
-C
B
E
C
,
B
r
o
c
h
u
r
e
.pd£
)
.
 

(90
)
二
0
1
0
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
L
o
n
g
,
t
e
r
m
pl
a
n
と
名
称
を
変
え
た

（九
――一条）
。

(91)
（

http:/ /
w
w
w
.
l
e
g
i
s
l
a
t
i
o
n
.g
o
v
t
.
n
z
¥
a
c
t
¥
p
u
blic
¥
2
0
0
2
¥
0
0
8
4
¥
4
.0
¥
D
L
M
l
 72
3
4
4
.html.) 

(92)

一
九
九

一
年
資
源
管
理
法

(http:/
/
w
w
w
.
l
e
g
i
s
l
a
t
i
o
n
.g
o
v
t
.
n
z
¥
a
c
t
¥
p
u
b
l
i
c
¥
1
9
9
1
¥
0
0
6
9
¥
latest
¥
D
L
M
2
3
0
2
6
5
.h
t
m
l)
.

(93)

L
e
e
 
B
e
a
t
t
i
e
,
 T
h
e
 S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
a
n
d
 PU7、p
ose
o
f
 th
e
 R
e
s
oさ
rce
M
a
n
a
ge
m
eミ
zt
A
c
t
 1
9
9
1
,
 C
A
R
O
L
I
N
E
 M
I
L
L
E
R
 A
N
D
 L
E
E
 B
E
A
T
T
I
E
,
 

P
L
A
N
N
I
N
G
 P
R
A
C
T
I
C
E
 I
N
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
`
a
t
 2
2
 (2
0
1
7
)
 (h
e
r
e
i
n
a
f
t
e
r
 
T
h
e
 St
r
u
c
t
u
r
e
)
.
 

(
94
)
B
e
a
t
t
i
e
,
 Th
e
 S
t
r
u
c
t
u
r
e
 at 2
2
.
 

(95)
資
源
管
理
法
九
条
。

(96
)
(b
)
は
二
0
0
五
年
八
月

一
0
日
の
改
正
に
よ
る
。

(97)
後
述
の
通
り
、
国
の
役
割
は
拡
大
し
、
二

0
一
七
年
の
資
源
管
理
法
改
正
に
よ
り
全
国
計
画
標
準
の
策
定
も
国
の
役
割
と
な

っ
て
い
る
。
S
e
c
t
i
o
n
2
4
 

(ba): i
n
s
e
r
t
e
d、
o
n
1
9
 A
p
r
i
l
 2
0
1
7
,
 by
 s
e
c
t
i
o
n
 
10 
(
1
)
0
f
 t
h
e
 R
e
s
o
u
r
c
e
 L
egi
slation A
m
e
n
d
m
e
n
t
 A
c
t
 2
0
1
7
 (2
0
1
7
 N
o
 1
5
)
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(9
8
)
B
e
a
t
t
i
e
,
 Th
e
 S
t
r
u
c
t
u
r
e
 at 3
5
 

(99
)
広
域
沿
岸
計
画
に
つ
い

て
は
策
定
手
続
が
異
な
る
。
広
域
沿
岸
計
画
は
、
最
終
的
に
保
護
省
大
臣

(
M
1
m
ster
o
f
 C
o
n
s
e
r
v
a
t
1
0
n
)
の
承
認
が
必
要
で
あ

る
。
広
域
計
画
の
中
に
広
域
沿
岸
計
画
が
規
定
し
て
あ
る
場
合
は
、
広
域
沿
岸
計
画
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
六
四
条
ー
―
―

項）。

(Ioo
)
地
域
自
治
体
と
広
域
自
治
体
は
任
意
で
そ
れ
ぞ
れ
地
域
計
画
ま
た
は
広
域
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
定
の
条
件

下
で
は
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

(101
)
大
潮
平
均
高
潮
面

(
m
e
a
n
hi
g
h
 w
a
t
e
r
 sp
r
i
n
g
s
)
を
超
え
る
海
域
と
定
義
さ
れ
た
沿
岸
海
洋
地
域
も
含
ま
れ
る
。

(102)
B
eatt
ie
,
 Th
e
 S
t
r
u
c
tu
r
e
 at 18. 

(103
)
R
e
s
o
u
r
c
e
 M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 (
A
q
u
a
c
u
l
t
u
r
e
 M
o
r
a
t
o
r
i
u
m
)
 A
m
e
n
d
m
e
n
t
 A
c
t
 2
0
0
2
 (2
0
0
2
 N
o
 5) 

(104)
広
域
計
画
と
の
抵
触
が
判
明
す
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
地
域
自
治
体
が
地
域
計
画
を
作
成
し
た
り
リ
ソ
ー
ス
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
う
場
面
で
あ
る
。
実

際
に
は
地
域
自
治
体
に
無
干
渉
の
広
域
自
治
体
も
多
い
。

(105
)
一
九
九

一
年
資
源
管
理
法
附
則

一
。

(106)
二
0
0
五
年
の
資
源
管
理
法
改
正
で
追
加
さ
れ
た
。

(107
)
計
画
ま
た
は
計
画
の
変
更
の
提
案
に
示
さ
れ
た
規
則
は
、
こ
れ
が
環
境
裁
判
所
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
た
場
合
、
水
、
大
気
、
土
砂
に
か
か
わ
る
場
合
、
重

要
な
原
産
生
物
ま
た
は
重
要
な
原
産
の
動
物
区
分
の
生
息
地
を
保
護
す
る
た
め
、
歴
史
的
な
遺
産
や
水
産
養
殖
活
動
を
保
護
す
る
場
合
を
除
い
て
は
法
的

な
効
力
は
も
た
な
い
。

(108)
二
0
0
0
年
代
後
半
以
降
の
規
定
に

つ
い
て
は

5
章
で
述
べ
る
。

(109)
資
源
管
理
法
附
則
一
、
八
条
。

(110
)
A
n
 ev
e
r
y
d
a
y
 g
u
i
d
e
:
 Ge
t
t
i
n
g
 in o
n
 t
h
e
 A
c
t
 (https:/＼
w
w
w
.m
f
e
.g
o
v
t
.
n
z
¥
n
o
d
e
/
1
6
3
8
0
)
.
 ~
W
、
こ
の
サ
イ
ト
は
二

0

一
七
年
改
正
の
資
源
管

理
法
に
も
と
づ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
二
0
0
0
年
代
後
半
以
降
の
法
改
正
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
て
い
な
い
部
分
に
つ
い
て
参
照
し
た
。

(lll
)
資
源
管
理
法
附
則
一
、
八

B
条
゜

(112
)
資
源
管
理
法
附
則
一
の
八
A

A
条
゜

(113
)
資
源
管
理
法
附
則
一
‘

―
一
条
。

(114
)

A
b
o
u
t
 th
e
 M
a
k
i
n
g
 G
o
o
d
 D
e
c
isio
n
s
 P
r
o
g
r
a
m
m
e
 -
certification for R
M
A
 de
c
is
ion m
a
k
e
r
s
 (h
ttps:/＼
w
w
w
.m
f
e
.g
o
v
t
.
n
z
¥
r
m
a¥
m
a
k
i
n
g
,
 

g
o
o
d
'
d
e
c
isions,pr
o
g
r
a
m
m
e
¥
a
b
o
u
t-m
a
k
i
n
g
'
g
o
o
d
'
d
e
c
i
s
i
o
n
s
,
p
r
o
g
r
a
m
m
e
)
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ぼ
）
媒
廼
乱
雌
甜
如

lllll~
'

lll回
叔

'
l11回

＜
叔

゜

（き）
Id.

（S
)
廊
出
S
蚕
述
や
さ
忌
回
全
の
母
巡
や
や
e
埒
心
竺
m
母
兵
抑
や
母
心
゜
A
b
o
u
t
the M
a
k
i
n
g
 G
o
o
d
 D
e
c
isions P
r
o
g
r
a
m
m
e
 -
certification for R

M
A
 

dec
ision m
a
k
e
r
s
 (https:/ /

w
w
w
.
m
f
e
.govt.nz/ r

m
a
/
 m
a
k
ing-good
-dec
isions-programme

/
 
about
-m
a
k
ing-good
-dec
isions
-p
r
o
g
r
a
m
m
e
)
 

ぼ
）
川
I
I~長

11
密
豆
’
卜
J
G
営
坦
や
妥
川

i
i
~
澁
垣
如
鞣
薬

'’0亡
ヤ

3
心
゜

ぼ
）
熙
逐
縣
弄
忘
竺
＇
眺
癒
世
料
ヤ
ユ
0
2
ヤ
弄
酒
ヤ
心
蛉
ぐ
叫
ぶ
皿
担
辻
e
祀
製
如
瓶
咆
懃
」
ふ
七
菜
さ
さ
心
心
3
茶
’
や
菜
旦
毎
嵌
め
菜
さ
3
刈
ぬ
菜
i-0
(1 
I
 

兵
〇

<t:~1100\.R
母
唄
呂
）

゜

ぽ
）
A
n
E
v
e
r
y
d
a
y
 Guide to 

the R
M
A
:
 
Y
o
u
r
 G
ui
de to the E

n
v
iro
n
m
e
n
t
 Court (h

t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.m
f
e
.govt.nz/pub

lications/rma/everyday-

g
ui
de
-r
m
a
-y
o
u
r
-g
u
id
e
-environment-court) 

国
）
Id
.

（
翌
）
眺
翌
丑
科
ャ
e
翌
煕
撚
悩
弄
志
全
庄

3
心
菜
心
e
豆
'
-
へ
一
K
•
n
,
、
ギ
，
‘

,.L
e
井
葉
如
畷
忌
全
心
熙
聡
悩
弄
志
や
監
で
密
ぐ
口
＆

r
熙
料

(
S
I
l
d
 

ー
キ
，
＼
k
&
熙
聡
臣
暇
如
示
抽
製
リ
⇒
ャ
3
心
垣
<
&
五
辻
は
哀
⇒
ヤ
座
萎
回
恙
如
芸
袋
心
密
4
口
さ
勾
や
伶
心
゜

ぽ
）
M
iller.
Introduction, at 

10 

ぼ
）
Jonathan

Salter. D
u
n
c
a
n
 L
a
in
g, 
a
n
d
 M
a
t
t
h
e
w
 Hill,"The statutory f

r
a
m
e
w
o
r
k
 of N
ew
 Zealand's local g

o
v
e
r
n
m
e
n
t
 sector: is 

the key 

legis
lation 
w
o
r
k
i
n
g
 properly?'

,
 (https:/ /w

w
w
.
 ashburtondc. govt. n

z
/SiteCo
llectionDocuments

/H
a
v
e
%
2
0
y
o
u
r
%
2
0
s
a
y
 /L
G
N
Z
%
2
0
2
0
1
6
 

%20Statu
t
o
r
y
%
2
0
F
r
a
m
e
w
o
r
k
%
2
0
0
f
%
2
0
N
Z
s
%
2
0
L
o
c
a
l%
2
0
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
%
2
0
S
e
c
t
o
r
.
 pdf.
)
 (20
16) 
(hereinafter 

T
h
e
 Statutory 

F
r
a
m
e
-

work) 

ぼ
）
Salter.
T
h
e
 Statutory F

r
a
m
e
w
o
r
k
.
 

（き
）
C
h
ristine
Cheyne. 

"Changing 
U
r
b
a
n
 
Governance 

in 
N
e
w
 Zealand Public Participation 

a
n
d
 Democratic Legitimacy 

in 
Local 

Authority P
l
a
n
n
i
n
g
 a
n
d
 Decision M

a
k
i
n
g
 1989-2014", U

R
B
A
N
 P
O
L
I
C
Y
 A
N
D
 R
E
S
E
A
R
C
H
,
 33: 4, 
4
16-432. D
O
I
:
 10.1080
/08
1111
46.2014. 

994740 (hereinafter, 
C
h
a
n
g
i
n
g
 U
r
b
a
n
 Governance) 

（§3
)
 C
h
e
yn
e, 
C
h
a
n
g
i
n
g
 U
r
b
a
n
 G
o
v
e
r
n
a
n
c
e. 
at 
7-8 

（啓
）
Id.

（き）
Id.

（邑）
S
alter,
T
h
e
 Statutory F

r
a
m
e
w
o
r
k
 at 3
 



NIg 

ぽ
）
R
E
S
O
U
R
C
E
M
A
N
A
G
E
M
E
N
T
 A
M
E
N
D
M
E
N
T
 A
C
T
 2009: 
F
A
C
T
 S
H
E
E
T
 1: 
O
V
E
R
V
I
E
W
 

r
m
a
/
 
r
m
a
-
a
m
e
n
d
m
e
n
 t-act-factsheets-2009

/factsheet-
l)
 

（翌）
R
E
S
O
U
R
C
E
M
A
N
A
G
E
M
E
N
T
 A
M
E
N
D
M
E
N
T
 A
C
T
 2009: 
F
A
C
T
 S
H
E
E
T
 1: 
O
V
E
R
V
I
E
W
 

r
m
a/
rma-amendment-act-factsheets-2009

/
factsheet-l

)
 

（芭）
C
h
e
y
n
e
,
C
h
a
n
g
i
n
g
 U
r
b
a
n
 Governance, at 422-433 

ぼ
）
Cheyne,
C
h
a
n
g
i
n
g
 U
r
b
a
n
 Governance, at 423-425.

熙
酌
縣
弄
造
S
井
屯
届
ユ
祖
勾
心
＇
縣
弄
志
茶
蝋
栞
山
匿
叫
喝
＃
旦
直
領
如
郎
榮
ヤ
心

トJ...lJ
全
や
抽
心
「
郡
旺
S
迷
海
写
逐
」
忍
寄
ぺ
ぬ
菜
心
゜

ぽ
）
坦
活
出
S
尖
匡
起
旦
〇
；
レ
l忌
⇒
心
包
翌
S
似
卦
III
(https:// w

w
w
.
m
f
e
.govt.nz/more/cabinet-papers-and-re

lated-material
-search/cabinet-

papers/
r
m
a
/progress-phase-two-resource

)
 
0
 

儘
）
T
h
e
H
o
n
.
 Dr
 N
i
c
k
 Smith, Minister for 

the Environment, in 
his press release of 28 January 2010 stated: 

(https
:/ /w
w
w
.
m
f
e
.govt. 

n
z
/
 
sites
/
 
default/files

/
m
e
d
i
a
/
R
M
A
/U
T
 AG-report.pd£) 

匿
）
T
h
e
Hon. 
D
r
 N
i
c
k
 S
m
i
t
h
,
 Minister 
for 
the 
Environment, 

in 
his 
press 
release 
of 
28 
January 
2010 
(https: /
 
/
w
w
w
.
 m
f
e
.
 
govt. 

n
z
/s
ites
/
default/files

/
m
e
d
i
a
/R
M
A
/
U
T
 AG-report.pd£

)
．
り
S
癖
如
艤
IIIゴ
嫁
配
日
恥
恥
型
廿
忍
帯
粟
再
栄
心
栽
択
皿
把
走
応
吋
炉
炉
仁
素

囲
忌
旦
捉
も
0
亡
心
翠
縣
改
ヒ
0
心
゜

（芭
）
B
U
I
L
D
I
N
G
C
O
M
P
E
T
I
T
I
V
E
 C
I
T
I
E
S
 (https
:/ /
w
w
w
.m
fe.govt.
n
z
/
 
sit
es
/
 
default/files

/
building-competitive-cities.pdf.) 

ぽ
）
R
E
S
O
U
R
C
E
M
A
N
A
G
E
M
E
N
T
 A
M
E
N
D
M
E
N
T
S
 2013, F
a
c
t
 Sheet: O
v
e
r
v
i
e
w
 (https
:/ /
w
w
w.mfe.govt.nz

/s
ites
/
default/files

/facts
heet-

l.pdf)
 

（き）
Salter
,
T
h
e
 Statutory F

r
a
m
e
w
o
r
k
,
 
at 4
 

ぼ
）
S
a
lt
er,
T
h
e
 Statutory F

r
a
m
e
w
o
r
k
,
 
at 5
 

（
竺
）
栽
択
皿
拒
坦
<
<
~
'
兵
ギ
~
I
 11!1l((u)...lJ

（,o) 
G
裾
丑
＇
や
S
竺
全
＇
達
翌
廿
葉
如
在
3
心
り
匁
如
蒋
途
“0
亡
心
菜
ヤ
2
文
世
葉
旦
兵
3
や
逹
翌

叶
S
葉
庄
S
裾
丑
＆
幽
芸
忘
画
心
採
瞑
忌
⇔
長
砧
認
全
心
こ
喘
ぐ
口
は
母
送
蒜
画
は
0
3
や
竺
担
登
如
←
郎
心
⇒
心
゜

（ヨ
）
栽
択
皿
担
坦
ギ
ギ
~
,
や
く
母
心
勾

゜

ぼ
）
Salter
,
T
h
e
 Statutory F

r
a
m
e
w
ork, at 6

 

（空）
Salter,
T
h
e
 Statutory F

r
a
m
e
w
ork
,
 
at 7
 

（き）
Id.

(https
:/ /
w
w
w
.
m
f
e
.
g
o
v
t
.
n
z
/publica
tions/
 

(https:
//
w
w
w
.mfe
.govt.nz
/
publications

/
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(~
) 
M
a
r
g
a
r
e
t
 McClure,'Auckland R

egion', 
T
E
 A
R
A
 -
T
H
E
 E
N
C
Y
C
L
O
P
E
D
I
A
 O
F
 N
E
W
 Z
E
A
L
A
N
D
,
 (http
:
/
/
w
w
w
.T
eAra.govt.nz

/e
n
/
 

auckland-region
/print 
(accesse
d
 27 M
a
r
c
h
 2020) 
(hereinafter A

u
c
k
l
a
n
d
 R
egion) 

(~
) 
"
"
'
全
弔
全
,
、
炉
,
.
L
口，‘-e

臼
鈎
ヒ
溢
如
が
卜
全
ユ
⇒
心
匁
；
，
0
°
Christine Cheyne. Auckland: a

n
 assessm
ent of N
e
w
 Zealand's Experz-

m
e
n
t
 
with 
M
etropolitan 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t.
 RI
C
H
A
R
D
 
T
O
M
L
I
N
S
O
N
 
(editor) 
&
 M
a
r
c
u
s
 
Spiller 
(editor). 

Australia's 
Metropolitan 

Imperative: A
n
 A
g
e
n
d
a
 for Governance R

e
f
o
r
m
 (English Edition

)
 Kindle. at 3532. 3472

-3904 (2
019
)
 (hereinafter Auckland) 

（空
）
A
u
c
k
l
a
n
d
Regional Authority A

c
t
 1963 
(Local
)
 (1963 N
o
 18
)
 

（呂
）
C
h
e
y
n
e
.Auckland. at 3532 

国
）
R
o
y
a
l
C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
 o
n
 
A
u
c
k
l
a
n
d
 
Governance 

website, 
(D
e
c
o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
d
 
A
u
g
u
s
t
 
20
12
)
 (https
:
 
/
 
/w
w
w
.
 dia. govt. nz

/D
e
c
o
m
m
1
 

ssioned
-
w
ebsites---Royal-Commi

ssion-on-Auckland-Governance); A
u
c
k
l
a
n
d
 Governance. Report of the R

o
y
al
 
Commission, M

a
r
c
h
 2009 

(H. 2) 
(https: /
 
/w
w
w
.
 parliament. nz

/
 
en
/p
b
/papers-presented

/
 
current-papers

/
 
d
o
c
u
m
e
n
t/
 
4
9
D
B
H
O
H
_
P
 A
P
l
 7934_1/ auckland-gov

er 

nance-report-of-the
-roya
l-commission-on) 

（翌）
Local
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 (A
u
c
k
l
a
n
d
 Council
)
 Ac
t
 2009 
(http
:/ /www.legislation.govt.nz

/ac
t/public
/2009
/0032
/68.0
/096be8ed80ec793f. 

pdf). Cheyne. Auckland. at 3544 

（芭
）
C
h
e
y
n
e
.Auckland. at 

3438 

（翌
）
A
u
c
k
l
a
n
d
Council. Governance M

a
n
u
a
l
 (http
s:/ /
 
governance.aucklandcouncil.govt.nz/2-overview /what-is-auck

land-counci
l/) 

（翌）
A
uckl
and
Council 
(https
:
 
//
w
w
w
.
 aucklandcouncil. 

govt. nz
/about-auckland-council

/how-auckland-council-works/Pages
/default. 

aspx)
.
 Ab
o
u
t
 the 
Governing B

o
d
y
 
(https
:
 
/
 
/w
w
w
.
 aucklandcouncil. govt. nz

/about-auckland-c
ouncil/how-auckland-cou

n
cil-
w
o
r
k
s/
 

governing-body-wards-committees
/
Pages
/about-the-governing-b

ody.aspx
)
 

阻
）
C
h
e
y
n
e,Auckland. at 

3595 

涅
）
Cheyne,
Auckland, at 3611-36

17 

（塗）
Id.

ぼ
）
Governance

M
a
n
u
al,
 Th
e
 M
a
y
o
r
 of A
u
c
k
l
a
n
d
 (htt
ps
://gove
rnance.aucklandcouncil.govt.nz

/4-the-mayor-of-auck
land
/) 

湮
）
匝
話
は
＇
幸
S
へ
全
一
ト゚
如
起
船
ヤ
心
器
臣
恨
仰
訳
炉
の
2
V
0
全
器
瞬
ぬ
菜
心
゜
達
冊
Il器
臣゚
＜
，
臼
'
H
K
I
I
バ
睾
臣
゜
＜
ヽ
豆
’
投
配
胆
距
葬
催
宰

0：
：
：
怜
全
＇
達
澁
押
諮
臣゚
＜
怜
全
’
軋
皿
母
器
臣゚
<
,
氏
全
’
△
ャ
，
、
モ
ー
n
III
叶
I¥
Iト
ヤ
器
諸
回゚
<
,
氏
全
＇
認
起
器
翌
<
,←
全
や
埒
心
゜

（至
）
C
h
e
y
n
e
.Auckland. at 3681-3688 
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（翌
）
Cheyne,
Auckland, at 3611-3617 

（室）
Cheyne,
Auckland, at 

3611-3617 
(c
iting 
D
u
n
c
a
n
 G
 (2016) 
A
u
c
k
l
a
n
d
:
 h
o
w
 to 
govern 
it_;i 
In 
L
O
C
A
L
 G
O
V
E
R
N
M
E
N
T
 IN N
E
W
 

Z
E
A
L
A
N
D
:
 C
H
A
L
L
E
N
G
E
S
 A
N
D
 C
H
O
I
C
E
S
.
 
(
E
D
S
 J
 DR
A
G
E
,
 C
 C
H
E
Y
N
E
)
 pp
.
 
220-232. D

u
n
m
o
r
e
 Publishing, Wellington.) 

（翌）
Cheyne,
Auckland, at 3592 

涅
）
Cheyne,
Auckland, at 3611

-3688 

（蚕）
Cheyne,
Auckland, at 3635 

（恒）
Cheyne,
Auckland, at 3688 

澄
）
Cheyne,
Auckland, at 3701 

（室）
Local
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 (
A
u
ckland Council

)
 Ac
t
 2009. 
(http
:/ /
www.iegislation.govt.nz

/act/pub
lic
/2009
/0032
/68.Q/096be8ed80ec793f. 

pdf)
 

（巨）
2012
A
U
C
K
L
A
N
D
 
P
L
A
N
 
(https: /

 
/w
w
w
.
 aucklandcouncil. govt. nz

/plans-projects-policies-reports-bylaws
/our-plans-strategies

/
 

Documents/auckland-plan-2012-full-document.pdf)
 

国
）
団
廿
i忍
唄
準
「や
回
S
囲
廿
溢
紫
S
華
郎
」
(h
ttps: /
 
/www.mlit.go.jp

/kokudokeikaku
/in ternational/ s

p
w
 /
 
genera
l/n
e
w
z
e
a
i
a
n
d
/index 

html
)
 

（翌）
A
U
C
K
L
A
N
D
P
L
A
N
 2050 D
E
V
E
L
O
P
I
N
G
 T
H
E
 A
U
C
K
L
A
N
D
 P
L
A
N
 2050 June 2018

,
 at 5-6. 

ぼ
）
A
U
C
K
L
A
N
D
P
L
A
N
 2050 
(https
:
 //
w
w
w
.
 aucklandcouncil. govt. n

z/
plans-projects-policies-reports-bylaws

/our-pla
n
s-strategies/

 

auckland-plan
/about-th

e¥-auckland-plan
/docsprintdocuments

/auckland-plan-2050-print-document.pdf)
 

ぼ
）
A
u
c
k
l
a
n
d
Council, 
W
h
a
t
 is 
the 
A
u
c
k
l
a
n
d
 Unitary Plan? 

(https: /
 
/w
w
w
.
 au
c
k
la
n
d
c
o
u
n
c
il. 
govt. n
z
/plans-projects-policies-reports-

b
y
l
a
w
s
/our-plans-strategies

/unitary-plan
/P
a
g
e
s
/what-is-the-auckland-unitary-plan.aspx

)
 

ぼ
）
巴
⇒
＇
ヤ
ー
-t:'¥lf'¥
，
ヽ
ユ
ゃ
採
据
和
菜
ヤ
抽
心
妍
ド
S
右
画
全
裾
丑
和
菜
心
兵
亡
や
辻
さ
二
゜

ぽ
）
A
u
c
k
l
a
n
d
Council, T

h
e
 A
u
c
k
land Unitary Plan Operative in 

part 
(https
://
www.aucklandcouncil.govt.n

z/
plans-projects-pohc1es-

reports-bylaws
/o
ur-plans-strategies

/unitary-plan
/P
a
g
e
s
/the-auckland-unitary-plan-operative-in-part.aspx

)
 

ぽ
）
A
U
C
K
L
A
N
D
U
N
IT A
R
Y
 P
L
A
N
,
 
A
 Introdu
ction (https

:/ /unitaryplan.aucklandcouncii.govt.nz
/I
m
a
g
e
s
/
 
A
u
c
k
l
a
n
d
%
2
0
U
n
i
t
a
r
y
%
2
0
P
lan 

%
2
0
0
p
e
r
a
t
i
v
e
/C
h
a
p
t
e
r%
2
0
A
 %20Introduction

/C
h
a
p
t
e
r
%
2
0
A
 %20Introduction.pdf) 

ぼ
）
A
U
C
K
L
A
N
D
U
N
I
T
 A
R
Y
 P
L
A
N
,
 Introduction (https

:/ /unitaryplan.aucklandcouncil.govt.nz
/I
m
a
g
e
s
/
 Au
c
k
l
a
n
d
%
2
0Unitary%20Plan

%
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200perative
/C
h
a
p
t
e
r
%
2
0
A
 %20Introduction

/Chapter
%
2
0
A
 %20Introduct

ion.pdf)
 

ぼ
）
Id.

溶
）
A
U
C
K
L
A
N
D
U
N
I
T
A
R
Y
 P
L
A
N
,
 D
l
 High-use 

Aquifer 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 A
r
e
a
s
 
Overlay 

(https: /
 
/unitaryplan. auck

landco
u
n
cil. 
govt. 

n
z
/I
m
a
g
e
s
/
 
A
u
c
k
la
n
d
%
2
0
U
 ni t
a
r
y
%
2
0
P
lan%200perative

/C
h
a
p
t
e
r
%
2
0
D
%
2
0
0
v
e
r
lays
/
l
.
%
2
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